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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『どうして、私は生き返ったのかな……？』





　柔らかそうな茶色がかった髪の少女──九ここの重え音おと羽はは、ベッドで横になったまま呟つぶやく。

　無機質な部屋の中、ここ数日の間で幾いく度どとなく考え、口にした疑問だ。

　信じ、慕したっていた美び姫き──ベアトリクスとの決別から日が過ぎ、音羽は検査と療養を兼かねてドーン機関の施設へとその身を委ねていた。

　検査は採血やＣＴ、脳波など多種多様に及び、口には出さずとも少女にとってとても苦しいものであった。

　それでも嫌がる素そ振ぶりすら見せずに検査を受けた理由は、自分自身に対する不安があったからだ。

　三年前の夏、九重音羽は命を落とした。

　そのときのことはあやふやで、音羽自身よく覚えていないのだが、彼女の中に流れ込んで来た透とお流るの記憶の中では間違いなく事実であった。

　だからこそ、自分自身について知りたいと音羽は強く願い、嫌がることなく様々な検査を受け続けているのだが──今のところ、幾いくつかの点を除けば、常人と比べて目立った違いは無いというのが担当医による答えだ。

　しかし幾度寝ても覚めても、少女の身に宿る《力》は、それが現実であると突き付ける。

　焱ほのお──少女の身に宿った《力》は、彼女が常人とは異なる存在であることを雄弁に告げていた。

　この《焱ちから》に関しては、担当医たちも首を捻ひねるばかりで、答えが出ないまま不安に押し潰されそうになる日々が続く。

　悪い夢を見ているのではないか──音羽はそう思いたかった。

　そのような日々において、少女の支えとなっていたのは兄・透流の存在だ。

　仕方がないこととはいえ、生前よりも自分を気き遣づかうところに少しばかりの寂さびしさを感じつつも、それでも透流と言葉を交わす時間は僅わずかだが不安を和らげてくれた。

　しかし、一人になれば再び不安が襲ってくる。

　自分は何な故ぜ蘇よみがえったのか──

　どうして異質な《焱》を身に宿すこととなったのか──

　そしてこれからどうなるのか──

　過去、現在、未来──

　考えまいとしても考えてしまい、答えの出ない不安ばかりに押し潰されそうになる中で、少女は白いシーツを強く握りしめながら呟いた。

「お兄ちゃん……」










　同時刻──

　昊こう陵りよう学がく園えん理事長室にて、三み國くにと呼ばれる《超えし者イクシード》の視界には、二人の少女が映っていた。

　一人は彼の主あるじである黒衣の少女であり、《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》の異名を持つ九十九つくも朔さく夜や。

　もう一人はドーン機関の内で特異な立ち場にあり、《特別エクセプシヨン》の異名を持つリーリス＝ブリストルだ。

　黄金色の髪イエロートパーズを持つ少女は、施設から送られてきた報告書──音おと羽はには報しらされていない内容が記載されたものへと目を通した後、小さくため息をつく。

「人に非あらず、ね……。それで、朔夜はあの子をどうするつもり？　いつまでもあの施設に置いておくわけじゃないんでしょ？」

「彼女は既すでに戸こ籍せきを失った身。以前の住まいに戻すわけにはいきませんわ」

　たとえ音羽が今を生きていようと、彼女を知る人物の中では過去の存在──死し人びとである。

　音羽を知る人物と顔を合わせることでもあれば、要らぬ混乱を招くことになるのは語るまでもないだろう。

　無論、リーリスもその程度のことは当然理解している。

「あたしが訊きいているのは、別の施設に送るつもりなのかってことよ」

「金かな沢ざわの件や過去の璃り兎との報告から察するに、彼女の《力》は恐らく《異理の者ミユーテーシヨン》に連なるもの。そちら方面の研究を行っている施設にしてみれば、彼女は何としても手に入れたい素材と言えますわ。……もっとも、私わたくしはさほど興味ありませんけれど」

　朔夜にとって、すべてに優先するのは《黎明の星紋ルキフル》の研究だ。

　けれど機関は違う。

　今後何ど処こかでベアトリクスを含む《異理の者》と交戦する状況を想定するのであれば、音羽の存在は彼女らへの対抗手段を生み出すための貴重な研究対象サンプルとなるのは間違い無い。

　これまで透とお流るたちが闘たたかい、倒した《獣ゾア》たちもそうだった。

　拘束した《獣》を研究した結果、彼らは遺伝子操作を施ほどこされて異い形ぎようと化す《力》を得ていたことが判明した。

《黎明の星紋》の研究によって遺伝子に関する膨ぼう大だいなデータを有していた機関は、様々な実験の末に《獣》の核コアの働きを封じるワクチンを完成させたのだ。

　現在はまだ効果が現れる投与量や機材等の問題があるも、それらもそう遠くない内にクリアされていくことだろう。

　将来を見据えるのであれば、機関が音羽をより専門的な研究施設に移すべきであると判断を下す可能性は非常に高い。

　無論、機関がその情報を得ればの話だが。

　そう、朔夜は音羽についての情報を機関に報告していない。

　現状音羽が身を寄せている施設は朔夜の管轄下にあり、本来ならば行うべき上層部への報告は、すべて彼女によって握り潰されていた。

　事が明るみに出れば、たとえ朔夜であろうと大きな問題になると理解した上で。

『透流のことを考えれば、あの子は学園で引き取った方がいいと思うけど？』

　リーリスが検査前に口にした発案に、朔さく夜やは『考えておきますわ』とだけ答えた。

　そして今、その答えをリーリスは聞きに来たというわけだ。

「興味がない、ね……。それなら、あたしの好きにさせて貰もらうわよ」

「構いませんわ。けれど──」

　紅茶を一口飲み、朔夜は言葉の続きを語る。

「相変わらず、九ここの重え透とお流るに肩入れをしていますのね」

「勿もち論ろんよ。前にも言ったでしょう、あたしの《魂》が感じたって」

「……彼が《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へ至る、と？」

「ええ。あたしとともに、ね」

　ぱちりとウインクをする黄金の少女に対し、黒衣の少女は無言で目を伏せた。

　以前はリーリスの発言の意味がわからないと──より正しく言えば、たとえ《異能イレギユラー》であろうと過剰な期待をし過ぎだと思っていた朔夜だが、今は違う。

　ここまでの透流の成長を鑑かんがみるに、彼女の求める結果──《魂》の《力》を極めた先に在る《終ついの領域》へと至る可能性はゼロではないという評価を下している。

　だからこそ、透流の《魂》をより高みに至らせるためにも、音おと羽はという存在は有用であろうと朔夜も最初の時点で考えていた。

　そのため、リーリスに言われずとも音羽は学園で引き取るつもりであった。

　情と利という決定的な違いはあれど。

（もっとも──）

　朔夜は思う。

　よしんば透流が《終の領域》へ至れなかったとしても、これまでに無い特異な研究対象サンプルとしてのデータは残る。

　九重音羽を機関に引き渡すのはその後でも遅くはない、と。

　以上が、音羽が昊こう陵りよう学がく園えんへと引き取られることになった経緯である。










　やがて四月も初週が終わり、明日には新入生を迎える日曜日──

　期待や不安を抱え、緊張した面持ちで九重音羽は重厚な石造りの門をくぐった。

　施設まで迎えに来てくれた、執事服に身を包んだ少女──サラの案内で、音羽は理事長室へと訪れる。

　室内に居たのは漆黒の衣装ゴシツクドレスを纏まとった少女、スーツ姿で眼鏡を掛けた長身の男性、そして司祭のような服装にマフラーという奇妙な姿の若い男、という三人だった。

（この子が理事長さんなんだ……。私とにこしか違わないのにすごいなぁ……）

　年齢のことも含め、事前に朔夜のことを聞いていたものの、いざ本人を目の当たりにするとやはり驚きは隠せない。

「ようこそ、昊こう陵りよう学がく園えんへ。理事長の九十九つくも朔さく夜やですわ」

　無論、朔夜は音おと羽はの心理状態など手に取るように理解しており、くすくすと笑った後に話し掛けてくる。

「──っ!!　は、はじめまして、九ここの重え音羽です！　えっと、このたびは、私みたいなのを入学させてくれてありがとうございますっ……！」

　緊張して言葉遣いがおかしくなってはいるものの、十三歳──音羽は二月生まれであり、蘇よみがえった後に誕生日を迎えているため、死去時の十二歳より一つ上とした──という年齢を考えれば十分なものだろう。

　朔夜はもう一度くすりと笑うと、話を始めた。

　事前に伝えていたことではあるものの、音羽の待たい遇ぐうや昊陵学園についてなど幾いくつかのことを告げる。

　やがて話を終えると、朔夜は音羽から司祭衣キヤソツクの男へと視線を移す。

「最後に、そちらの方の指示に従って頂きますわ。……ああ、ご心配なさらず。見た目はともかく、貴女あなたの持つような《力》の専門家ですので腕は信頼出来ますわ」

「は、はぁ……」

「見た目がどーのってのはお前が言うな」

　不服そうに立ち上がる若者──ユーゴを見て、音羽が一いち抹まつの不安を覚えたのは致し方ないことだろう。

　染めているのか派手な赤毛で目つきは悪く、顔の傷と耳のピアスが柄の悪さを強調しているため、音羽は少し怖いかもと内心思った。

　そんな少女の前に立ち、ユーゴは突然笑みを浮かべた。

　ただし、酷ひどく引きつった笑顔を。

「あー、えーっと……音羽ちゃんだったな。俺はユーゴって言って怪しいもんじゃねえ。透とお流るの師匠──みたいなもんだ」

　引きつった笑顔は彼なりの音羽を怯おびえさせないための気き遣づかいだったのだが、幸いにもその心意気は少女へと伝わった。

　内心で少しだけ安あん堵どしつつ、こくりと音羽は頷うなずく。

「俺はキミの《焱ちから》と似たような《力》を持っててな」

　そこまで言うと司祭衣の男は指を一本立て、そこに小さな雷を発生させてみせる。

　一見手品とも思えなくもないが、この場でそのようなことをする意味を感じなかったため、音羽はユーゴの言葉を信じることにした。

「そいつが紹介したとおり、この手の《力》の専門家ってわけだ。……で、これまで施設でいろいろ検査があってうんざりしてるだろうが、悪いが俺にも少しだけキミの体を調べさせて貰もらえねぇか？」

　この場でどういった検査を行うつもりなのかと少女は不安を覚えたが、朔夜から彼ユーゴの指示に従って貰うと言われていることもあって頷くほかない。

「背中を少し触らせてくれ。あ、服とか脱がなくていいからな」

　不安げに頷うなずき、音おと羽はがユーゴに背を向けると──

　制服越しに心臓付近へ軽く指が当てられた。

　霊マ輝ナの流れの中心点──即すなわち心臓を詳査することで、音羽の体の様々な情報を得ようとしているのだ。

　この手の術に長たけた者であれば数秒程度で済むのだが、ユーゴはどちらかと言えば苦手な部類のため、しばしの刻ときを要すことになったのだが──

　最中、僅わずかだがユーゴの表情が強こわ張ばる。

　音羽は背を向けているため、彼のその表情に気付くことはなかった。

（緊張するよぉ……）

　見知った相手と話すならともかく、音羽は初対面の相手に対して自ら打ち解けていくようなタイプではなく、むしろ躊躇ためらってしまう。

　そのような性格であるのに、話をするどころか検査とはいえ背中に触れられては、自然と体が硬くなるのも仕方ないことだろう。

「……終わりだ」

　やがて短い一言と同時に、少女の背中から指が離れた。

「心臓に焱ほのおを生み出す核コアが埋め込まれてるみてぇだな」

　振り返った音羽が恐る恐る結果を訊たずねると、専門的なことはわからないだろうからと手短にユーゴは説明をした。

「まあ、日常生活を送る上で支障はねぇから安心していいさ。とは言え、《焱ちから》を使うと体に負担が掛かるから今後は使うなよ」

　柄の悪い口調ではあるものの、その声色は優しく、音羽は最初よりユーゴが怖くなくなった。

「さて、理事長さんからの話ももう無いみてぇだし、透とお流るのところへ行っていいぜ」

　とユーゴが扉を指して告げると、音羽は「ありがとうございました」と言って深々と頭を下げた。

「それじゃ失礼します。これからもよろしくお願いします」

　部屋を出る前にもう一度頭を下げ、音羽はサラとともに退室していった。

　しばし無言の刻ときが流れ、やがて先に口を開いたのは朔さく夜やだった。

「先ほどの検査はどのようなことを？」

「霊輝の流れを確認したのさ。人間とそれ以外じゃ全然違ったりするからな。ある程度のことはわかる」

「結論としては？」

　ユーゴが表情を強張らせた瞬間を、黒衣の少女は見逃さなかった。

　だからこそ朔夜は、この後ユーゴが濁にごそうとした人造生命体ホムンクルスの寿命について問とい質ただしたのだ。




　死し人びとたる少女との再会劇は続き、運命の歯車は歪いびつで不吉な音を立てて回り続けていく。

　その先で待ち受ける結末に向かって。






　■第一章『また明日ね』









「お、お邪魔しまーす……」

　寮の俺の自室に入ると、音おと羽はが緊張した面持ちで後ろからついてくる。

　そう、音羽だ。

　入学式を明日に控え、寮へ戻ってきた俺たちを出迎えたのは昊こう陵りよう学がく園えんの制服に身を包んだ音羽だった。

　検査入院を行っている施設から別の場所へ移ることになったと聞いていたが、まさかそれが昊陵学園とは思いもしなかった俺としては面食らったどころの騒ぎじゃない。

　状況を理解しきれないまま自然と体が動き、気がつけば音羽を抱き締めていた。

　音羽の「お兄ちゃん、苦しいよぉ……」という一言が無ければ、いつまで抱き締めていたか自分でもわからない。

　そこで我に返り、改めて混乱に陥おちいった俺へ声を掛けたのはリーリスだ。

　寮前は人目につくから詳しい話は別の場所で──という提案から、こうして俺の部屋に足を運んだのだ。

「あ……。ここって……」

　部屋の中に入ったところで音羽が立ち止まり、どこかぼんやりとした様子で室内を見る。

「どうかしたのか？」

「う、ううん……。中は落ち着いた感じなんだなぁって」

　音おと羽はの感想に思わず口元がほころぶ。

　今は慣れたとはいえ、外観はもちろんラウンジや廊ろう下かを見て、まるでホテルにでも宿泊しているような感覚に陥おちいったのは一年前の俺も同じだったからだ。

「とりあえずその辺りに座ってくれ。後ろがつかえちまってるからさ」

「あ、ご、ごめんなさいっ」

　俺ではなく、後ろで足を止めたユリエたちに頭を下げてから音羽は部屋の奥へ。

　ユリエ、リーリスと続き、サラ、みやび、橘たちばな、トラにタツと入って来て、部屋の中の人口密度は一気に膨ふくれ上がる。

　ちなみにサラが加わっている理由は、リーリス曰いわく今後彼女が音羽の生活にいろいろ関わるかららしい。

　また、検査入院をしていた施設から学園──寮まで案内してきたのもサラなのだと、部屋に来る途中に聞いた。

　そして──

　理事長の計らいで、今日から音羽が昊こう陵りよう学がく園えんに入学したということも。

「あの子にしては気が利くわよね」

「ああ、ありがたい話だ。確かに学園内に居てくれた方が何か起きても対応がしやすいし、何より傍そばに居られるし……」

　黄金の少女の一言に頷うなずき、俺は懸け念ねんしていたことを口にした。

　何か起きても──という言葉の裏には、ベアトリクスが現われたらという意味がある。

　けれどどこかで、もうその不安は無いのではという思いもあった。

　俺と音羽を憎にくむと口にした彼女が最後に見せた哀かなしそうな、そして寂さびしそうな背中を思い返すとそんな気がしないでもない。

　明確な言葉にしなかった理由は、音羽の心情をおもんぱかってのことだ。

　信頼を裏切られたとはいえ、ベアトリクスは音羽にとって記憶を取り戻すまでの間、心の拠より所どころであったことには違いないからだ。

（ん……？）

　ここでふと、サラが不服そうな表情を主あるじであるリーリスに向けていることに気付く。

（……もしかして理事長じゃなくて──）

　一つの結論に達たつし、俺は心の中でリーリスに感謝する。

　後で何かしらの形でお礼をしておくとしよう。

「ところで昊陵学園ここで暮らすのはともかく、授業はどうするんだ？」

　俺の疑問は当然だろう。

　ベアトリクスによって、俺と闘たたかうために身体能力──主に反応速度や反射速度を強化されたとはいえ、そもそも音羽は《超えし者イクシード》じゃない。

　当然《焔牙ブレイズ》を具現化なんて出来るはずもなく、訓練に参加出来るとは思えない。

　それに加え、学力はかつて命を落としたとき──中学一年で止まっているはずだ。

「特待生って扱いになるから、授業は参加しなくていいって聞いてるけど……」

「護陵衛士エトナルクになるわけじゃないから、訓練は免除ってこと。学業の方はサラが担当して教えるわ」

　自分もよくわからないといった様子の音おと羽はだったが、リーリスがその話を引き継いで今後の音羽の生活について語る。

　これから三年間で中学の勉強はもちろん、高校も──音羽の頑張り次第では大学卒業レベルまで、本人が望むなら技術的なことも可能な限り教えてくれるらしい。

「こ、今後ともよろしくお願いしますっ」

「改めまして、サラ＝ギルフォードです。リーリスお嬢様のお申し付けにより、貴女あなたを立派な淑女レデイへお育て致します。今後ともよろしくお願いします、音羽さん」

「れ、れでぃ……？」

　困こん惑わくする音羽──俺たちはスルーを決め込んだ──を他よ所そにリーリスの話は続き、卒業後もドーン機関が手掛ける様々な事業の内から、希望する進路へ進めるよう可能な限り助力するとのことだった。

　ありがたい話ではあるのだが、少なからず機関に関わる仕事になってしまうのは事情を鑑かんがみれば仕方のないことだろう。

（まあ、一口に機関と言ってもいろいろあるしな……）

　護陵衛士のような警備職はもちろんのこと、様々な研究を行っていたりもするし、昊こう陵りよう学がく園えんも含め幾いくつかの学校を経営している。

　その他多くの事業を行っているから、音羽が進みたいと思う進路もきっとあるはずだ。

　また、俺の妹ということは遠からず他の生徒も知ることになるだろうから、その際の対処の仕方についても説明された。

　親が海外赴任になったがどうしても音羽を連れて行けない事情があったため、学園側に相談した結果、リーリスの口添えもあってこちらで生活することに──という話で通すようにと言い含められる。

　思っていた以上に音羽のことを考えて貰もらえていて一安心、と言いたいところだが──

「それって昊陵の生徒って扱いにする意味あるのか？」

　根本的な疑問に、黄金の少女が苦笑する。

「敷地内で私服の子供がうろうろしてたら、他の生徒が困惑するでしょ」

　制服さえ着ていれば必要以上に意識されない──だからこその特待生扱いということか。

「そ、そういうわけで、皆さんこれからよろしくお願いしますっ！　……あ、音羽ですっ。九ここの重え音羽って言いますっ！　その、金かな沢ざわではご迷惑を掛けてごめんなさい!!」

　ある程度の事情が説明されたところで、音羽が三度頭を下げる。

　気にしないでいいと口々にみんなが言う中で、これまで黙って話を聞いていた人物がここで疑問を口にする──タツだ。

　曰いわく、事情がさっぱり飲み込めんとのこと──俺たちも説明を忘れていた──で、「特殊な力を持っていたため悪の秘密結社に攫さらわれて洗脳されていた俺の妹」と多少脚色をして大おお雑ざつ把ぱに伝える。

　特殊な力という点については、俺が《異能イレギユラー》と呼ばれる原因となった《楯たて》の件もあってあっさり納得してくれたようだ。

　何かあったら力になるから遠慮なく言ってくれと、タツは大粒の涙を流しながら腕立て伏せを始めたのだった。

　──直後に鬱うつ陶とうしいとトラに廊ろう下かへ追い出されていたが。

　また、部屋に残っている面々とこの場には居ないが月つき見みには、音おと羽はについて大まかな事情は既すでに伝えてある。

　俺の妹であること、三年前に亡くなったこと──

　どうして生き返ったのか、なぜ《６６６ザ・ビースト》に関わっているのかはわからないこと──

　ただし、さかきによって殺されたという事実だけは告げていない。

　ともあれ泣きながら腕立て伏せをする男が居なくなったおかげで部屋は静かになり、気を取り直してそれぞれが自己紹介をすることにした。

「ユリエ＝シグトゥーナです。ユリエと呼んでください。トールの《絆双刃デユオ》です」

「よろしくお願いします、ユリエさん。……えっと、《絆双刃》ってなんですか？」

「大雑把に言うと訓練のパートナーだな。昊こう陵りようの制度なんだ」

「ヤー。死が二人を分かつまでです」

「な、なんだか物騒な感じだね……」

　苦笑しつつ、それくらいの意識で組めってことなんだと補足しておく俺だった。

　そこから続けて──ただし気持ち声のトーンを落とし──ユリエについて、一番言っておかなければならないことを告げることにする。

「それと、その制度で決められてることで──ま、まあ、俺の同居人でもある……」

「そうなんだ」

（……あれ？）

　同い年の女の子と同居している──

　大騒ぎとなるには十分の告白に、音羽はさして驚いた様子を見せない。

　驚きすぎているという反応でもない。

「お、驚かないのか……？」

「ううん。驚いてるけど──ここって二人部屋でしょ。だからそうなのかなって……」

　二段ベッドを見上げながら言う音羽に、トラと同居してると思わなかったのかと問う。

「あははっ、トラちゃんがいっぱいぬいぐるみに囲まれて寝てるって思えないもん」

　ユリエが普段使っている上段ベッドには、皐さ月つき市の調査中に手に入れたすごいんこが並べられている。

　部屋に入ってきた際に見えたのかもしれないが、なかなかの観察力だ。

「もしかしたらトラはぬいぐるみを抱き締めないと寝られないって可能性だって──」

「あるかっ!!」

　怒られた。

　そんなやり取りを見て小さく笑った橘たちばなが、「では自己紹介の続きといこう」と脱線した話を元に戻す。

「橘巴ともえだ。好きに呼んでくれて構わないが、ここはユリエに倣ならって名前がいいかもしれんな。九ここの重えとは同じ武術家として付き合いをさせてもらっている」

「巴さん、ですね。お兄ちゃんがいつもお世話になってます」

「どうして俺が世話になっていることが前提なんだ……」

「知りたいなら僕が答えるぞ」

　俺はトラを無視した。

「穂ほ高たかみやびです。みやびでいいよ。透とお流るくんにはいつもいろいろと助けて貰もらってるの。音おと羽はちゃんって呼んでいいかな？」

「は、はいっ。……うう、みやびさんってすごく大きい……」

　気持ちはわかると頷うなずきたいが我慢した。

　サラは既すでに自己紹介済みなので、最後にリーリスの番となったのだが──

「リーリス＝ブリストルよ。透流の未来の伴はん侶りよ──つまり貴女あなたの未来の義あ姉ねってことになるわ、音羽」

「あねって……？　ええっ!?　お、お義ね姉えちゃん!?」

　唐突な爆弾発言──俺たちにとっては毎度のことだが──に、音羽の顔が俺と黄金の少女を往復する。

「気にしなくていいぞ、音羽。リーリスが勝手に言ってるだけ──」

「ま、待ってよリーリスさん！」

　俺がフォローを入れようとするも、みやびの慌あわてる声に遮さえぎられてしまう。

「そういうことなら、わたしだってみやびお義姉ちゃんって呼んで欲しいかなって……」

「あら、自分でみやびでいいって言ったじゃない」

「だ、だってリーリスさんがそんなことを言い出すなんて思ってなかったから……。透流くんと──け、結婚するのはわたしの可能性もあるって前にも言ったよぉ……！」

「それって随分前のことよね。あたしはあれから、透流との距離をかなり縮めたって自負があるけど？」

「と、透流くんとの距離を縮めたって言うなら、わたしだって自信あるもん……！」

　どちらも一歩も引かず、俺としては頭を抱えるばかりだ。

　そんな二人のやり取りに、音羽は困こん惑わくした様子でおずおずと手をあげた。

「あの──一つ訊きいてもいいですか……？」

　音羽からの質問とあって、さすがに火花を散らしていたみやびたちも大人しくなって注視する。

「お兄ちゃんってユリエさんとお付き合いしてるんじゃないんですか？」

「「「っっっ!?」」」

　あまりにも予想外の質問かつ見解に、場の大半が息を呑のむ。

「と、透とお流るくん……!?」「いやいやいや、そんなことないから!!」「ちょっと透流、あたしという未来の伴はん侶りよがありながら……」「諦あきらめが肝心です、お嬢様」「サラ!?」

「……透流とユリエは付き合ってない──と言うより、どうしてそう思ったんだ？」

　騒いでいる俺たちを横目に、トラがため息をつきつつ音おと羽はへ問う。

「え？　だって──」

　何な故ぜか部屋の中を見回した後、ユリエを見て理由を口にした。

「えっと──隣に座ってるし、《絆双刃デユオ》だっけ？　制度って理由があっても、一緒に生活してるわけだし、私てっきり……」

「だから違うって。なあ、ユリエ」

　苦笑しつつ、ユリエに振ると──

　深紅の瞳ルビーアイがじっと俺を見つめていた。

　それも、ほんのりと頬ほおを染めて。

「「……………………」」

　僅わずかに間を置き、ユリエは首を横に振ると音羽へ顔を向けて告げた。

「ナイ。私はトールとお付き合いをしていません」

「そ、そうですか……」

　そうは言うものの、音羽はどこか納得いかない表情だ。

「今の間は何なのよ、今の間は。本当に付き合ってないのよね？」

「あのなぁ……」

　自己紹介の流れだったはずが、何やらおかしな雲行きになってきたと思いつつ否定しようとするも──

「わ、わたしもそこのところ、きちんと聞いておきたいかなって……」

「すまない、私も少々──い、いや、規則に反していないか、ふと心配になってだな……」

　みやびと橘たちばなからも俺たちの関係が気になるといった発言が出て、思わずため息を漏らしてしまう。

「だから違うって。だいたいユリエとの同居なんて、音羽以外には今さらの話だろ……」

「そうは言っても、同居し始めてから一年でしょ。たとえ付き合ってないのが事実でも、透流たちの気持ちが少しは変化してるんじゃないかってことが気になってるわけ」

　ぶすっと頬を膨ふくらませた黄金の少女が不満げに言うと、同意とばかりにみやびが何度も頷うなずき、橘は「わ、私は何もそこまで訊きくつもりは……」と言いつつも気にしている様子は隠し切れていないときたものだ。

「ふん、ツケが回って来たと思って観念するんだな。いい機会だ、はっきり言っておけ」

（どんなツケだっての……。とはいえ──）

　今後似たような機会がある度に疑惑の眼を向けられるのなら、トラの言うようにここではっきりさせておいた方がいいかもしれないと考える。

「俺にとってユリエは大切なパートナーだ。誰よりも安心して背中を任せられる──そう、戦友みたいな感じだな。それと最初は戸と惑まどったけど、今は気を遣わないで一緒に過ごせる家族のような存在だと思ってる」

「私もトールと同じです。他の誰よりも信頼している大切な《絆双刃デユオ》であり、一緒にいるととても心が安らぐ家族のような存在です」

　ユリエの話を聞き、俺と同じようなことを思ってくれていたんだなと思う。

　とはいえ、俺としてはあくまで家族のような気持ちであり、家族そのものじゃない。

　女の子として意識することは多々あるし、一緒に寝ることをせがまれたり無防備な姿を見せられるのは非常に困るのだが、さすがにそれをこの場で口にするのは憚はばかられるわけで。

（ユリエは俺を完全に家族だって思ってるからなんだろうけど……）

　などと少しばかり複雑な感情に思いを馳はせていたが、ふとリーリスとみやびががっくりと両手を床につく姿に気付く。

「どうしたんだ？」

「き、気にしないでいいわ……。ちょっと思っていた以上に距離が近かっただけよ……」

「い、いろんなことがあったから、結びつきが強いのは当然だよね……」

「だけど家族なら……」「うん、家族なら……」

　二人は顔を見合わせ、家族がどうこうと呟つぶやいた後に頷うなずき合った。

（なんなんだ、いったい……？）

　まあいいかと結論づけ、話を音おと羽はのことに戻すことにした。

「ところで音羽の部屋はどこになるんだ？」

　順当に考えれば、明日入学する新入生たちと同様に空き部屋のいずれかだろうが──

「そういえばどこだろ……？」

「お嬢様と同室となります」

　首を傾かしげた音羽にサラが答える。

「そういうこと。さすがに一人部屋っていうのもどうかと思うし、将来的には義姉妹しまいになるわけだから今から親交を深めておくのもいいかしらってことでね」

「なるほどな。後半はともかく、誰かと《絆双刃》を組むわけにもいかないし、リーリスなら一人だから──って、サラと同室じゃなかったのか？」

「後半はって、割と酷ひどい言いようね、透とお流る……」

「主あるじと寝室をともにする従者が居るとお思いですか。はぁ……」

　抱いた感情はともかく、主従のダブルジト目が俺に向けられた。

「と、とにかくリーリスと相あい部べ屋やってことだな。迷惑掛けるかもしれないけど、よろしく頼むな」

「あ……。よ、よろしくお願いしますっ」

　俺が頭を下げる姿を見て、音おと羽はも慌あわててこちらに倣ならう。

「ええ、不自由はさせないから安心して」

　ぱちりとウインクをし、リーリスはくすりと笑った。

「……すみません。一つ提案があります」

　本来ならここでひと息ついて次の話題へ移るところなのだろうが、珍しくユリエが話をし始めた。

「どうしたんだ？」

　返事はなく、ユリエはしばし視線を手元に落とし──顔を上げると音羽を見る。

「音羽、私と住む部屋を交換しませんか」

「ユリエさんと……？」

「ヤー」

「で、でもユリエさんはお兄ちゃんと《絆双刃デユオ》なんですよね？　それなのに……」

　どうして、と言外に続ける音羽。

「……家族はやはり一緒に居たほうがいいと思いますので」

　静かに告げられた言葉は、とても重いものだった。

　一年という付き合いの中で、ユリエのお父さんが亡くなっていることはみんなが知っていることだから。

　中でも俺はお父さんがユリエの目の前で殺されたことを、それによって銀色の少女の日常が一変したことを知っているからこそ余計に。

「リーリス。私が同居しても構いませんか？」

「え、ええ……。あたしは構わないけど──ユリエあんたはそれでいいわけ？」

「ヤー。そう思っていないのでしたら、このような案は出さないと思いますが？」

「それは……。まあ、そうなんだけど……」

　いつもと変わらぬユリエの態度に、リーリスが戸と惑まどいを浮かべる。

（ユリエ……）

　かつて俺も同じように目の前で妹を殺され、それまでの日常を失った──

　けれど今、どんな運命の悪戯いたずらか、音羽は命を再び得た。

　それにより、二度と望めないはずの大切な人との時間を再び得ることが出来た。

　ユリエは、俺が少しでも多くの時間を音羽と過ごせるようにしようとしてくれている。

　その気き遣づかいは嬉うれしい。

　嬉しいが──俺は待ってくれと首を振る。

「トール……？」

「《絆双刃》についての一文を忘れたのか？　絆きずなを結びし者たちは、能あとう限り同じ刻ときをともにせよって……。だからいくらユリエがよくても、勝手に部屋割りを変えるのは問題になるんじゃないか？」

　ユリエはしばし考え込み、やがて「……確かにそうかもしれません」と呟つぶやく。

「ですが──」

「たぶん問題になるよな、リーリス？」

　まだ何かを口にしようとしたユリエを遮さえぎるように、俺はリーリスへと話を振る。

　じっと、蒼玉の瞳サフアイアブルーを見つめて。

「……朔さく夜やに確認しておかないとね」

　返ってきた言葉から、俺の意志は伝わったと安あん堵どする。

《特別エクセプシヨン》の名を与えられた黄金の少女なら、部屋割りの変更など理事長に確認を取らずとも決定できそうなものだから。

　そうして部屋割りの件はさて置くこととし、次の話題へ──

　といったタイミングで理事長室へ来るようにと名指しで放送があり、俺は音おと羽はをみんなに任せて部屋を出た。




　理事長室で待っていたのは、俺の理解を遥はるかに超える話だった。

「人造生命体ホムンクルス……」

　今の音羽は魔法で創つくられた知的生命体だと聞かされ、唖あ然ぜんとしたまま耳にしたばかりの単語を口にする。

「様々な検査を行いましたが此方こちらではお手上げでしたので、専門家としてユーゴ様へ確認をして頂いた上での結論ですわ」

《黎明の星紋ルキフル》によって人を超えた《力》を手にし、現在の科学力を上回る強化外装の兵士や化け物に変へん貌ぼうするやつらと闘たたかってきて、世間の常識は世界の常識ではないと知っていた。

　それでも魔法で創られた生命体なんて話は、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいだった。

　だが、その情報を提示されて俺は驚きつつもどこかで納得し──

　続いて、違和感をそのまま口にする。

「創られたって……。あいつは音羽じゃないって言うのか？　音羽は俺のことを覚えている──思い出したんだぞ」

《十三秒ノ雷命サーテイーンリミツト》によって俺の記憶が伝わったというのもある。

　とはいえ、音羽の中に生前の記憶があることは確かだ。

　何より音羽の背中に、あの夏の日に刻まれた凶きよう刃じんの痕あとがあることを俺は確かに目にした。

「ちょっとした企業秘密ってやつでな。そこらについては詳しく言えねぇが、あの子は間違いなくお前の妹だから安心するんだな、透とお流る」

　口角を上げたユーゴは報告書を手に取り、軽く叩たたく。

「しかし──あの子の記憶を取り戻したきっかけが、《十三秒ノ雷命》とはな」

「ああ。賭かけだったけど、もしかしたらいけるんじゃないかって思ってさ」

「……普通思わねぇよ」

　完全に呆あきれた口調でジト目を向けられた。

　闘たたかいのために作り出した魔術を、想おもいを伝えるために使うという思考に至ることが信じられないと言われてしまう。

「術者の意志を反映し、触れた対象へ影響を与える──確かにそう言ったけどな。まさか記憶を取り戻す──いや、記憶を伝えられるとはな……」

「……人の脳は活動時、情報伝達や処理を電気信号にて行っていますわ。その機構を利用して電流を使い、外からの情報を直接脳に伝えるという方法もありますの。《十三秒ノ雷命サーテイーンリミツト》という術が何らかの形で九ここの重え透とお流るの発した思考情報を電気信号へ変換させ、雷が電流のように媒ばい介かいして九重音おと羽はが受信した──といったところが考えられますわね」

　正直、理事長が何を言ったのかまったく理解出来なかった。

　ユーゴの反応を見ると、当たらずとも遠からずといった感じではあるらしい。

「ところで──音羽の焱ほのおも、その人造生命体ホムンクルスってやつだから持ってる《力》なのか？」

「あれは後天的なものだな。あの子の体を創つくったやつが何らかの意図を以もつて付与したんだろうぜ。魔法で創られたとはいえ、基本的には人間とほぼ変わらねぇよ。ただ──」

　声のトーンが落ち、ユーゴの表情はこれまで以上に深刻なものとなる。

「《焱あれ》はもう使わせるな。使えば使うほど──命を削る」

「なっ……!?」

「わかったな？　……まあ、この学な園かに居る限りは問題ねぇだろうがな」

「あ、ああ……」

　飲み込んだ唾が喉のどを鳴らす。

（あの《焱ちから》が音羽の命を……）

　対たい峙じしたときのことを思い返せば、確かに音羽は焱ほのおを使ったあと消しよう耗もうをしていた。

　苦しそうだとは思ったが、掛かっていた負担は想像以上だったようだ。

　ユーゴの言うとおり、もう二度と使わせてはならない。

　絶対に音羽を血なまぐさい世界に関わらせないようにしなければと、俺は強く誓った。

「……音羽の体を創ったやつって言ったよな。やっぱりあいつ──ベアトリクスなのか？」

「さあな。一応そこらは調べてみるつもりだが、あまり期待しない方がいいぜ。療養中って話だが、本当のところは失しつ踪そうしたみてぇだからな」

　イェウッド王国第一王女──生まれながらに翡ひ翠すいの髪色を持つ美び姫きが、療養のために公務から離れるという情報は既すでに俺たちも得ていた。

　だがそれは表向きのものだと薄々察してはいたが、やはりそのとおりだった。

「──俺たちに正体を明かしたから、か……」

　一国の王女が《６６６ザ・ビースト》に関わっている──

　あまりにも衝撃的で、表に出せる情報ではない。

　だが、あの闘いで生き残った俺たちが上層部であるドーン機関にその情報を報告したと考えるのは当然であり、それ故ゆえに雲くも隠がくれをしても何ら不思議はない。

「まあ当然の動きだろうな。行方ゆくえをくらましたのがあいつだけってことからすると、個人で関わってたか、それとも他の連中を切り捨てたか……。にしても、まさか《異理の者ミユーテーシヨン》だったとはな」

　大きくふんぞり返り、ユーゴは天井を仰ぎ見る。

「ユーゴは《異理の者》──っていうよりベアトリクスの《力》について何か知ってることはないか？　たとえば魔法と関係あるとか……」

「どうして関係があると思う？」

「強いて言うなら何となく、だな。ベアトリクスと闘たたかってる最中に思ったんだ。あの《力》が魔法に似てる気がするって……」

「……いい勘かんをしてやがる。まあ、一言でいえばあいつらの《力》は魔法の源流なのさ」

　口角を僅わずかに上げ、ユーゴは語り始めた。

「人の中で極稀まれに超常的な《力》を持って生まれてくる存在──それが《異理の者》だ。やつらは自然の理ことわりを操り、強大な《力》を行使する。その《力》を技術として落とし込んだものが魔法ってことさ」

　より多くの者が使える技術として確立する際に、詠えい唱しよう、もしくは触媒とする道具が必要となったとユーゴは言う。

　おかげで一系統の理しか操れない《異理の者》とは違い、魔法を使う者は様々な系統の術式を契約することで扱うことが出来るのだと話は続く。

「《聖庁ホーリー》の開祖や認定された聖人も、だいたいは《異理の者》だったって話だぜ。……設立から二千年以上も過ぎた時代に、自分だけが持っていた《力》が技術として確立されると知ったら腰を抜かすかもな」

「開祖ってめちゃくちゃ偉い人だろ。そんな言い方していいのか？」

「会ったことねぇからどうでもいい」

　ものすごく罰ばち当あたりな発言が返ってきた。

「そうそう、さっき話に出た音おと羽はちゃんの《焱ちから》についてだがな。あれは触媒となる核コアを使って《異理の者》が使う《力》にかなり似せたもんだ。一系統に絞しぼって汎用性を低くする代わりに、性能が重視されてやがる──と言っても、昊陵学園ここに居る限りはもう使う必要のない代物だけどな」

　言い終えるとユーゴは伸びをし、話はこんなところだと告げて理事長を見る。

「……あんたからは何かあるか、《魔女デアボリカ》」

「いいえ、私からは何もありませんわ。面白い話は十分に聞かせて頂きましたもの」

　二人はそう口にすると、しばし無言で視線を交わす。

　ユーゴと理事長の関係はいまいちわからないまでも、あまり良好じゃないことは以前から何となく感じている。

　互いが所属する組織がそもそも良好な関係じゃないと考えると、それも当然なのだが。

　けれどこのときの沈黙は、そういったものとは何かが違うように思えた。

「見送れよ、弟子」

　促うながされ、俺は理事長に頭を下げてからユーゴとともに部屋を出る。

　外に出ると、空は少し赤みがかっていた。

　途中まで付き合えと言うユーゴと肩を並べ、けれど会話無く俺たちは歩を進める。

　やがて時計塔前まで来たところで、ユーゴはここでいいと言った。

「……じゃあな、透とお流る」

　ユーゴは校門方面へ向かって歩き出し──

　数歩進んだところで足を止めた。

「《聖庁ホーリー》には気を付けろ。昊陵学園ここに居る限りは安全だろうけどな」

「どういうことだ？」

　振り返っての忠告に、俺は真意を問い掛ける。

「さっきは《魔女デアボリカ》の手前、企業秘密と言わせて貰もらったし今も言えねぇけど──これだけは言える。正直なとこ、音羽ちゃんあの子はかなりやべぇ存在だ。もし《聖庁あいつら》に知られたら、この世から昊こう陵りよう学がく園えんごと痕こん跡せきを消しに来てもおかしくねぇからな」

「なっ……!?」

　忠告の内容に驚き、言葉にならない声をあげる。

　にわかには信じられない。

　良好とは言えない関係とは聞くものの、敵対しているわけじゃないというのに。

　音おと羽はの──人造生命体ホムンクルスの存在は、そうまでさせるものということなんだろうか。

「だ、だけどユーゴ。あんただって《聖庁》の──」

「あいつらへの隠し事が今さら一つ増えても大差ねぇよ。だいたい、お前に魔術を教えたことだって本来ならアウトなんだぜ？」

　確かに魔術を教わる際、《聖庁》にバレないようにと忠告はされた。

　だが、音羽の件はあきらかに魔術の件よりも危ういのだと、言葉以上に雰ふん囲い気きで察する。

「ま、そういうことだ。注意しろよ、あの子のためにもな」

「わかった。……ありがとな、ユーゴ」

「おう、存分に感謝しろ。それと……」

　ユーゴはどこかもの悲しそうな表情を浮かべたかと思うと、再び俺に背を向けて言った。

「……大事にしてやれよ」

　遠ざかる背中を見送りながら、俺は音羽を護まもらなければと誓いを新たにする。

　今度こそ、絶対に。










　いつもよりも賑にぎやかな夕食を過ごし、あと一時間もしたら消灯といった頃──

「可愛かわいいーっ♡」

「この子はリントヴルムという名前です」

　風呂から上がると、音おと羽はとユリエの会話が脱衣所まで聞こえてきた。

（仲良くしてるっぽいな……）

　どうやら、すごいんこにつけた名前について話をしているようだ。

「リント……？　ちょっと難しい名前だけど、どんな意味なんですか？」

「ドラゴンです」

「……………………」

（反応に困ったか……）

「そ、そうなんですか。こ、こっちの元気そうな子はなんて名前なんですか？」

「ファーフナーという子です」

「何だかふかふかしてそうな感じの名前ですね♪」

「ドラゴンです」

「……………………」

　またしても反応に困る音羽だった──が、そこでめげるような妹じゃなかった。

「んっと──こ、この眉まゆ毛げがきりっとした子は？」

「ニーズヘッグです」

「……ドラゴンですか？」

「ヤー♪」

　といったやり取りに笑いを噛かみ殺しつつ部屋に戻ると、ベッドの上で二人が向かい合う姿が目に映る。

　揃そろって大きなぬいぐるみを抱く様は微笑ほほえましい。

「待たせたな。風呂に入っていいぞ、音羽」

「はーい」

　明るい声で答え、音羽はベッドから降りると脱衣所へ。

「ユリエ、相手をしててくれてありがとな」

「ナイ。トールの話が出来て楽しかったので」

「そ、そうか……」

　どんな話だったのか非常に気になる。

「……トール、まだ髪が濡ぬれてます」

「ああ。早く空けようと思って、こっちで拭ふこうかと──」

　別に髪は脱衣所で拭かずとも十分だからといった感じのことを伝えようとするも、言い終えるより早くユリエがほとんど音を立てずにベッドから飛び降りる。

「だいぶ暖かくなったとはいえ、夜は涼しいですので」

　日本人俺たちの感覚だとこの時期の夜は涼しいって言うより冷えるなんだけどな──と考えていると、銀色の少女は俺が肩に掛けたタオルを手に取った。

　そのまま、濡れた俺の頭を拭き始める。

「だ、大丈夫だって」

「ナイ。そのままでは風邪をひくのでダメです」

　そういう意味の大丈夫じゃないんだが、ユリエは構わず手を動かす。

　身長差もあって、ユリエが手を伸ばしても彼女の顔はかなり近い。

　ともすれば鼻の頭が触れそうな距離に、俺はかなり気まずい思いをしてしまう。

「これで大丈夫です」

　しばらくして、終了の言葉とともにユリエが離れた。

（はぁ……。相変わらず無防備と言うか何と言うか……。ともかく、音おと羽はが風呂に行っててくれて助かっ──）

　じ────────────────────────────────────っ。

　脱衣所から音羽が顔を出していた。

「お、音羽。風呂に入らないのか？」

「……うん、入るけど」

　ちょいちょいと手を動かし、俺にこっちへ来てという仕草をする音羽。

　僅わずかに間を置き、小さなため息をついてから音羽の下へ。

「どうかしたのか？」

「今のを見られて、そう言えるお兄ちゃんってすごいと思うよ」

「し、仕方ないだろ。ユリエはああいう子なんだから……!!」

　無論、小声でのやり取りである。

「んー……。お兄ちゃん、本当にユリエさんと付き合ってないの？」

「付き合ってない」

　あからさまに疑惑の視線を向けられ、俺は眉み間けんに指を当てた。

　ちなみに話題となった本人はと言うと──

「──？」

　どうかしましたか、といった感じで小首を傾かしげていた。

「別に隠さなくてもいいんだよ？」

「だから本当に付き合ってないんだって。いいから風呂に入ってこい」

「……はーい」

　納得していない様子ではあるも、渋々と引き下がって脱衣所のドアが閉じられる。

　するとユリエがとことこと歩いてきて──

　部屋の出入り口の扉に手を掛けた。

「それではおやすみなさい、トール」

「あ、ああ……。また明日な」

「ヤー。また明日です」

　最後に脱衣所の音羽にも声を掛け、ユリエは部屋を出て行った。

（まったく、ユリエのやつ……）

　閉じられた扉に向かってため息をつく。

　彼女は今夜、黄金の少女の部屋で過ごすことになったからだ。

　部屋割りの変更については許可が出なかったと、夕食時に伝えはした。

　本当は理事長に相談をしていないから、正しく言えば俺個人の意志でダメという話にさせてもらったことになるのだが。

　ユリエの心遣いは嬉うれしい。

　俺と音おと羽はの失われた時間を、少しでも多く取り戻せるようにしようという想おもいからのものだとわかるから。

　だけどその心遣いを受け入れたなら、ユリエはどうなるのか──

　それを思うと、彼女の提案に首を振る以外の選択はなかった。

　受け入れてしまえば、ユリエはきっと俺たちに気を遣って距離を空けてしまうだろう。

　家族のような存在である俺と一緒に居ると、心が安らぐ──

　ユリエ自身がそう言ったにもかかわらず。

　ユリエがそういう女の子だと、俺は知っている。

　だからこそ、受け入れるわけにはいかなかったのだ。

　もちろん、音羽との時間は可能な限り作っていくつもりだ。

　リーリスも日中と同じく俺の意志を汲くみ取ってくれたようで、特に何も言わなかった。

　ユリエは疑うことなく納得をしたのだが──ならばせめて初日の今夜だけでも一緒に居てあげてください、と改めて提案をしてきたのだ。

　それならと俺も受け入れ、今に至る。

　小一時間程が過ぎ、パジャマ姿となった音羽が頬ほおを紅潮させて戻ってきた。

「風邪ひかないうちに布団に入るんだぞ。まあすぐに消灯になるから、嫌でも入らないとだけどな」

「わかってるよ。……お兄ちゃんってば前より過保護になってる」

　僅わずかに唇を尖とがらせる音羽だが、事情が事情だけにそれは仕方ないと思う。

「ほら、寝るぞ」

　俺は音羽のぼやきを無視し、ベッドへ入るよう促うながし──

「……音羽。今日は一緒に寝るか？」

　ふと思いついたことをそのまま口にする。

「もう、お兄ちゃんってば本当に過保護になり過ぎ」

　今度はぷくりと頬を膨ふくらますも──

「……でも、たまにはいいかな」

　横に向けた顔は、頬が少し赤みを帯びていた。

「まあ、たまにはな」

　ぽんと軽く頭を撫なで、俺たちは一緒にベッドへ横になった。

　部屋が真っ暗になると、代わりに他の感覚が鋭えい敏びんになる。

　僅わずかに触れ合う肩から体温が伝わって来るのがよくわかり、石せつ鹸けんの香りが鼻び腔こうをくすぐってくる。

　その香りはユリエのものと同じで、不思議な気分になる。

「どうしたの？」

　思わず笑いが零こぼれてしまい、それを聞き逃さなかった音おと羽はから理由を訊きかれる。

　とはいえさすがに本当のことを伝えるのはまずいというか、疑惑を更に深めるのを避けるためにまったく別の話に持ち込むことにした。

「こうして一緒に寝るのは久しぶりだなって思ってな」

「あ、そうだね。んっと──四年生か五年生の頃が最後かな」

「五、六年前か。そりゃ久しぶりって思うはずだな」

　小学校の低学年の頃はほぼ毎日だったが、歳が上がるたびに回数も少しずつ減っていったんだよな、などと昔を思い出している中──音羽が疑問を口にした。

「……三、四年前の話じゃない？」

「いや、俺が小学生の頃だから──あ……」

　ここで俺は、そして音羽もまた、互いの時間感覚が違うことに気がついた。

「そっか……。二年以上経たってるんだもんね……」

　あの夏の日を境に、音羽だけが長らく取り残されてしまった。

　些さ細さいな会話の中で、改めてその事実を痛感してしまう。

「お兄ちゃん、すごく背が高くなったもんね」

「十五センチくらい伸びたからな」

「くすっ、そんなに伸びたんだ……」

　漏れた笑い声は、どこか寂さびしそうに聞こえた。

　そのまま音羽はしばらく口を閉ざし──

　言い辛そうに訊いてくる。

「お母さんには身長伸びたって言ったの？」

「……いや、言ってない」

「言わないとダメだよ。きっとびっくりするよ」

「……かもな」

　今、母さんは国内にいない。

　昊こう陵りよう学がく園えんが全寮制ということもあって、俺の進学を機に海外ボランティア活動のため日本を離れたのだ。

『透とお流る。前に進みなさい』

　最後に母さんは寂しそうに言った。

　俺が昊陵を選んだ時点で、何かしら察していたのかもしれない。

　家を飛び出し、王おう城ぎさんの下で数ヶ月過ごして戻ってきたときも、多くを訊こうとはしなかったことからもそう思う。

「お母さん、元気かな？」

「きっと元気だろうな」

　母さんが国外に居ることは音おと羽はも既すでに知っている。

　施設での検査入院中、何度か会いに行った際に伝えたからだ。

「……母さんに会いたいか？」

　訊きかずとも答えなんて分かりきっている。

　それでも訊く。

「私と会ったら、お母さんに迷惑が掛かっちゃうから……」

「バカ」

　だいぶ目が慣れたということもあり、こつんと額を叩たたく。

「だって私、一度死んじゃってて──今は人間じゃないんだよ……」

　ユーゴと別れた後、俺は人造生命体ホムンクルスの件について音羽に伝えるべきかどうか悩み、結局伝えることを選んだ。

　音羽が自身について、多くの不安を抱えていたことは肌で感じていたから。

　あまりにも分からないことが多すぎるのが、不安の理由だろう。

　より不安を助長させてしまうかもしれない。

　だけど、知ることで何かしら気持ちの整理がつくかもしれない。

　迷った末の決断だった。

　伝えたとき、音羽はショックを隠し切れない様子を見せ──

　けれどそれでも、笑顔を見せた。

『今はちょっと気持ちの整理がつかないけど、生きてればきっといいことがあるよね』

　そう言って笑った。

　不安はもちろんある。

　その内の一つが、人ではない自分が存在することで、周囲に迷惑を掛けてしまうのではということだろう。

「いろいろあるのは俺も分かってる。分かってるけど──全部終わったら、母さんに会いに行こうぜ」

「全部……」

「ああ、全部だ。母さんに会えるように、俺が何とかする」

　軽々しく口にするようなことじゃないとは思う。

　全部とは何かと、俺自身もわかっていないのだから。

　不安は数え切れないほどある。

　母さんに会うためにクリアしなくちゃならない問題以外にも、山ほど。

　だけどそれに押し潰されないために、一つでも多くの希望を持って欲しいと想おもったから。

「すぐになんて言えないけど──いつか、きっとな」

　柔らかな髪に触れ、頭を撫なでる。

　音おと羽ははしばらくじっとしていたが──

「……うん」

　やがて小さく、けれど確かに頷うなずいた。

「それじゃ、そろそろ寝ようぜ。明日からさっそく勉強を始めるんだろ。居い眠ねむり──いや、あくびの一つでもしてみろ。ものすごく恐ろしい目に遭あうぞ……！」

「え？　サラさんって怖いの？　確かにちょっと厳しそうな感じだけど……」

「怖いなんてもんじゃないぞ……」

　リーリスが関わった場合に限るが、雰ふん囲い気きを明るくするためにあえて戯おどける。

「というわけで寝るぞ」

「う、うんっ、寝ないとだねっ……！」

　先刻までよりも、明るい声での返事。

　もしかしたら俺の意図なんて丸わかりの上で、乗ってきてくれたのかもしれない。

　それでもいいと思い、もう一度頭を撫なでる。

　少しでも気持ちを明るくするだけで、きっと見えてくる明日は違うから。

「おやすみなさい、お兄ちゃん。……また明日ね」

「ああ。おやすみ、音羽。……また明日な」

　明日という日を約束し、暗闇の中で俺は微笑ほほえむ。

　きっと音羽も。

　こうして音羽は還かえってきた。

　それにより、必然的に俺は一つの悩みを抱えることとなり──

　俺はその事実から目を背ける。

　そしてこの夜──

　いや、この後も、音羽が命を落とすことになった一件について、俺は意識して触れないようにしたのだった。





　　　　◇






　昊こう陵りよう学がく園えん預かりの身となって二日目──

　音羽は今日から、リーリスとともに生活することになった。

　夕食後の透とお流るたちとの団らんを終えた今、音羽は緊張から身を固くしていた。

　理由は、黄金色の髪イエロートパーズを持つ少女を前にしているためである。

（ユリエさんもすごく綺き麗れいだったけど、リーリスさんも美人だなぁ……）

「改めてよろしくね、音羽。何か困ったことがあったらいつでも言って頂ちよう戴だい」

「──っ!!　は、はいっ、よろしくお願いしますっ……！」

　ぽかんと口を開けたまま見つめていたら手を差し出され、我に返って慌あわてた音羽は握手を交わすのではなく、思い切り頭を下げてしまう。

　あきらかに緊張したその様に、黄金の少女はくすりと笑む。

「そんなに緊張しなくていいわ。年上だからって遠慮することないのよ」

「は、はい。そうですね──あ、ううん。そうじゃなくて……」

　握手をしつつも、しどろもどろになる音おと羽は。

　少女の言葉を急せかすでもなく、促うながすでもなく、リーリスはただ待った。

「リーリスさんってすごく美人だから、何だか緊張しちゃって……」

「あら、嬉うれしいことを言ってくれるわね」

　想おもい人の妹が告げた言葉に、一人掛けソファに腰を下ろしつつリーリスは口元をほころばせ──

「……透とお流るも一度くらい言ってくれればいいのに」

　指先で髪を弄いじりつつ、ぽそりと本音を漏らす。

「え？　お兄ちゃんってば一度も言ってないんですか？」

「あ……。ふふっ、まあそういうこと。残念だけど今のところ一度も、ね」

　図はからずも口にしてしまった本音を聞かれ、リーリスは苦笑いを浮かべる。

「今のは透流には内緒でお願いね。こういうのは透流の意志で言って欲しいもの」

「そうですね……。はいっ、わかりましたっ」

　頷うなずいたところにソファへ座るように促され、音羽は腰を下ろしつつリーリスに対する印象を改める。

（お兄ちゃんのこと、本気だったんだ……）

　みやびの好意は昨日、今日のたった二日間でも非常にわかりやすいものであったのに対し、リーリスはどこか戯おどけた感じで、いまいち本気かどうかが見えなかったのだ。

（こんなに綺き麗れいな人が、どうしてお兄ちゃんのことを好きになったんだろ……？）

　透流は自慢の兄だ。

　贔ひい屓き目めかもしれないが、優しくてかっこいいと思っている。

　ちょっと単純で、時折迂う闊かつな発言をするのは玉たまに瑕きずだが、音羽は透流のことが大好きだ。

　けれど他者が同じように評するかどうかは別であり、その上外国人の美少女──しかも大企業のお嬢様からすると兄が特別な存在とは思えない。

　透流以上に容姿がよく、性格の欠点も無く、家柄も相応ふさわしい相手は幾いくらでも居そうなものだ、とも思える。

（うう、気になるよぉ……）

　好奇心から、音羽はうずうずとしてしまう。

　かつて──音羽がまだ人であった頃、友達と恋愛話で盛り上がったことくらい、一度や二度ならずあったのだから。

　しかも今回の場合、恋愛対象が大好きな兄ともあって興味の度合いはより大きい。

「……どうして透流のことが好きなのかが気になるって顔ね」

　室内にサラが淹いれたミルクティーの甘い香りが漂ただよう中、突然リーリスが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて言う。

「──っ!?　い、いえ、そんなっ、んっと、えーっと、気になんて──なります……」

　内心を見み透すかされ、音おと羽ははこれ以上ないくらいに慌あわて、最後には本音を口にした。

「ふふっ、その辺りについてはおいおい話してあげるわ。これから一緒に生活していくうちに幾いくらでも出来るもの」

「は、はい……。あ、でも──私、応援は出来ないんです……。んっと、お兄ちゃんが誰かとお付き合いするのが嫌とかじゃなくて、お兄ちゃんの気持ちを応援したいから……。だから、その──ご、ごめんなさいっ」

「ふふっ、別に謝らなくていいわよ。あたしは誰かの応援が無くても、自分の実力で透とお流るの心ハートを撃ち抜くって決めてあるもの♡」

　指で銃を形作るリーリスを、音羽はかっこいいと思った。

「さてと、それじゃ遅くならないうちにお風呂へ入っちゃいましょ」

「はいっ──って、一緒に入るんですか!?」

「あら、別にそういうつもりじゃなかったけど──あたしはそれでも構わないわよ？」

「い、いえっ、一人で入りますっ。……いろいろ自信無くしそうだし」

　音羽は首を左右に激しく振って断り、続いてお先にどうぞと譲る。

　リーリスはその申し出を受け入れて先に風呂に入り、入れ替わりで音羽がゆっくりと湯に浸つかったのだが──

「わ……」

　部屋に戻ってきた音羽は、本人にしか聞こえない程度の驚きの声を発した。

　少女が驚きを覚えたのは、またしても黄金の少女を目にしてだ。

　ただし今回は、リーリスの服装──バスローブ姿も込みの話なのだが。

（リーリスさんってお嬢様って話だけど、女王様──じゃなくって女優さんみたい……）

　一人用ソファに深く体を沈み込ませ、バスローブから伸びた長い足を組み、何やら書類を手に執事のサラと会話をする姿はまるで映画のワンシーンを観みているようで、同性でありながら音羽はどきどきとしてしまう。

「ドクターグラナリーからは何か？」

「ＴＹＰＥ－Ｂについてはやはり復元不可能とのことです。あまりにもブラックボックスの部分が多いと……」

「仕方ないわね。愚者ではあったけれど、確かにあの人は天才に違いなかったもの」

　小さくため息をついたところで、黄金の少女は佇たたずむ音羽の姿に気付いて声を掛けた。

「あがったのね。……サラ、湯冷めしないようにミルクティーの用意を」

「あ……。ありがとうございますっ♪」

　音羽の一番好きな飲み物はアップルティーだ。

　昨日、今日と透流の部屋で口にした味は懐かしく、思い出の味だった。

　とはいえ今日の日中に勉強を教わった際、そして先ほどと、サラが淹いれてくれたミルクティーも驚くほど美お味いしかったので、リーリスの厚意に大きく頷うなずいた。

　それからしばらく、音おと羽ははミルクティーを飲みつつ黄金の少女との談笑にふける。

　内容は同居初日と言うこともあり、共通の話題である透とお流るのことよりも、互いの自己紹介の方が多めだった。

　けれどその時間も、さほど長くは続かない。

　湯上がりにミルクティーという組み合わせのおかげで緊張も適度にほぐれ、眠気があくびという形で少女を襲ったからだ。

「くすっ、そろそろお休みの時間ね」

「ごめんなさい、お話し中なのに……」

「気にしなくていいわよ。さっきも言ったけど、話をする時間はこれからもあるもの」

　だから今日はもう休もうと促うながされ、音羽も素す直なおに頷いて礼を言う。

「あれ？　私、どこで寝ればいいんですか？」

　リーリスの部屋には、透流たちの部屋と違って二段ベッドは無い。

　サラは別室のため部屋にあるベッドは一つで、当然黄金の少女が使用しているものだ。

「一緒に寝ればいいと思っていたけど嫌かしら？　ユリエが泊まりに来たときはそうしてるから、サイズは心配しなくても大丈夫だと思うけど……」

　ユリエと音羽の身長はほとんど変わらない。

　あとは音羽の気持ち次第ということになる。

（うう……。それはちょっと緊張するかも……）

　だが、音羽はここでノーと言えるような性格ではなく、結局は頷くこととなった。

「……サラ」

「はい、お嬢様」

「え？」

　音羽の目の前で、リーリスは当たり前のようにサラにバスローブを脱がせる。

　無論、その内には何も着込んでいるはずもなく、生まれたままの姿だ。

「それじゃ寝ましょ」

「え？　え？　え？　……あ、あのっ、パジャマは？」

「あたし、何か着てると眠れないのよね。まあ女同士だし、恥ずかしがることでもないわ」

（恥ずかしいですよぉ────っ!!）

　ぱちりとウインクをするリーリスに、少女は内心で絶叫した。

　……しかし、やはりノーとは言えない音羽であった。

　二人がベッドに入ると、サラが消灯して退室する。

　ほどなくして、暗くなった室内に寝息が一人分聞こえ始めた。

　もう一人はと言うと──

（うう、緊張するよぅ……）

　外国人の美少女が隣で、しかも裸で眠るという、少女にとってあまりにも衝撃的な状況にすっかり目が冴さえてしまっていた。

（寝ないと、寝ないと、寝ないと──）

　ぎゅっと目を瞑つむり、音おと羽はは必死で眠りに就こうとする。

　余談ではあるが、ユリエはリーリスが裸で寝ることについては特に気にしていない。

　ともあれ、しばしの刻ときを置いて少しずつ眠気が音羽に戻ってきたときのことだった。

「んん……。透とお流る……好、き……♡」

　黄金の少女が寝言を呟つぶやきながら寝返りを打ち──

「っっっ!?」

　音羽を抱き締めた。

　当然、再び音羽の意識は覚醒してしまう。

（っきゃぁあああ────っ!?　お兄ちゃん、助けてぇっ!!）

　この晩、音羽は黄金の少女に抱き締められたまま、明け方近くまで寝付けなかった。

　おかげで翌日の勉強中は大あくびを連発し、教育係のサラに睨にらまれることになったのはまた別の話である。













　■第二章『好きなのかなぁって』









「おにーいちゃんっ♪」

　パシャッ──

　振り返ると、音おと羽はが手にしたタブレットで俺を撮る。

（本当に気に入ったんだなぁ……）

　勉強時に使うものとして、リーリスが用意してくれたらしい。

　ノートに書き込むという感覚が身に染みついている俺としては違和感があるのだが、慣れると気にならないと音羽は言っていた。

　音楽が聴けたり写真や動画を撮れるといった機能──インターネットは使用不可──のおかげで、音羽の大のお気に入りアイテムと化している。

「行ってらっしゃい、お兄ちゃんっ。皆さんも行ってらっしゃーい♪」

「ああ、また後でな」「ヤー。行ってきます」「サラ、あまり厳しくし過ぎたらダメよ」

　音羽とサラに見送られ、俺たちは校舎へと向かう。

　音羽が昊こう陵りよう学がく園えんに身を寄せてから、二度目の週末が訪れた。

　日常となりつつある朝の光景に、俺は幸せを噛かみ締める。

　行ってらっしゃいと、また後で──

　もう二度と交わせなかったはずの会話が出来るという幸せを。




　登校してしばらくもすると朝のＨＲが始まり、今は月つき見みが今後のスケジュールについて話している最中だ。

「ってなわけでー、ふつーなら一年生のうちに体験するはずが、誰かさんのおかげでぶち壊しになっちゃった《咬こう竜りゆう戦せん》が一ヶ月後にあるから覚えておいてねー♪」

「……あたしを見ながら言うのやめてもらえない？」

「たーだーしっ！　《Ⅳレベル４》以上になってる人はバランス崩くずしちゃうから、出場は無しってことでよっろしくー☆」

　相変わらずテンション高めの白モードで話す月見の声を、俺はぼんやりと考え事をしながら聞いていた。

　頭に浮かぶのは《咬竜戦》のことじゃなく、ましてやこの後の授業のことでもない。

　今日の放課後と夜のことだ。

　これまでは土曜日の午後はユリエとの勝負を行っていたが、先週から状況が変わった。

『音羽との時間を少しでも多く作ってください』

　というユリエの強い要望で、週末の勝負を行わないことになったのだ。

　俺が敗北したなら丸一日目覚めることはなく、当然音羽と過ごせる時間が大おお幅はばに減る。

　それを思うと本気で剣を振るうなど出来ないという言もあり、ユリエの要望を承しよう諾だくした。

　それに伴ともない、彼女は週末になるとリーリスの部屋へ泊まりに行くようになった。

　入れ替わる形で、音おと羽はがこちらの部屋に泊まりに来る。

　部屋割りを変更したわけではないし、時折とはいえユリエは以前からリーリスやみやびたちのところに泊まりに行っていたため、問題のある行動というわけじゃない。

　ただ、複雑ではあった。

　音羽と過ごせる時間が増えるのは嬉うれしいが、そのためにユリエとの時間が失われるということがだ。

　誰かと過ごしていればユリエが寂さびしいという想おもいを抱えることはないのだろうが──

　当たり前だった日常が少しばかり変わってしまったのは、やはり複雑だ。

　銀色の少女と過ごす時間が、俺にとって大切な時間だったのだと改めて気付いたからこそ、より強く思う。

「それと《咬こう竜りゆう戦せん》の特別賞与ボーナスについてなんだけどねーってその前に。……《焔牙ブレイズ》」

「トール!!」

「──っ!?」

　銀色の少女の強い呼び掛けに我に返り──

　目の前に迫った《蛇腹剣スネイク》の切っ先を後方へ上体を逸そらし、白刃取りで受け止めた。

「ちっ……!!」

　いきなり攻撃を仕掛けてきたうさぎ耳の担任が舌打ちをする。

「ちっ、じゃないだろ!!　いきなり何するんだよ!?」

「えー、だって九ここの重えくんってばセンセーの話を聞いてなかったでしょ？　だからチョーク投げをしただけだもーん☆」

「随分とシャレにならないチョークだな!?」

「さーて特別賞与ボーナスの話ねー♪」

　俺のツッコミなどどこ吹く風と、月つき見みは《蛇腹剣》を消し去り再び《咬竜戦》の話を始める。

　さすがに二度もチョークと言う名の白刃が襲い掛かって来るのは勘かん弁べん願いたく、その後は真面目に連絡事項を聞いてＨＲを過ごすのだった。




《昇華の儀》の権利──

　朝のＨＲで月見が語った特別賞与ボーナスは、《咬竜戦》に参加が認められなかった俺、ユリエ、リーリス、トラの四人を除いたクラスの面々を大きく湧かせることとなった。

　クラス内の選抜戦で八名に絞しぼり、新一年との模擬戦でチームが勝利することはもちろん、そこで倒されてはならないという条件はなかなかに厳しい。

　とはいえ選抜チームに入るだけでも金銭的な賞与もあるとのことで、皆が皆、訓練に熱が入る。

　その熱が最も顕けん著ちよに表れたのは、今週最後の授業で行われた《焔牙》を使った訓練だ。

「行くよ、透とお流るくん……！　てやぁああああっっ!!」

　強く地を蹴り、《騎兵槍ランス》で刺突進チヤージを仕掛けて来たみやびに対し、俺は正面から《楯たて》で受け止める。

　グガァンッッ!!　強い衝撃に、僅わずかだが押される。

（さすがに重いな……！）

《Ⅱレベル２》とはいえ、超重量武器の一撃は《Ⅲレベル３》クラスに匹敵する──が、そこまでだ。

　僅かに《楯》の角度を斜めにして刺突進をいなし、押し合いを避ける。

　みやびはてっきり押し合いになると思っていたのだろう。

　前方に大きくバランスを崩くずした彼女の肩をトンと押すと、そのまま地面に倒れる──はずだった。

「ま、だぁ……!!」

　大きく足を開いて踏ん張り、その体勢のまま《騎兵槍》を水平に引いて構え、振り抜く。

「っと……!!」

　垂直に跳び、みやびの攻撃を避ける。

　その瞬間、これまで機を窺うかがっていた人物が動いた。

「迂う闊かつだぞ、九ここの重え!!」

　凜りんとした声と同時に、《鉄鎖チエイン》が俺目掛けて放たれる。

《鉄鎖》の使い手──橘たちばなの狙ねらいは俺を倒すことじゃなく、束そく縛ばくすることだった。

　狙い違たがわず足に鎖が絡みついた瞬間、俺が地上に降り立つ前に橘が鎖を引く。

《位階レベル》の差はあれど、こちらが空中に居る以上は踏ん張ることが出来ない。

（くっ、ユリエの《天翔颯ヴインドイエールズ》だったら何とかなっただろうに……!!）

　その銀色の少女はというと、今は別のクラスメイトたちと手合わせを行っている最中だ。

　俺、ユリエ、リーリス、トラの四人はそれぞれが他のクラスメイトの練習相手となり、防御のみを許可された状態で闘たたかっているのだ。

　俺の相手はみやびと橘、そして──

「もらったぜ、九重!!」「九重────っ!!」

　左右から飛び掛かって来たのは泉いずみと城き上がみの二人だ。

《鉄鎖》で体を持って行かれつつもバランスを立て直してなんとか着地をした刹せつ那な、《斧アツクス》の重厚な一撃と《広刃剣ブロードソード》の鋭するどい斬撃が同時に襲い来る。

　ガギィッ!!　ガンッ!!　金属のぶつかり合う音と、鈍にぶい音がほぼ同時に響く。

　城上の斬撃を《楯》で弾はじき返し、泉の《斧》は刃の腹を拳こぶしで叩たたき軌道を逸そらしたのだ。

「くそぉっ!!　九重ぇっっ!!」

「うわっ、待った！　城上!!」

　刃が弾き返されてよろめくも、すぐに突きを繰り出そうとする城上へストップを掛ける。

　しかし俺の声など届いてないのか、城上は刃を止めることなく突き出す。

「だから待てって……!!」

　切っ先が制服を掠かすめた刹せつ那なの後、刃を突き出した腕を取ると足を払って投げ飛ばす。

　けれど城き上がみが地面に叩たたきつけられる瞬間、服を引っ張ってダメージを無しにした。

「城上、今のは俺の負けだから一旦待ってくれ」

「なんだと……？」

　城上に、見ろよと足元を指す。

　そこには俺が行動を許可された範はん囲いを示す円が描かれていた。

　ただし俺は、その円から僅わずかに外に出ている。

　橘たちばなによって円から外に出された時点で負けが決まっていたのだが、熱くなった城上は気付いていなかったというわけだ。

「ちっ……！　俺の手でお前をぶった斬ぎってやろうと思ったのによ……!!」

　鼻息荒く言うと、背を向けて城上が離れて行く。

　──が、その手が小さくガッツポーズを取っている姿を俺は見逃さなかった。

　そこへ、ぽんと肩を叩いてきた泉いずみが話し掛けてくる。

「ははっ、あんなこと言ってるクセに嬉うれしそうだよな、城上のやつ。……で、どうだったよ、あいつ？」

「すごく強くなったな。《Ⅲレベル３》に上がって動きもさらによくなったしさ」

「《Ⅴレベル５》のお前が言うと嫌いや味みっぽく聞こえるぞ、九ここの重え」

「あ、悪い……」

　謝罪すると、ばんばんと俺の背中を叩いて泉が笑う。

「はははっ。気にすんなって、ただのひがみだよ！」

「そこは冗談って言うところじゃないのかよ!?」

「まあ、半分はな。でもまあ、今の一言を聞いたら喜ぶぜ。いつかお前を倒すんだーっていつも言ってるからな、城上は」

　同じように強くなろうとするクラスメイトでも、気が合わない相手が当然出てくる。

　俺にとってはそれが城上だ。

　どうも俺が特別扱いされていることが気に入らないらしい。

「──仲良くとまでは言わないけど、もう少し気楽な付き合いが出来ればなぁ……」

「ま、言うほど嫌われてねーよ。城上のやつ、お前がすげーヤなやつだとよかったのにってよく言ってるし」

　くくっと笑う泉を、城上が早く来いと不機嫌そうな声で呼ぶ。

「はいはい、今行きますよっと。……ま、メンドクサイやつだけど、あんま悪く思わないでくれよな」

　そう言い残し、泉は小走りで駆けて行った。

（なんか意外だな……）

　普段敵意ばかり向けられているから、俺をそんな風に評しているとは思いもしなかった。

　狐きつねにつままれたような気分で振り返ると──

　みやびが刺突進チヤージの構えから何度か細かく突きを出し、橘たちばなと何やら話し込む姿が目に映る。

「こんな感じでもっと手数を多くしようって思うんだけど……」

「ふむ、いいと思うぞ。元より《騎兵槍ランス》は重量があるから、手数を重視したとしても決して軽い攻撃にはならない。息をつかせぬよう攻め続けて──」

「守りを崩くずせたら刺突進、だね」

　強く踏み込み、《騎兵槍》を突き出すみやび。

「よっ、休憩中なのに熱が入ってるな」

「ふふっ、休んでる時間が勿もつ体たいなくて」

　話し掛けると、みやびはやる気が漲みなぎっている笑顔を向けてきた。

　選抜戦に参加するクラスメイトは、俺やユリエたちと順番に模擬戦を行っている。

　今は次の模擬戦を行うまでの僅わずかな休憩中というわけだ。

「あ、透とお流るくん。ちょっと面倒なお願いをしてもいいかな？」

　聞けば、さっき橘と話していた攻め方を練習したいとのことだった。

「後で練習するのもいいんだけど、練習用の槍やりだと勝手が違っちゃうから……」

　トレーニングルームに常備してある練習用の武器は、どれも木製だ。

　鉛なまり入りのものもあるため、さほど重量に差が無いのであれば練習するには十分だ。

　けれどみやびの場合は、鉛が入っていようと重量に差があり過ぎるらしい。

「ご、ごめんね。ちょっと危ないけど、透流くんなら受けきれるかなって思って……」

「それくらいお安い御用だって。それに危ないって言ったって、別にあれが込められてるわけじゃないだろ」

《焔牙ブレイズ》で人体を傷付けるためには、害意、敵意、殺意といった負の感情をもって振るう必要がある──が、みやびがそういった意志を込めるはずがないと、俺は笑って承しよう諾だくした。

「大丈夫だよ。透流くん相手に込めるんだったら、好きって気持ちだもん♪」

「……みやび。横からですまないが、それはそれで怖い気がするのだが……」

「俺もそう思う。なんか病やんでるみたいで……」

「えぇえええっっ!?」

　慌あわてるみやびに俺と橘が笑い、ひと息ついたところで残り少ない休憩の間、攻め手の練習を始めた。

「行くよっ!!」

　矢や継つぎ早ばやに繰り出される切っ先を防御し、ときには受け流す。

　刺突進とは違い、一撃必倒を狙ねらった攻めではないためみやびの上体は前のめりにならず、それ故ゆえにバランスを崩さない。

（いい感じだな。だけどそれ以上にいいのは──）

　目に浮かぶ光だ。

　向けられた真剣な眼まな差ざしから気合いが、強くなりたいという明確な意志が伝わってくる。

　ベアトリクス率いる《獣ゾア》の一団との闘たたかいを経て、死線すら彷徨さまよったと言うのに、あの日の決意は微み塵じんも揺らいでいない。

（これならきっと、次は《位階昇華レベルアツプ》が出来るよな、みやび）

　思いつつ、俺はわざと《楯たて》を弾はじかれて隙を作る。

　そうしなければ、守りを崩くずした瞬間に大技を繰り出すという練習にならないからだ。

「──っ!!　今っ……!!」

　刹せつ那な、みやびは腰を僅わずかに落として刺突進チヤージ独特の前傾姿勢を取り──地を蹴った。

「てやぁあああああっっ!!」

　強い圧力を伴ともなった重く、鋭するどく、速い一撃が放たれる。

　さすがにまともに喰くらうわけにはいかないので、俺は本気で動き《楯》で受け止めた。

（いい一撃だ！　これなら──）

　だが、思考はその先まで辿たどり着くことなく、強制的に途切れる。

　唐突に視界がぼやけ、焦点が合わなくなったために。

「──っ!?」

　膝ひざから力が抜け、刺突進を受け止めきれずにそのまま俺は吹き飛んだ。

「透とお流るくん、大丈夫!?」「怪け我がはないか、九ここの重え？」

　慌あわてた様子──無理もないが──で二人が駆け寄ってくる。

「大丈夫、怪我も多分してないと思う」

　上体を起こし、尻もちをついたまま俺は二人を見上げて苦笑いを向けた。

「腹減ってるせいかな。力が抜けて……」

「それならよかった、かな……？　はぁ、びっくりした……」

「ふふっ、人騒がせな腹の虫だな」

　みやびは安あん堵どのため息をつき、橘たちばなは俺と同じく苦笑する。

「ま、それはともかく今のはいい感じだったな。隙も見逃さなかったしさ」

「ふふっ、ありがとう」

　嬉うれしそうにみやびが手を差し出してくる。

　俺はその手を掴つかんで立ち上がったのだが──

（ん……？）

　ふと視線を感じ、そちらへ顔を向けるとリーリスが顔を曇くもらせて俺を見ていた。

　怪我はないから大丈夫だと手で軽く合図をしたところで、ちょうど休憩が終了となった。










　訓練が終わり、羽を伸ばせる時間が訪れる。

「お帰りなさい、お兄ちゃんっ」

　腹を空すかせて寮に帰ってきた俺たちを、寮の前まで出迎えてくれた音おと羽はが笑顔で疲れを吹き飛ばしてくれる。

「ただいま、音おと羽は。勉強は進んでるか？」

「うんっ」

　明るい返事に、随分と楽しそうだなと伝えると──

「サラさんの教え方ってすごくわかりやすいから、やってて本当に楽しいよ」

（たのし、い……？）

　我が妹の口から、理解不能な日本語が飛び出してきた。

「今度、一緒にサラさんに教わる？」

　世にも恐ろしい提案に、俺は即座に首を横に振った。

　そして立ち話をしていても腹は膨ふくれないからと、食堂へ向かうことにする。

　昼食を摂とる面々は、俺、ユリエ、音羽、リーリス、みやび、橘たちばな、トラにタツといつもの顔ぶれだ。

　食堂に到着すると、各々ビュッフェで好きな料理を皿に盛りつけてテーブルに着く。

「前から気になってたんだけど──お兄ちゃんってサラさんのこと苦手なの？」

　昼食中、音羽から──リーリスに気き遣づかってか気持ち小声で──質問が飛んでくる。

「……ちょっとな」

　リーリスに対する忠誠心はすごいと思うが、それ故ゆえに俺に厳しく当たることが多いので当然の感想だと思う。

　ちなみにサラは、リーリスにいつ呼ばれてもいいようにと少し離れた壁際で待機中だ。

「前にお兄ちゃんが怖いって言ってたけど、そんなことないと思うけどなぁ。厳しいところは真面目さの裏返しだと思うし、優しい人だと思うよ。……あ、でも勉強中にあくびしたときは怖かったけど」

　音羽は日中、サラから勉強を教わっているだけあって、彼女とともに過ごす時間が長い。

　だからこそ俺の知らない顔を知っているのだろうが、それでも優しいという単語だけは信じ難い。

「私も音羽に同意です。サラのミルクティーは美お味いしいですし、お菓子も最高です」

「ですよね♪　午後のおやつのために頑張るぞーって気になっちゃいますもん」

（……それは餌え付づけをされているんじゃないだろうか）

　俺を挟んで話すユリエと音羽にそんな感想を抱いていると、テーブルの向こうから橘が話し掛けてくる。

「サラの話題で盛り上がっているところに悪いが──少しいいか、九ここの重え。音羽の手前、ここのところあえて言うのは避けてきたが──最近、また少し肉の量が多くなっているぞ。野菜をもっと摂とるべきだと、いつも言っているだろう」

「う……」

　返事に詰まる俺の皿の上は、餃子ギヨーザやら牛肉コロッケやらでいっぱいだ。

「あ、大丈夫ですよ。お兄ちゃんの餃子は野菜餃子に変えて貰もらってますし、コロッケも豆腐コロッケにしてもらってますから」

「なにぃっ!?」

　衝撃的な事実に、皿に盛った料理に目を向ける。

「そ、そんなはずは……。俺は確かに肉餃子ギヨーザと牛肉コロッケを取ってきたぞ……？」

「……すみません、トールが余よ所そ見みをしているときに私が交換しました」

「ユリエ!?」

　交換した餃子とコロッケは俺が食った、とタツが腹をぽんと叩たたいてアピールした。

　小食のユリエは交換役、大たい食しよく漢かんのタツが摂食役と完璧な布陣だ。

「ご協力ありがとうございます、ユリエさん、タツさん」

　首謀者は愛いとしい妹だった。

「よくやった、音おと羽は」

「えへへー♪　ありがと、トラちゃん」

「よくやった、じゃない!!」

「言ってくれればいつでも僕も知恵を貸すぞ」

「ふむ。となれば私も貸さぬわけにはいかんな」

「貸すな──っ!!」

　頭脳派タイプの二人が俺を見てにやりと笑う。

　俺の明日（の肉）はどうなるんだ。

　だが、ショックはそこで終わってはくれなかった。

「あ、そうだ。昨日お兄ちゃんがいっぱい食べてたから揚げも豆腐から揚げだよ♪」

「なぁっ!?」

　もちろん俺が食った、とタツが再び腹を叩いてアピールする。

　殺意が湧いた。

「そこは味で気付くところじゃないの、透とお流る……？」

「いや、なんかさっぱりしてるけど味付けが変わったのかなーと……」

　リーリスに問われ、肉だと信じ切ってたから違和感はあっても疑うまではいかなかったと説明し、そして思ったことがある。

「くっ、今後は食の安全性に気を遣ってメシを食わなくちゃならないのか……」

「……バランスが取れてるから普段より安全だよ、お兄ちゃん」

「わかってるけど肉食系男子としてはがっつり食べたいんだ……」

　拳こぶしを震わせ、魂の願いを語る俺。

　直後にリーリスが「だったらまずあたしを食べて欲しいんだけど？」などと言い出し、「わ、わたしだって食べて欲しいかなって……」と最後の方は小声になりつつみやびが参戦したものの、二人は最後に顔を見合わせてため息をついた。

「どういうリアクションだよ……」

「くはっ。煩悩を捨て去ったフリをしてるむっつり僧職系への不満ってことだろ」

　俺の肩に肘ひじを置き、月つき見みが碌ろくでもない発言を飛ばす。

「──って、なんであんたがここに居るんだよ!?」










　夜を迎え、風呂から上がって戻って来ると部屋には誰の姿もなかった。

　風呂に入る前はユリエと音おと羽はが話をしていた。

　週末ということでユリエはリーリスの部屋へ向かったのだろうが、音羽はどこに行ったんだろうか。

（もう少ししたら消灯時間だってのに……）

　もしかしたら何か忘れ物でもして、ユリエと一緒に部屋へ戻ったのかもしれない。

　そう予想をするも、手持ち無ぶ沙さ汰たということもあって部屋を出て来てしまった。

（迎えに行ったら、また過保護だって言われるんだろうなぁ……）

　とは思いつつも、そのまま歩を進めてラウンジに差し掛かったところで耳慣れた声が聞こえてくる。

「へぇーっ、近くでそんなにいっぱいブルーベリーが採れるんですか」

「ヤー。とても沢山です」

　肩を並べてソファに座り、ユリエと音羽が何やら話をしている。

　聞けば、ユリエのお母さんがよく作ってくれたシグトゥーナ家──というよりギムレーの定番お菓子についてのようだ。

「パイ皿に生地をタルト型に敷き、その中へ採ってきたブルーベリーを入れ、最後にヨーグルトと砂糖、卵を混ぜ合わせた具材フイリングを入れて焼けば──」

「ギムレー風ブルーベリーパイの完成ですねっ」

「ちなみにあちらではムスティッカピーラッカと呼びます」

（ムス……なんだ？）

　どこぞの王家の末まつ裔えいが発案したお菓子なのだろうか。

「美お味いしそうですね……」

「ヤー、とても。機会があれば音羽も是非」

「はいっ♪」

　和わ気き藹あい々あいとした様子に、声を掛けずにしばらく待っていることにする。

　音羽には、俺を介さずとも周囲の面々と仲良くなってもらいたい。

　だからこそこういった機会は、邪魔をせずにしておきたいと思ったのだ。

　とはいえ、よくないと思っていながら立ち聞きしてしまうのは、我ながら複雑なところであるが。

　お菓子の話も含め、音羽はギムレーについていろいろと質問しているようで、ユリエから答えが返ってくる度に様々な反応を見せている。

　と言うか、俺も知らなかった話がいろいろと聞こえてきた。

（何にせよ、話が弾んでるようでいい感じだな）

「ところで──」

　これまでよりも僅わずかにトーンを落とす音おと羽は。

　と言っても消灯が近い時間帯だけあって、二人の会話が届きそうな範はん囲いには誰も居ないのだが。※俺除く

「ユリエさんは、お兄ちゃんのことを本当のところはどう思ってるんですか？」

「──っ!?」

　驚きで吹き出しそうになる俺だが、既すんでのところで手で口を押さえる。

「本当の、とは？」

「んーっと……。す、好きなのかなぁって……」

　話題を振った本人の方が恥ずかしそうに言う。

　ユリエが何かを告げようと口を開く。

　けれども──

「なンだ。どうも遅いト思っテたらこンなところに居タのか──って、ユリエと一緒だったノかー」

　さすがに立ち聞きしていい話じゃないと、今この場に現われた体を装よそおって声を掛ける。

「わわっ、おおっ、お兄ちゃんっ……!!」

　話していた内容が内容だけに音羽は慌あわて、俺の口調がちょっと不自然になってしまった点は気付かれずに済んだ。

　音羽はすぐに表情を作り替え、「もしかして迎えに来たの？」と訊きいてくる。

「も、もうっ。お兄ちゃんってば本当に過保護なんだから」

　頷うなずくと予想どおりの言葉が飛んでくるも、どこか空そら々ぞらしく聞こえるのはさっきの話を聞いていたためか。

「そう言うなって。それより、二人で何を話してたんだ？」

「え？　あ、んんーっと──世間話？」

「へぇ、ギムレーの話でも訊いてたのか？」

　俺に疑問系で訊かれても困るのだが、ここは話に乗っておくことに。

「う、うんっ。そうですよね、ユリエさんっ」

「ヤー」

　幸い、ピンポイントで話題を当てたことは疑われずに済んだようではあったのだが──

「そして今は、トールのことが好きなのかと訊かれていたところです」

「「ぶ──っ!?」」

　ユリエからのまさかの話題ぶっちゃけに、俺と音羽は同時に吹き出した。

「ユユ、ユリエさん……!?」

「音羽。話が途中となってしまいましたが、私はトールのことが好きです」

「「っっっ!?」」

　あまりにもあっさりとした告白に、俺たち兄妹きようだいは大きく息を呑のむことに。

「え、えーっと──かかっ、家族のようでって意味、だよな……!?」

「ヤー♪」

「……お兄ちゃん、ご愁しゆう傷しよう様さま」

　どうしてご愁傷様なんだ──とは思うも今は安あん堵どしたような、もしくは落胆したような力が抜ける感覚に、立っているのが精一杯だった。

「はは、は……。だよな……」

「──？」

　ユリエが小首を傾かしげたそのとき、寮内放送があり、橘たちばなの名前が呼ばれる。

　実家から電話が入っているとのことだった。

　消灯まで小一時間といったこの時間帯は、通常は家族であろうと電話の取り次ぎはしないことになっている。

　つまりは、いい連絡ではない可能性が高い。

　しばし後、橘が一階の寮監室へ向かう姿が見え──

　やがて電話を終えて戻ってきた。

　それも、表情を曇くもらせて。

「橘。……その、訊きいていいものかどうか分からないけど──何かあったのか？」

　橘の様子から声を掛けるかどうか迷い、結局呼び止めることを選ぶ。

「ああ、すまない。別に家族に不幸があったというわけではないのだが──」

　一番あり得ると思われた事態を、まず最初に否定すると──

「家宝の刀剣が壊れた、という話だった。代々伝わってきたものだから、一応連絡をとな」

　沈んだ雰ふん囲い気きのまま笑みを浮かべ、橘は電話の内容を教えてくれた。

「そうか。えっと、こういうときは残念だなって言えばいいのか……？」

「なに、永遠不変なものなどない──そういうものだ」

　とは言うものの、橘の様子はどこかおかしく、何か隠しているような気がした。

　けれど本人が語らないのであれば、こちらからこれ以上無理に踏み込むべきことではないだろうと、部屋に戻る橘を見送った。

「絶対とは言い切れないのですが──」

　去って行く橘を見つめながら、銀色の少女が呟つぶやく。

「巴ともえに家族からの電話が来たのは初めてではありませんか？」

「──そういえば……」

　実家からの電話という形で、橘の名が寮内放送で呼ばれた記憶は無い。

　もちろん普段は自ら掛けているという可能性もある。

　だが、年頃の娘であり橘家の後あと継つぎであるというのに、掛かってきたのが家宝が壊れたという今回の件のみ──それもこんな時間にというのは妙に気に掛かる。

　何より橘の沈んだ表情が、しばらくの間脳のう裏りから離れなかった。





　　　　◇






　昊こう陵りよう学がく園えん学生寮三階──

　九ここの重え音おと羽はとリーリス＝ブリストルの居室には、隣室へと繋つながる扉が存在している。

　学園に無許可で繋げられた扉の先にはブリストル家に仕える執事、サラ＝ギルフォードの部屋がある。

　二部屋分の広さ──こちらも無許可で隣室と繋げて改築した──を持ち、華やかな飾り付けがされた主あるじの部屋とは違い、彼女の部屋は透とお流るたち他の生徒が使用しているものと同様の内装だ。

　音羽は平日、この部屋に訪れてサラから勉強を教わっている。

「これでどうですか？」

　表示された問題にタッチペンで書き込んだ答えを、音羽はサラへと見せて返事を待つ。

「ええ、正解です。……では、少し休憩にしましょう」

「はいっ♪」

　今、室内には甘く芳かぐわしい香りが満ちていた。

　勉強の合間の息抜きとして、サラがミルクティーと菓子を用意してくれたのだ。

　最初は一人きりのティータイムではあったが、日が経たつにつれて執事の少女に慣れてきた音羽が彼女を誘って以来、この時間は二人で会話するようになった。

「サラさん。私の勉強を見るのって面倒だったりしませんか？」

「仕事が増えたか、と言う質問であればイエスです」

「うう……。ごめんなさい……」

　訊ききづらく答えづらい質問を、勇気を出して口にした結果、にべもなく言われてしまう。

「けれど、面倒かとと言う意味でならばノーです」

「えっ？」

　微笑ほほえみを浮かべて答えるサラに、音羽は目を丸くする。

「私は人に何かを教えるというのは初めてですからね。少々プレッシャーはありますが、楽しく思っていますよ。貴女あなたが勤きん勉べんであるからこそですが」

　それは本心からの言葉だ。

　無論、最初からそうだったわけではない。

　リーリスから申し付けられたとはいえ、透流の妹の教育係という役目はあまり気の進むものではなかったからだ。

　だが、音羽の明るく素す直なおな性格に日々接している内に、その気持ちが変わって来た。

　学業だけではなくテーブルマナーや礼儀作法など、何事を教わるにも楽しそうな姿にいつしか感化され、サラもまた音羽と過ごす時間が今では楽しみとなっていた。

「音羽さんは飲み込みも早く、たとえ躓つまずいたとしてもその原因を見つめ直して正しい答えを導き出せる素晴らしい生徒ですしね」

「わわっ、そんな風に言われたらプレッシャーが……」

「では貴女あなたには何も期待しない方がいいですか？」

「ううん、頑張ってプレッシャーをはね除のけちゃいますっ」

　胸の前で両手をぎゅっと握る音おと羽はに、サラは透とお流るには決して向けたことはなく、今後も向けるつもりがない柔らかな笑みを向ける。

「ふふっ、それではこの後にテストを行い、結果という形で今の言葉を証明して貰もらいましょうか」

「──っ!?　ぬ、抜き打ちなんて聞いてないですよぉ……!!」

「事前通達が無いからこそ抜き打ちと言うのです」

「うう……。せめてもう一杯ミルクティー飲んでからでお願いします……」

　テーブルに突っ伏し、音羽は嘆たん願がんする。

　要望通り、執事の少女は二杯目のミルクティーを用意した。

「ありがとうございます。これで乗り切っちゃおう、私。おーっ♪」

　目の前でころころと表情を変えるこの少女が、人間ではないとサラは知っている。

　知った上で接しているが、どこをどう見ても、こうして会話をしていても、教え子は普通の女の子としかサラには思えなかった。

「では、私は今の内にテストの用意をしておきますね」

　席を立ち、サラは音羽のタブレットへデータを送ろうとし──

　カシャンッ……！　突然響いた派手な音にハッと振り返る。

「ご、ごめんなさい……。すぐ、片付けますね……」

　見れば、音羽が手にしたティーカップを床に落としていた。

　眉をひそめているところから、怒られると思っているのだろうとサラは受け取る。

「よくあることですから、気にしなくていいですよ。すぐに片付けるので触らないで待っていてください」

　優しく言うと、執事の少女は部屋の隅に置いてある掃除用具入れに向かう。

　そのため、サラは気付かなかった。

　このとき音羽が胸を押さえていたことに。

　掃除用具を手に振り返った際、心配を掛けないようにと音羽が平静を装よそおったという理由も重なったことで。

（なんだったんだろ、今の……？）

　砕くだけ散ったカップと汚れた床をサラが掃除している中、音羽はぼんやりと考える。

　先刻、ティーカップを落としたのは、突とつ如じよ胸の内に痛みが走ったためだった。

　しかし既すでに痛みは遠いものとなり、動どう悸きも既に治まっている。

　故ゆえに気に留とめたのは僅わずかな時間のみで──

　だからこそ、自身の体に起き始めた変調に気付くには至らなかった。






　■第三章『すっごく♪』









　四月最後の土曜となる今日は、俺の発案で授業を終えると学園外へ出掛けることにした。

　言うまでもなく音おと羽はのためだ。

　寮には本やゲーム等様々な物が置いてあるし、学園の敷地内ならば自由に歩き回れる。

　それでも気晴らしをするには限度があるわけで、たまには学園から離れた場所で思い切り羽を伸ばさせてやりたいと思ったのだ。

　いつもの面々にも声を掛け、ユリエ、音羽、リーリス、みやび、橘たちばな、トラ、タツ、そしてお約束どおり声を掛けてない月つき見みという顔ぶれが、サラの運転で牧場テーマパークに向かっている。

「そろそろ到着します」

　高速道路を降りてからしばらく走り、道端に立ててある看板に『テーマパークまで残り二キロ』と書いてあるところで、サラが声を掛けてきた。

　それからさほどの時間も掛からず、目的地であるダディ牧場へと到着する。

「お疲れさん、サラ。ありがとな」

「お嬢様から申し付けられてのことですので、感謝の言葉など結構です」

「あ、ああ……」

「ありがとう、サラ。快適な運転だったわよ」

「そんな、勿もつ体たいないお言葉です、お嬢様」

「サラさん。運転しっぱなしで疲れてませんか？」

「ブリストル家の執事として、この程度で疲れることなどありませんよ、音羽さん」

　主あるじには恐縮しつつも嬉うれしそうに答え、教え子には優しく返したりと、俺のときとはえらい違いだ。

「……何か？」

　ギロリと睨にらまれ、俺は首を激しく左右に振った。

「トール、トール。そろそろ行きましょう」

　うずうずとした様子で俺の袖を引くユリエは、今日の目的地であるダディ牧場行きの発案者だ。

　寮のラウンジに置かれた観光雑誌の記事を読んで以来、ずっと来てみたかったらしい。

　子供のように目を輝かせる様子はとても微笑ほほえましく、闘たたかいの際に見せる勇ましい姿とはまるで別人だ。

「それでは、私はこちらでお待ちしています」

「何を言ってるのよ？」「来ないんですか？」

「は？」

　主と生徒、二人の発言にサラが目を丸くする。

「め、滅めつ相そうもありません。私は──」

「さー、行くわよー♪」「サラさんも一緒に楽しみましょう♪」

「ちょ、ちょっとお嬢様！　音おと羽はさんも！　二人とも手を離し──あぁああああ……!!」

　抵抗するも力で敵かなうはずがなく、二人に手を引かれて執事姿の少女は連れていかれる。

　そんな姿を見つめながら、俺とトラは口元に笑みを浮かべた。

「ふん、案外と仲良くやっているようだな」

「みたいだな。少し安心したよ」

　というやり取りをしていると、ユリエが俺の手を取る。

「トール。私たちも急ぎましょう」

「いや、慌あわてなくても……っと!?　ユ、ユリエ、だから引っ張らなくても……!!」

　手を繋つないだユリエに引っ張られ気味に歩き出したところで、空いた手に誰かが触れる。

　みやびだ。

「み、みやび……」

「い、急ごう、透とお流るくんっ」

　普段より少し上擦った声で言うと、みやびまで俺を引っ張るようにして早足で歩き出す。

　女の子二人に手を繋がれて歩く姿は正直ちょっと恥ずかしい。

　週末ともあって来園者も多く、視線が刺ささる。

　その上、背後からは身内（？）からの攻撃もあるわけで。

「くははははっ、色男はつれーなぁ!!　おい委員長。おめーも一緒に引っ張ってやれよ」

「お断りします。だいたい、引くにしても九ここの重えの両手は塞ふさがっています」

「手がダメなら足を引けってこった」

「足を引いたら歩けないではありませんか……」

「そのための足があるだろ、第三の足ってやつが」

「何ですか、それは……？」

「ち（検閲削除）♡」

「っっっ!?」

　酔っぱらったＯＬ辺りが口に出しそうな単語に、橘たちばなの顔が瞬時に耳まで真っ赤に染まる。

　その橘と、俺との視線が合い──

　彼女の視線が僅わずかに俺の腰の辺りに動き──

「わ、私の不ふ埒らち者────っ!!」

　直後、絶叫が青空に響き渡ったのだった。




　五分ほど後、入場した俺たちは入口近くにある──ユリエにとって一番の楽しみでもある動物ふれあい広場に来ていた。

　モルモットやうさぎ、ミニブタ、イシガメ等々様々な動物と触れ合えるこの広場で、ユリエの視線が釘くぎ付づけとなっているのは世界最小のアヒル──つぶらな瞳ひとみのコールダックだ。

　だが──

　じり……じり……と警戒させないようにゆっくりと近づくユリエに対し、コールダックは何かを感じ取ったかのように一定以上の距離を空けて動き回る。

　人に対して警戒心が強いのかなと最初は思ったが、他の来園者の手や膝ひざの上に乗っているところを見るとそうでもないようだ。

　──と言うか、ユリエにだけ警戒心を持っているように見えるのは気のせいだろうか。

　じりじりじり……。

　すったかたったったー。

　そんな行動を繰り返し、触れるどころか手の届く範はん囲い内にすらユリエは入れて貰もらえない。

「どうしてでしょう。私はこんなにもあの子たちを抱き締めてあげたいのに……」

（多分その気持ちが強過ぎて逃げられてるんだろうなぁ……）

　しゅんとする姿を見つつ、直前までの圧倒的執着心オーラを放っていたユリエを思い返しながら苦笑する。

「本気を出せば、向こうが反応するよりも早く捕まえられるんじゃないか？」

「ナイ。ここはふれあい広場ですので、互いに触れ合おうとする意志が大切なのです」

　言いたいことはわかるが、ユリエの意志が強過ぎるのが問題なんだが。

　とはいえこのまま触れ合えない状況が続くのは可哀かわい想そうなので、どうにかしてやろうと考えていると──そこへ、音おと羽はがユリエに声を掛ける。

「あの、ユリエさん」

「何ですか、音──」

　振り返ったユリエは言葉途中に息を呑のみ、深紅の瞳ルビーアイを大きく見開く。

　音羽が抱き抱えたコールダックの姿を見て。

「この子、よかったら抱っこしませんか？」

「あ……」

　どう答えればいいのかと逡しゆん巡じゆんする銀色の少女の背中を、ぽんと押してやる。

「……その子さえよければ」

「大丈夫ですよ。この子、すごく大人しくて抱っこして欲しいって顔してますから♪」

　笑顔で答える音羽だが、おそらくコールダックはユリエのオーラに当てられて緊張から動けないだけだろうと傍はた目めに思う──が、思うだけにしておく。

　そうした中で音羽からユリエにコールダックが受け渡される。

「ありがとうございます、音羽」

「どういたしましてっ♪」

　逃げることも暴れることもなく腕の中に収まったコールダックに、ユリエはとても嬉うれしそうだ──無論、本人なりにということで、傍からはかなり淡たん々たんとしているように見えてしまうのだが。

　付き合いの浅い音羽もそれは同様なので、そっとフォローの耳打ちをすることに。

「……音おと羽は。ユリエのやつ、ものすごい喜んでるからな」

「そ、そうなの？」

「ああ。よく見ると口元がちょっとだけ緩ゆるんでるし、興味の対象コールダツクから目を離さない。あとほっぺが少し紅潮してて、喋しやべるときは口調がいつもより速い」

「何となくわかるようなわからないような……。あ、でもじーっと見てるのはわかるかな。ほっぺたも……。他はちょっと難しいかも……」

　むむむ、とユリエを見つめる音羽だが、ふとこちらへ顔を向けて告げる。

「お兄ちゃんって、ユリエさんのことよくわかってるんだね」

「まあ、伊だ達てに一年以上《絆双刃デユオ》を組んでるわけじゃないしな」

「……そういう意味じゃないんだけどな」

　じゃあどういう意味なのかと訊たずねようとするも、音羽は今日も持ってきているタブレットを手にユリエへ声を掛けてしまい、話はそこで終わってしまった。

「ユリエさん。写真撮りませんか？　せっかくだから、記念に一枚撮っておきましょうよ」

「いいのですか？」

「もちろんです。はい、撮りますよー」

　とシャッターを切る音羽。

「うん、よく撮れてる♪　そう思わない、お兄ちゃん？」

　ディスプレイには、コールダックを抱えたユリエがばっちりと写っている。












「待った待った。せっかくだから音おと羽はも一緒に入れよ。俺が撮ってやるからさ」

　音羽がもう一枚撮りましょうとユリエに言い出したところで、ストップを掛ける俺。

「ナイ。それでしたらトールと音羽が一緒に写るべきです」「ううん、お兄ちゃんとユリエさんで──」「いやいやいや」「ナイナイナイ」「いえいえいえ」

　遠慮のし合いが騒ぎになり始め、周囲で動物と触れ合っていた他の面々も参戦してくる。

「あら、透とお流るとツーショットなら、あたしと一緒がスジってものじゃない？」「わ、わたしも透流くんと一緒に撮りたいなって……」「二人とも、ここは音羽を優先すべきだと私は思うのだが……」「もうめんどくせーから全員で《異能イレギユラー》を引っ張り合って、千切れた部分とツーショットで万事解決にしよーぜ。くははははっ！」

　それだと俺が万死解決だ。

　ともあれ騒ぎが大きくなっていき、俺たちは完全に注目の的となってしまう。

　トラとサラは揃そろって呆あきれたようにため息をつき、タツはリクガメを持ち上げたままスクワットをしているので、誰一人として止めに入る者は居ない。

「ああ、もうっ。全員で撮ろうって！　せっかくみんなで来たんだから！」

　結局、俺の一言でまずは集合写真を、その後に個人やツーショット等を順番に撮っていこうという話になった。

　順番で揉もめるだろうなとトラが不吉な呟つぶやきを漏らしたが、幸いにもリーリス以外の面々は先でも後でも一緒に撮るのならとあっさり譲る。

　譲られたリーリスは「あたしも一番最初にこだわる気は無いんだけど」と言いつつも嬉うれしそうで、取り決めは平和にまとまったのだった。

「それじゃあ、よろしくお願いします」

　近くに居た他の来場者──初老の夫婦にお願いし、集合写真を撮って貰もらう。

　俺の隣にユリエと音羽で一枚、リーリスとみやびでもう一枚と立ち位置を変えて撮って貰い、礼を言って別れを告げた。

　タブレットに映る俺たちはとても楽しそうで、どこから見ても仲のいいグループといったこの一枚は、きっと音羽の思い出に残る一枚となるだろうと俺は思ったのだった。




　写真を撮り終えた後、俺たちは別の場所に移動する。

　まず始めに牧ぼく羊よう犬けん誘導による羊の大行進イベントを見て、続いて乗馬の体験をした。

　特にリーリスが華麗に乗りこなし、その様をサラがほとんど連写ではないかというレベルでシャッターを切っていた姿にはこっそり笑わせてもらった。

　次に牛の乳しぼり体験をしてみようかと話していると──

「穂高こいつの乳しぼりは任せたぜ、《異能》」

　などと月つき見みがみやびの肩を叩たたきながら言ったおかげで非常に気まずい空気が発生。

　結果、乳しぼりはやめることとなった。

　そんな流れから、ＧＷに先駆けて昨日より始まったさくらんぼ狩りをしようという話になり、入場料を支払い温室へと入る。

「わ、あ……。すごいね、お兄ちゃん。いっぱいだよ」

　まだ時期は早めとのことだったが、温室内のそこかしこで赤くなったさくらんぼが顔の高さで実っていた。

「取れるか、音おと羽は？　肩車して欲しかったら言えよ？」

「もう、これくらい取れるってば。ちょっと──ううん、結構身長が伸びたからって、子供扱いしないでよねっ。そう思わない、トラちゃん？」

「身長の話を僕に振らないでくれ」

　トラちゃんと呼ばれるのは既すでに諦あきらめたトラが、音羽から視線を逸そらす。

「あ……。だ、大丈夫だよ、トラちゃんも伸びてるから、ねっ……！」

　音羽が慌あわててフォローするも、こいつは去年からまったく伸びてないぞとタツが大笑いをしながらトラの頭をバンバンと叩たたく。

　直後、トラの華麗な跳び蹴りが炸さく裂れつし、「お兄ちゃんの好きな香港映画みたいだね……」と音羽は苦笑しながら呟つぶやいた。

　昊こう陵りように来た頃は、トラとタツが本気の喧けん嘩かをしているのではと慌てた音羽だが、さすがに最近では友人としてのやり取りだと認識したようだ。

　多少過激なせいで完全には慣れていないみたいだが。

　尚なお、冬合宿時にトラの身長は昨年一センチ伸びたとフォローをしたら怒られたため、今回は黙っておく俺であった。

「とーおーる♪」

「どうしたんだ、取らないのか？」

　二人の騒ぎを見ているところにやってきたリーリスの手て籠かご──入口で渡された──は空で、彼女がまだ一つも取っていないのだと一目で分かる。

「さくらんぼに手が届かないから、透とお流るに抱えて貰もらおうと思ったのよ♪」

「さーて音羽、向こうに行ってさくらんぼを取ろうかー」

「ちょっと透流!?　未来の旦那様として行動が違うんじゃないの!?」

　黄金の少女のツッコミをスルーしようとしたところで、どこからか執事姿の少女が駆けてきたかと思えば、橘たちばなもかくやの土下座──否いな、四よつん這ばいとなる。

「お嬢様！　手が届かないのであれば、この不肖サラ＝ギルフォードを踏み台に!!」

「サ、サラ!?　いいわよ！　やめなさいっ、ほら、立ち上がりなさいってば!!」

「……お兄ちゃん、放っておいていいの？」

「まあ、あれはあれで仲がいいわけだし……」

　外国人の少女二人の騒ぎに何事かと来園者の多くが視線を向ける中、俺は音羽を連れてこそこそとその場を離れるのだった。

　その先で月つき見みを見かける。

　普段ならうさぎ耳とメイド服という組み合わせで悪目立ちする格好も、牧場のテーマパークという場所柄のためか、カメラを向けられたり子供に囲まれたりとまるで人気者だ。

「トイレどこー？」「うさぎさん一緒に写真撮ろー♪」「パパー、ママー！」

「トイレは外に出てすぐ隣にあっから漏らす前に行ってこい！　はーい、うさぎさんと一緒に撮ろうねー♡　そっちのガキはパパとママがどんな服着てたか教えやがれ！　肩車してやっから泣くなっつーの！　つーかアタシはスタッフじゃねぇえええ──っ!!」

（吉き備び津つといい、無邪気な相手に弱いんだな……）

　白モードと黒モードを入れ替えつつ、何だかんだ文句を言いながらもしっかり応対する月つき見みの様子を窺うかがっていると、こちらの存在に気付かれた。

「いよう、童貞野郎チエリーボーイ。さくらんぼ狩りにかこつけて、僕も狩ってくださいとか言って回ってんのか？」

「言うか!!　それ以前に子供が居るのに変なことを言い出すな!!」

　月見に肩車をしてもらっている迷子を指しつつツッコむ。

「お兄ちゃん、ちぇり──」「音おと羽はは知らなくていいの!!」

「くははっ、ツッコミ担当の面めん目もく躍やく如じよだな！　ツッコんだことないくせに！」

　もう無視しよう。

「行くぞ、音羽」

「まあ待てって。お約束を見せてやっから機嫌直せよ」

「お約束ってなんですか？」

　嫌な予感しかしないので早々に立ち去りたく思うも、音羽が足を止めてしまう。

　俺の心情など露つゆ知らずに期待の眼まな差ざしを向ける音羽の前で、月見はさくらんぼをぱくりと口に放り込み──

「ん……もごもご……もご……んむ……。おっしゃ、見やがれ！」

　しばらくして舌を出すと、その上には固結びとなったさくらんぼの茎くきが乗っていた。

「ワー、スゴイナー……」

「わっ、すごい！　お兄ちゃん、これが出来る人って初めて見たよ」

　予想どおりだと呆あきれる俺とは正反対に、音羽は素す直なおに驚く。

「おう、もっと褒ほめていーんだぜ、妹。後でおめーの兄ちゃんも出来るように、たっぷりねっとり仕込んでやっからな」

「あ、コツがあるなら私にも教えてくだ──」

「さーて他の場所に行こうな、音羽ー」

「ひゃあっ!?　お、お兄ちゃん、引っ張らないでよぉ!?」

　オチが見えた瞬間、俺は音羽の手を引き別の場所に移動することを即断した。

　ちらりと背後を振り返ると追い掛けてくる様子はなく、どうやら迷子の親を捜しに別方向へ向かう姿が映る。

（まったく……。音羽には月見にあまり近づくなって言い含めておかないとだな……）

　下ネタ発言多めという月見の存在は、音羽の情操教育に大変よろしくない。

　根は案外悪いやつじゃないのはわかるんだが──などとため息をつきつつ進んだ先で、今度はみやびと橘たちばなの二人を見かける。

　みやびは設置された脚きや立たつの上に座り、橘はその傍そばに立って、さくらんぼへ手を伸ばしていた。

「みやびさん、巴ともえさん。どうですかー？　いっぱい取れてます？」

「あ、音おと羽はちゃん♪　それに透とお流るくんも……！」「やあ、キミたちも穴場狙ねらいか？」

　入口付近はそこそこの人数だったが、橘の言うとおりこの周囲の人影はまばらだ。

　落ち着いて会話しながらという過ごし方を望むなら、少し歩いてこの辺りまで来るのがベストなのだろう。

　もっとも、俺たちは月つき見みから逃れてきただけだが。

「ははは……」

「──？」

　笑って誤ご魔ま化かす俺に、橘は不思議そうな顔をした。

「ところでみやびと二人だけみたいだけど、ユリエは──」

　といった俺たちのやり取りと並行し、音羽はみやびと話をしている。

「音羽ちゃん。よかったら脚立の上ここで取る？」

「いいんですか？」

「うん。わたしは結構取ったから、そろそろ降りようかなって思ってたし」

「ありがとうございま──わわっ、そこで立ち上がっちゃダメですよっ」

「ふふっ。心配しなくても大丈夫だよ。これでも《超えし者イクシード》なんだから、結構──」

「そ、そうじゃなくてスカート！　見えちゃいますってば!!」

「え？　きゃあぁあああっ!?」

　ユリエは一緒じゃなかったんだな──と橘に訊たずねようとした瞬間、みやびの悲鳴が響く。

「みやび!?」

「ととと、透流くんはこっち見ちゃダメぇっ!!」

　悲鳴に顔を向けると、脚立の上で立ち上がったまま、わたわたとスカートを押さえるみやびの姿が視界に映る。

　次いでバランスが崩くずれ、脚立が斜めになって倒れ始め──

「危ないっ!!」

　刹せつ那な、俺は叫ぶと同時に稲いな妻づまの如ごとく動く。

　倒れた脚立を跨またぐように立ち、宙に放り出されて落ちてきたみやびを抱き止める。

「みやび、もう大丈夫だぜ」

　ぎゅっと目を瞑つむったままのみやびに声を掛ける。

「え……？　あ……えっと……？」

　目を開けたみやびは、状況を把握出来ていないようで困こん惑わくした様子を見せ──

　直後、すべてを悟ったらしく、はっと目を見開く。

「ああっ、ありがとっ、と、と、透とお流る、くんっ、その……も、もう大丈夫だから！　だから、あの……」

「立てるよな？」

　みやびの下ろして欲しいという意に了解するとともに確認を取ると、ぶんぶんと大きく首を縦に振る。

　そっと下ろすと、みやびは数歩歩き──俺に背を向けたまま、その場で屈かがみ込む。

「みやび？」

「だ、大丈夫、大丈夫だから……！　ちょっとびっくりしちゃったかなって……！」

　本人がそう言うのなら、まあ大丈夫だろう。

「と、透流くんにお姫様抱っこされちゃった……あんなにぎゅって……顔近かったなぁ」

　赤らんだ頬ほおに手を当てて何事かを呟つぶやくみやびだが、彼女の俺に対する気持ちから何となく察する。

「何にせよ、みやびが無事で一安心だ。本来ならば、《絆双刃デユオ》の私が動かなければならないところだったというのに──感謝する、九ここの重え」

「こんなところで《絆双刃》かどうかは気にする必要ないだろ」

「ふふっ、そう簡単に割り切れる性格であれば、私もこのようにはなっていないさ」

　苦笑しつつ、自身を語る橘たちばな。

　本人なりに自分自身の性格について思うところがあるのだろう。

「ところで、ユリエがどうかしたのか？」

「温こ室こに入ってからすぐにどこかへ行っちまったからさ。リーリスとは別行動だったし、てっきり橘たちと一緒なのかと……」

　けれども、銀色の少女の姿はこの場に無い。

　つまりはこの温室内のどこかで、一人で過ごしているということに他ならないわけだ。

「ふむ。遠目だったから声は掛けなかったが、先ほどあちらに向かう姿を見たぞ」

　とユリエが歩いていったという方向を指す橘。

「……音おと羽は、ちょっと橘たちと一緒に居てくれるか？」

「うん。お兄ちゃんは？」

「ユリエを探して来る。さくらんぼ狩りこういうのはみんなでわいわい騒ぎながらの方が楽しいだろ」

「うん、そうだね」

　話を横で聞いていた橘も頷うなずき、俺は音羽を任せてユリエを探しに行くことにした。

　とはいえ温室内はさほど広いわけでもなく、銀色の髪シルバーブロンドが目印となってすぐに見つかる。

　さくらんぼを取るでもなく、ぼんやりと手て籠かごに視線を落として佇たたずむユリエに近づき──

「……気を遣われすぎると、こっちも少し寂さびしくなるんだぞ」

　ぽんと頭に手を置いて話し掛ける。

「トール……」

　ユリエは僅わずかに驚いた様子を見せ、深紅の瞳ルビーアイに俺を映す。

「寂さびしいとは……？」

「いま言ったばかりだろ、気を遣われすぎるのはって。……俺と音おと羽はのことを思ってくれるのは嬉うれしいけど、それも限度があるってことだ」

　音羽が昊こう陵りよう学がく園えんに入学して以来、銀色の少女と過ごす時間が減った。

　ユリエと音羽が週末に過ごす部屋を換えるから、ということだけではなく。

　音羽が部屋へ遊びに来たときはそっと席を外したり、俺と音羽が話をしているとき姿を遠目に見かけても声を掛ける前に居なくなったり──

　俺たちの失われた時間を少しでも多く取り戻させようとする思いが、彼女の行動から伝わってくる。

　寂しがり屋だというのに、その気持ちを押し殺して。

「なあ、ユリエ。これまでどおりでいいんだ。音羽との時間は確かに大切だけど──」

　さくらんぼをもぎ取りながら、俺は話を続ける。

「俺にとっては、ユリエと過ごす日常だって大切なんだからな」

　当たり前だった日常が失われる。

　それは俺やユリエの身に降り掛かった悲劇のような形だけじゃない。

　些さ細さいなことから失われることだってあるのだ。

　僅わずかなズレが、気付かぬうちに手遅れとなってしまうことさえある。

　俺はもう失いたくない。

　昊陵学園で得た当たり前の、そして大切な日常を。

　いつかは変わってしまうものなのだろうが──今はまだ、それを望まない。

「何もかもって思うのは、欲張りなんだろうけどな」

「ヤー」

　即答されてしまい、やっぱりそうかと苦笑するしかない。

　だが、ユリエの答えはそれだけじゃなかった。

「ですが──その欲張りはとても嬉しく思います」

「ははっ、そうか。じゃあ、今後は気を遣わないでくれ──って、《絆双刃デユオ》を組んだときにも似たようなこと言っただろ」

　こつんと指の背でユリエの頭を軽く叩たたく。

「ヤー。そうでした」

　仄ほのかに──ただし当人にとってはかなりの笑みを浮かべ、ユリエが頷うなずく。

「ありがとうございます、トール。お言葉に甘えさせて頂き、これまでどおりにしますね。ですが──」

　少しだけ困ったように笑みながら、ユリエは続けた。

「せめて土曜日くらいは、音羽と過ごしてください」

「いや、だからそれは──」

「ナイ。家族の時間は作るべきです。……代わりに一緒に寝る日を増やして頂ければ寂しくありませんので」

「家族の時間、か……。わかった、それじゃあそこは俺が甘えさせてもらうか」

　ユリエの言葉に頷うなずき、ふと思う。

（……ん？　一緒に寝る日が……増え、る……？）

　後半の言葉を改めて噛かみ締め、慌あわててユリエの様子を見るとかなり上機嫌になっていた。

　その様に今さら添い寝増加そつちは無しとは言い辛く、俺はこっそりとため息をつくのだった。

「ところで、さくらんぼは全然取ってないんだな」

「そういえばそうでした」

　ユリエの手て籠かごには、まだ一粒たりともさくらんぼが入っていない。

「ほら、ユリエ」

　俺はぷちっともぎ取ったさくらんぼを、ユリエの口元に差し出す。

　普段なら気恥ずかしくて自らしようとは思わない行為も、温室内ではそこかしこで見られる光景のため、まあいいかという気分になるものだ。

「……美お味いしいです」

　ぱくりと食べると、ユリエは少し目を大きくしながら感想を述べた。

「だろ。こんなに美う味まいんだから、たくさん取って食べないと勿もつ体たいないぞ」

「ヤー。ですが、少ししか取れなかったらトールの分を分けて頂くことにします」

「ははっ。まあ、たくさん取るつもりだから分けたって構わないけどさ」

「ヤー♪」

　春を迎えてから、大きすぎる環境の変化によってユリエに寂さびしい思いをさせることが多くなってしまった。

　けれどもう大丈夫──そう確信させる笑顔は、とても魅力的なものだった。

　だが、この雰ふん囲い気きも長続きはしない。

　と言うより即座に破られた。

「とーおーる♪　少ししか取れなかったから、貴方あなたのさくらんぼを食べさせてくれないかしら♪　はい、あーん♡」

　ひょこっと木の陰からリーリスが現れるなり、俺のさくらんぼをねだる。

「だから自分で取れるだろ……」

「あら、ユリエはオッケーで、あたしはダメってのはずるくない？」

「ぶ────っ!?」

　見られてた。

　そこかしこで同じ行為がされていようとも、身内に見られたとなれば話は別だ。

「い、い、いつ、から……」

　動揺から顔を熱くし、震える声で訊たずねる中で気付く。

　リーリスの背後で音おと羽はがごめんねと両手を合わせていて、その後ろではみやびと橘たちばなが申し訳なさそうな笑顔を浮かべ、ニヤついている月つき見み、主あるじの様子を見て俺を睨にらむサラ、勝手にしてくれとばかりにため息をつくトラ、歯を光らせてサムズアップするタツの姿に。

　ようは全員に見られていたというわけだ。

　おそらく俺たちを捜しに来てこちらの雰ふん囲い気きに気づき、遠目に見守っていた──覗のぞき見とも言うが──といったところのようだ。

「さあ、透とお流る♪　あーん♡」

　観念し、俺はため息をつきつつさくらんぼを差し出す。

　けれどそれをぱくりと口にしたのは、リーリスではなく銀色の少女だった。

「ちょっとユリエ!?　今のはあきらかにあたしに対してのものでしょ!!」

「ナイ。トールのさくらんぼは私が頂くことになっています」

「……ユリエ。話がややこしくなるから、リーリスにもわけてやってくれ」

「わかりました。ではその次に私も食べさせて貰もらうことにします」

　二人が自分で取って自分で食べてくれるのが、一番平和的な解決法じゃないだろうか。

「わかればいいのよ。だいたい、透流がさくらんぼを捧ささげたいって心から思っているのはあたしなんだから♪　はい、あーん♡」

「勝手にしてくれ……」

「次は私です。トール、あーんです」

　というわけで、俺はひな鳥にエサをやる親鳥の気分で二人へ交互にさくらんぼを食べさせることになるのだった。

「……みやび。騒ぎを助長するつもりはないが、キミは参加しなくていいのか？」

「う、うん。透流くんが取ったのを二人にあげちゃうなら、わたしのさくらんぼを透流くんにあげようかなって」

「ふむ、なるほどな。キミなりの恋の駆け引きということか」

「くははっ、ここはさくらんぼの性的な意味（女処版女）をレクチャーしてやんぜ♪」

　遠間で月つき見みがみやびと橘たちばなへ何かを喋しやべっていたかと思うと──

「ぴゃ────っ!?」「みみ、みやび、キミは何と破は廉れん恥ちなことを考えて────っ!?」

　急に大騒ぎをし始め、どうかしたのかと視線を向けた際に手が滑すべってさくらんぼがリーリスの胸の谷間に落ちる。

「透流のえっち♡　こんな回りくどいことしなくたって、言ってくれればいつでも──」

「月見みたいなことを言わないでくれ────っ!!」










　騒がしい一日は、やがて夜を迎えた。

　今はダディ牧場併設のバーベキュー広場でジンギスカンを腹一杯に食べ終えて、食休みがてらユリエと音おと羽はに挟まれる形でのんびり星空を見上げている。

　春は朧おぼろとは言うものの、よく晴れた今夜は星の瞬またたきが綺き麗れいなものだ。

「さすがに高い場所だけあって、学園よりも星がよく見えるなぁ」

「明るいものが何も無いですからね」

　ユリエが頷うなずいたところで、音おと羽はが星空を見上げながら言う。

「あーあ、これが明後日だったらもっとよかったのになぁ」

「何かあるのか？」

「……ふん、会話の流れから春の流星群の日ということくらいわかるだろうに」

　音羽の向こう側からトラの一言が飛んできた。

「トラちゃんせいかーい♪」

「音羽。どのような流星群なのですか？」

　ユリエの問い掛けに、音羽が答える。

　二人のやり取りをぼんやりと聞きながら、俺はしばらく前のことを思い返していた。

（流星群、か……）

　最後に見たのは去年の十二月──

　音羽と再会する直前のことだ。

　あのときは、こうして音羽と再び肩を並べて星を見上げる日が来るなんて、思いもしなかった。

　と同時に、数年前の音羽の問い掛けを思い出す。

『ねえ、お兄ちゃん。一つだけ願い事が叶かなうなら、どんなことをお願いする？』

　去年の冬に思い出したとき、俺は願った。

　音羽に会いたい、と──

　もう一度声を聞きたい、と……。

　願いは叶った。

　思いも寄らぬ形で。

　今も夢を見ているのではないかと、たまに不安になる。

　だから、音羽に触れる。

「お兄ちゃん……？」

　突然頭に手を乗せた俺に、困こん惑わくする音羽。

　大丈夫、触れることが出来る。

「どうしたの？」

　笑みを浮かべ、俺は訊きく。

「今日は楽しかったか？」

「うん、すっごく♪」

　その一言はもちろんだが、満面の笑顔こそが最高の答えだった。

「……トール」

　隣に座るユリエが俺の名をぽそりと呟つぶやき、空いた手に彼女の小さな手が重ねられる。

『よかったですね』

　声には出さずとも、そう言ってくれたのだと伝わってくる。

　本当によかった。

　今、俺はすごく幸せだ。




　三十分ほどの食休みを終え、そろそろ学園へ戻ろうという話になった。

　芝生の上で目を瞑つむりたいという誘惑を蹴って立ち上がり、各々車へと歩き始めると──

「頑張ろうね、巴ともえちゃんっ」

　みやびが明るい声を発し、駆けて行く。

　その姿を見送る橘たちばなはどこか沈んだ雰ふん囲い気きで、俺は気になって何を話していたのかと声を掛けてみた。

「来月の《咬こう竜りゆう戦せん》のことを、な。頑張るから絶対に勝利しようと話していたのだよ」

　橘が俺に向けた表情は、いつもの見慣れたものだった。

「……橘は勝てないと思ってるのか？」

「何を根拠にそのようなことを。勝てぬと思って勝負に望む時点で、勝てるはずがなかろう。当然、勝ちに行くつもりに決まっている」

「それならいいけど──だとしたら、どうして暗い顔をしてみやびを見てたんだ？」

「見て、いたのか……」

　一瞬、橘ははっと目を見開き、みやびの走って行った方向に顔を向けると寂さびしそうに目を細める。

「少し、羨うらやましくてね……。金かな沢ざわの一件で、みやびは大きく変わっただろう。技術はまだまだだが、精神的にとても強くなった──私などよりも遥はるかに、な」

「橘……」

《Ⅳレベル４》の壁に幾いく度ども弾はじき返され、橘は今ももがき続けている。

　それがどういった理由からなのかはわからない。

　気に掛かるが、俺がそこまで踏み込んでいいのだろうか──

　悩んでいるうちに、橘は頭を振って申し訳なさそうに笑みを見せる。

「……すまない。今のは忘れてくれ」

　そう言われてしまっては分かったと返す以外に無く、そこへユリエが呼びに来たところで会話は終わりを告げた。

　ほどなくして全員が車に乗り込み、学園へ向けて出発する──というところで、サラのケータイに連絡が入った。

「……お嬢様、三み國くに様からです」

　意外な人物の名前に、ケータイを手渡されたリーリスに視線が集中する。

「あたしよ……ええ、透とお流るたちも一緒だけど？　あたしたちに……？　──っ!!　……そう、わかったわ。すぐに戻るからと朔さく夜やにはそう伝えて貰もらえるかしら」

　通話を終えると、リーリスは深々とため息をつく。

「あたしたちご指名のお客が来てるそうよ」

「俺たちを……？　いったい誰なんだ？」

　黄金の少女は俺たち全員を一いち瞥べつし、客の名を告げた。

「──《６６６ザ・ビースト》からの使者メツセンジヤー」










　小一時間ほどが過ぎ──

　夜ということもあって、俺たちは行きよりも随分と早く学園に戻ってきた。

《６６６》に関わらせるのはどうかと思ったが、音おと羽はは目の届くところに居た方がいいと判断したことで、みやびとサラは金かな沢ざわの一件ですでに関わっているからと、タツは俺も力になるとの一点張りで、結局全員で理事長室へ向かうことになった。

「失礼します」

　重厚な扉を開けて理事長室へと入ると、中には理事長と三み國くに先生、そして見慣れない三人の男の姿が在った。

「来ましたわね。彼らがドーン機関──そして貴方あなたたちへ《６６６》からの報しらせを携えて来られた使者の皆さまですわ」

　理事長の言葉に、彼女の机を挟んで立つ黒スーツ──おそらくは全員が《獣ゾア》、もしくは《獣魔ヴイルゾア》であろう男たちが振り返る。

「改めてご挨あい拶さつを。私はこれまで貴方がた《超えし者イクシード》と幾いく度どとなく事を構えてきた結社、《６６６》からの使者です」

　誰かが息を呑のむ音が聞こえる中、三人の中央に立つ男が一歩前に出て頭を下げると用件を語り始めた。

「今より三ヶ月後、我々は《修羅會グラデイエイト》と呼ばれる宴うたげを催しますので、先の《狂売会オークシヨン》にてご縁えんがありました貴方がたをご招待せよと、我が主あるじ──《第四圜ジユデツカ》のメドラウト様より承ってきた次第です」

　男が口にした主の名──

　かつて《狂売会》で僅わずかに対たい峙じした結社の統率者である四人の《圜冥主コキユートス》、その筆頭という巨きよ躯くの男の名だ。

「……その《修羅會》ってのはどんな宴なんだ？　《６６６あんたら》が主催って時点で、どうせ碌ろくなもんじゃないとは思うがな」

「わざわざ敵対組織ドーン機関のあたしたちを招待するってところが余計にね」

　俺が言い終えるなり、リーリスが肩を竦すくめて付け加える。

「ただの娯楽興行ですよ。闇に蠢うごめく者、関与する者たちの欲望を満たすための興行、血と金、殺意と狂気に満ちた闘とう諍じようの宴──それが《修羅會》です」

　使者の男は僅かに首を左右に振って俺たちの言葉を否定し、薄い笑みを湛たたえた。

　もっとも内容を聞かされてみて、やっぱり碌ろくでもない内容じゃないかと思ったわけだが。

　ただし黒衣の少女だけは愉たのしそうに口くち端はを上げた。

「名称から察するに、古代ローマにて行われた剣闘闘技会グラデイエイトを《６６６貴方がた》なりのルールにて催し、九ここの重え透とお流るたちには招待闘士ゲストグラデイエイターとして参加して貰もらう──と受け取って構いませんの？」

「舞台は闘技場よりも遥はるかに巨おおきく、正々堂々名乗り合う試合とはまったく異なり、昼夜問わず混こん沌とんへ長く身を置くものとなりますが」

「ついでに言いや、掛け金チツプは闘士どもの命ってか？　くははっ」

　使者は何も答えないことで、月つき見みの口にした内容で合っていると暗に答えた。

「ふんっ。《修羅會グラデイエイト》とやらがどんなものなのかは大体想像がついた。だが解げせないことがまだある──どうして僕たちを招待しようという話になったのか、ということがな」

　トラの疑問はそのまま俺の疑問でもある。

　敵対組織の部隊ではなく、養成校の生徒を招く理由はいったい──

「より正しく、ご招待をさせて頂きたい方を列挙させて頂くと──九重透流、ユリエ＝シグトゥーナ、リーリス＝ブリストル、橘たちばな巴ともえ。そして──」

　使者はゲストとして選出された人物を──《狂売会オークシヨン》の任務に関わった者の名を口にしつつ一人一人見ていき、最後にその視線は想定外のところで止まる。

「九重音おと羽は」

「なっ!?　どういうことだ！　音羽は《超えし者イクシード》でも何でもないんだぞ!?」

「……《紅蓮の演者クリムゾン・アクトレス》においては、結社との関わりを考えて頂ければ招待された意味はよく理解して頂けるかと──一言で言わせて頂けば、報復です」

　びくりと音羽が体を大きく震わせ、顔を青くする。

　その理由は、俺も知っている。

　音羽はベアトリクスに命じられ、何ヶ所もの《６６６ザ・ビースト》の施設に対して破壊活動を行ったと以前聞いたことがあるからだ。

「……あんたらの施設を破壊したのは音羽の意志によるものじゃない！　操られていたんだ!!」

「それが何か？　その話が真実であろうと虚きよ偽ぎであろうと、《圜冥主コキユートス》の意志を変えることなど出来ません。九重音羽が結社に牙を剥むいたことは紛まぎれもない事実なのですから」

「だからと言って、はいそうですかと素す直なおに頷うなずくとでも？」

「無論、匿かくまおうとお逃げになられようと結構です。代わりに、貴方あなたがたに縁ゆかりある何かが悲劇に見舞われるだけのこと──人とも、故郷とも、訪れた場所とも、どれかとは断定できませんが」

　使者の告げた《６６６》の意志は本気だろう。

《狂売会》から時間があったとはいえ、俺たち全員の名を調べ上げていることからも十二分に理解出来る。

　おそらくはベアトリクスの一件も関係しているはずだ。

　あの女と《６６６ザ・ビースト》は、何かしらの繋つながりを持っていることは確かなのだから。

「《修羅會グラデイエイト》には貴方あなたがた五名に、そちらで選んだ二名──計七名にてお越しください」

　言い終えると男は懐から封に入った手紙を取り出し、理事長の机の上に置いた。

「それではこちらの書状を。……お迎えに上がる日時を記してありますため、後ほど改めて目を通して頂ければと」

「確かにお受け取りしましたわ」

　まるで予定どおりだと言わんばかりに薄い笑みを浮かべながら、九十九つくも理事長は手紙を受け取った。

「また、貴女あなたのために特別観覧席をご用意してあるとのことですので、是非とも彼らにご同行を願いたく──昊こう陵りよう学がく園えん理事長・九十九朔さく夜や様」

「ええ、喜んで。《第四圜ジユデツカ》のメドラウト様には宜よろしくお伝えくださいませ」

「……どうして理事長を？」

「ドーン機関に対する牽けん制せいってところね。手駒が殺される姿を目の当たりにさせて、今後も結社の動きに介入するのであればどうなるかを思い知らせるってことよ」

　観覧という形ではあるが、何な故ぜ理事長を──といった意の呟つぶやきに、黄金の少女が答える。

「さて、使者としての役目は終わりだ。ここからは──」

「何故だ……」

　突然、使者の口調がこれまでと変わり、けれど男の言葉は震える声で遮さえぎられる。

「どうして貴方が《６６６》などに与くみしているのだ、晶あきら兄さん……!!」

　目の前にいる男の存在が信じられない──

　そんな表情を浮かべ、橘たちばなが使者へと問う。

「……久しぶりだな、巴ともえ。まさかキミがゲストの一人に選ばれるとはな」

「知り合い、なのか……？」

　訊たずねながら、使者の男を見て息を呑のんだのは橘だったのだと今さらに気付く。

「橘晶──我が橘家に連なる一門の後継者であり、私の従兄いとこだ」

「……その名は捨てた。今はただ、アキラとだけ呼ばれている。それと──」

　アキラと名乗った男は、橘を見つめたまま問う。

「元許婚いいなずけでもある──とは言わないのか、巴」

「「「──っ!?」」」

　橘を除き、俺たち全員が同時に驚く。

「そのとおりだ。けれどそれは親同士が勝手に決めたこと……。私たちの意志など一切考慮されていなかっただろう」

「……そうだったな。愚者の都合で決まり、愚者の都合で廃されたものだ。だが──」

　アキラの瞳ひとみが、僅わずかに優しいものへと変わる。

「俺は昔から、そして今でも──キミを愛している」

「こ、このような場で何を戯言ざれごとを！」

「真実だ──が、今は俺個人としての用事を済まさせて貰もらうぞ」

「どういうことだ……？」

　本来なら、知り合い同士の会話に割って入るなんてことはしたくないが、このアキラという男は《６６６ザ・ビースト》に属する人物だ。

「キミが招待闘士ゲストだと聞き、俺はメドラウト様へ訴えた。彼女を外してくれと、俺の許婚いいなずけなのだとな……」

《６６６》を統括する四人の《圜冥主コキユートス》──それも筆頭となる人物に直訴するとなると、アキラは結社内においてかなり高い地位にあるのだろう。

「結論を述べれば、俺の訴えは条件付きで受け入れて貰えた。最終的には巴ともえ自身の意志に委ねるという話でだ」

「私の意志だと……？」

「あの方は弱者に興味が無い。命を惜しんで臆するような者であれば、招待せずとも構わないとのことだ。ただし、あくまでキミ一人に絞しぼっての話だがな。……だから辞退してくれ、巴」

　場の視線が橘たちばなに集中し──

　橘は確かな意志を持って、元許婚をまっすぐに見つめて告げた。

「断る。それが私の意志だ」

「……キミならそう答えると思っていた。だが、今一度考え直せ。《修羅會グラデイエイト》に参加する者は化け物どもばかりだ。キミ程度の腕では、早々に命を落とすことになる」

「くどいぞ、兄さん!!　そのようなことよりも、私の問いに答えろ！　何な故ぜあなたが《６６６》などに与くみしているのだ!?」

「……やはり聞くような性格ではない、か。ならば──」

「──っ!!」

「力で思い知らせるのみだ」

　言い終えるなり、音もなくアキラの姿が消える。

　否いな、瞬まばたきをするほどの間で、橘の正面へと一足で跳び込んできた。

「天あまつ風かぜ──か……はっ……!!」

　橘が何事かを叫んだ直後、彼女の体がくの字に折れ、鈍にぶく嫌な音が発せられた。

　アキラが放った掌打──かつて橘が闘たたかいの中で見せた龍りゆう哮こうノの衝しようが、彼女の脇腹を打ったのだ。

「橘!!」「巴ちゃん!!」「巴!!」

「何のつもりだ、キサマぁ!!」

「ま、て……ここの、え……!!」

　激高して飛び掛かろうとした俺を、橘が止める。

　ひゅーひゅーという苦しげな吐息が、動揺に包まれた空間に響く。

　俺を手で制したまま、橘は膝ひざを震わせながら立ち上がる。

「……手加減をした、理由を……聞かせて……くれないか、晶あきら兄さん……」

「口で言ってもわからない相手であろうことは元より承知していた。故ゆえに、体へ刻んだのだ。今の攻撃が防げない程度の腕であれば、《修羅會グラデイエイト》で待ち受けている未来は確実な死しかないのだと」

　力の差を思い知らせることで、心を折る──

　それがアキラという男が選んだ手段だった。

「時間はある。頭を冷やす時間を与える意味も込めて、今日のところはここまでとしよう。だが、キミがもし招待を受けるという選択をしたならば──俺がキミを殺す」

　男の瞳ひとみには途中で橘たちばなに向けた優しい光は無く、冷たく氷のような意志が浮かんでいた。

「俺以外の何者にも、キミの命は奪わせない──が、その結末に至らないことを願っているぞ、巴ともえ」

「晶……兄さん……」

　すべての用件は終わったと、アキラは他の黒スーツを連れて退室していった。

「……碌ろくでもないパーティーの誘いだったわね」

　誰もが無言となる中で、肩を竦すくめて黄金の少女が沈黙を破る。

「《修羅會》、か……。だけどどうして俺たち五人だけじゃないんだ？」

　俺はこれまで《６６６ザ・ビースト》の任務に関わってきたことが招待の理由なのだから、既すでに腹を括っている。

　けれども、名指しされた俺たち以外にも参加者を求める理由は謎だ。

「……彼らにとって、七という数字はとても意味のあるものだからですわ」

　疑問に答えたのは黒衣の少女だ。

「聖典に記されし世界創造の日数、仕えし大天使、神託を賜たまわった教会──他にも様々な部分で七という数字は聖なる意味合いをもって使われていますの」

　薄い笑いを浮かべつつ、少女は淀よどみなく言葉を続ける。

「一方、《６６６》は神に仇あだなす獣を意味する数字──六百六十六を組織の名に冠していますわ。故に今回の七人というのは、聖なる数字を生いけ贄にえにすることで己の力を誇示する──といったところかと」

「ふんっ。くだらない理由だ」

　話を聞き終えると、トラが吐き捨てるように言った。

「俺も同感だ──けど、その人数を揃そろえないとならないんだろうな……」

　どれだけ強く願おうとも、俺たちの手が届く範はん囲いは限られている。

　だから《６６６》は、こちらの手が届かない範囲を狙ねらえばいいだけだ。

　そんなことをさせてはならないとは思うが──

（死ぬかもしれないような場所に、どうして付いてきてくれなんて言える……!!）

　拳こぶしを強く握り、歯を軋きしませる。

「僕が六人目だ、透とお流る」

「トラ……」

「貴様一人じゃ音おと羽はを護まもりきれるか不安だからな。僕が力を貸してやるから安心しろ」

　腕を組み、相も変わらず偉そうな態度ではあるものの、俺たちを心から気き遣づかってくれているのだとわかる。

　トラが居なければ、音羽を取り戻すことだって出来なかったのだから。

「んじゃ、残った椅子はアタシだな。性格はともかく、実力的にはアタシをおいて他にいねーだろ」

　自分で性格にダメ出しするな──とは思うも、言ってることは間違いない。

　月つき見み以上の実力者なんてまず見つからないのだから、ありがたい申し出だ。

　けれど──

「いいえ、貴女あなたの参加は認められませんわ、璃り兎と」

「どういうこった、理事長さんよ？」

　自身の意志を妨げる一言に、月見がギロリと睨にらむ。

「九ここの重え透とお流るが居ない間、貴女には《高位階ハイレベル》の参加が必須となる任務が舞い込んだ際に対応をして頂きたく思いますの。金かな沢ざわに無許可で出掛けられたときは大変困りましたのよ」

「……チッ。しゃーねぇ、テメーのいねー間の穴を埋めてやっから感謝しやがれ」

　しばし理事長を睨ねめ付つけるも、やがて月見は吐き捨てるように言うと、どさっと音を立ててソファに座った。

「九重透流。貴方あなたには申し訳なく思いますけれど、そういった事情ですの」

「……仕方ありません。戦力はどこも必要ですから」

　もちろん、月見が同行してくれる方が心強い。

　けれど俺たちが《修羅會グラデイエイト》に向かっている間、《６６６ザ・ビースト》に限らず何かしらの凶悪犯罪が発生しないとは限らない。

　となれば、月見を戦力として残すことに異存は唱えられない。

「最後の一人について希望があれば名を。……望むのであれば、貴方に縁えんある分校のエースを呼び寄せますか？」

　ポニーテールの少女を挙げられ、懐かしく思う。

（頑張ってるんだな、伊い万ま里り）

　分校のエースと言われるくらいだから、相当腕を上げているのだろう。

　けれど──

「少し考えさせてください。伊万里──いや、永なが倉くらはこっちの状況を知らないのに、いきなり呼び寄せて命懸けの闘たたかいに参加しろなんて、いくら何でも言えません」

「護陵衛士エトナルクとなれば、任務とは得てしてそういうものでしてよ」

「それは……。だけど今回は任務ってわけじゃ……」

「だからこそ、貴方の希望があればと私わたくしは言いましたのよ、九重透流」

　確かにそのとおりで、理事長は選択肢を示しただけに過ぎない。

（最後の一人、か……）

　どうしたものかと思っていたところに、参加の意を唱える声が響く。

　タツだ。

　音おと羽はを攫さらった悪の秘密組織が相手ならこの筋肉が相手になる、といったことを口にして。

「これで七人ですが──巴ともえ、いいのですか？」

　ユリエが、橘たちばなに確認をする。

　橘の知ち己きだった《６６６ザ・ビースト》の使者から、お前は参加をするなと言われたことを思い返してだ。

「無論、だ……。我が身、可愛かわいさで……危地に向かうキミたちを……見送る、など……どうして出来よう、か……」

「巴ちゃん……!!」

　先刻のダメージは相当のものだったのだろう。

　脂汗を流し、荒い呼吸で肩を上下させながら橘は意志を示す。

　慌あわててみやびが肩を貸すと、「感謝する、みやび」と橘が言う。

　そんな橘にみやびは首を横に振り──

　しばし後、顔を上げて彼女もまた意志を示す。

「わたしも──参加する」

「「みやび!?」」

　俺と橘の声が重なり、みやびは理由を告げる。

「この前、言ったでしょ。みんなが傷ついて帰ってくるのを、待ってるだけなんてもう嫌だって……。だからわたしも行く。みんなと一緒に《修羅會グラデイエイト》へ……!!」

「どうするの、透とお流る？」

　リーリスが俺に決めろと振ってくる。

　説得するなら俺がしろ、ということなのだろう。

「……ふん。強い方を連れて行けばいいだけの話だろうが」

「そ、それは……」

　トラの発言に、みやびが表情を曇くもらせた。

　タツの《位階レベル》は《Ⅲレベル３》──

　対してみやびは《Ⅱレベル２》で、どちらが強いかなど考えるまでもない。

「ただし、決めるのは三ヶ月後だ」

「え……？」

「《修羅會》とやらが開催されるまでまだ時間がある。三ヶ月後の時点で穂ほ高たかとこの筋肉バカのどちらか強い方を連れて行く──それでいいと思うが？」

　最後は俺に顔を向け、トラは判断を下せと示唆する。

　みやびとタツ──

　どちらもが危険な場所へ向かうと理解していて、参加の意志を示した。

　となれば、トラの言うとおりに強い方を連れて行くべきなのだろう。

　全員で昊こう陵りよう学がく園えんへ帰って来るためにも。

「俺もトラに賛成だ。……二人もそれでいいか？」

　二人もまた承しよう諾だくし、七人目の決定は三ヶ月後へと持ち越すことに決まった。

「タツくん。わたし、負けないよ……！」

「──ふふ、まったく……。本当に頼もしく、なった……ものだ、な……。私の、《絆双刃デユオ》は……」

　強い意志を湛たたえた眼まな差ざしをみせる《絆双刃》に、橘たちばなは途切れ途切れにではあるが嬉うれしそうに言う。

「橘、大丈夫か？　医療棟で手当てをして貰もらおう」

　打たれた脇腹に手を当て、苦痛に表情を歪ゆがめたまま、橘は首を振る。

「うむ……。だがその前に……まだ一つ、この場で話さねばならぬことがあるのでな……」

　この場──つまり理事長室で話さなければならないとなると、誰を相手にしてのものかなんて決まっている。

　黒衣の少女をしかと見たまま、橘は荒い息遣いの中で口を開く。

「理事長、お願いがあります……。特例で、私たちに……《昇華の儀》を受けさせては、頂けませんでしょうか……？」

「──っ！　そうか、《位階昇華レベルアツプ》さえしておけば……！」

　本来なら、学期末まで待たなければならないことだ。

　だが状況が状況だけに、そうも言ってはいられない。

　全員が生きて戻るために、今以上の《力》が必要であり、三ヶ月後までに可能な限り強くなっておくのであれば《位階昇華》は《超えし者イクシード》として外せないことだ。

「特例として認めましょう。ですが──」

　俺、ユリエ、リーリス、トラと名を呼んだ後、理事長は首を振った。

「貴方あなたたち四名については認められません」

「……どうしてですか？」

「《黎明の星紋ルキフル》は短期間の内に投与を続けて行うと、体へ大きな負担が掛かりますの。

《位階レベル》が上がれば上がるほど、より大きな負担が」

「……《過剰昇華オーバードーズ》って症状で、体を壊しかねないほどのものなの。《昇華の儀》が基本的に学期末毎にしか行われないのは、それを避けるためってわけ」

　理事長の言葉の続きをリーリスが紡つむいだことからして、それは本当のことなんだろう。

　彼女もまた《修羅會グラデイエイト》へ招待されているのだから、ここで嘘をつく理由は無い。

「そういうわけだから、気持ちはわかるけどあたしたちの《位階昇華》はしばらくお預けね。体に負担を掛けないタイミングを考えると、元からの予定どおり学期末──《修羅會》の直前に《昇華の儀》を行うのがベストだと思うわ」

「……確実に《位階昇華》が出来るように、これから三ヶ月を頑張るしかないってことか」

「そうね。……どちらにせよ、今の貴方あなたに《昇華の儀》を受けさせるわけにはいかないけど」

「どういう意味だ、リーリス？」

　眉根を寄せ、リーリスが複雑そうな面持ちで俺を見つめる。

「透とお流る──貴方が《星紋狂衡デイスオーダー》を発症し始めているかもしれないからよ」

「ディス……オーダー……？」

　俺の呟つぶやきに、黄金の少女は静かに頷うなずいた。





　　　　◇






　理事長室を出た後、透流たちは巴ともえの治療のために医療棟へと向かった。

　肋ろつ骨こつの骨折、全治二週間──

　巴がアキラから受けたダメージは、透流たちが思っていた以上のものだった。

　巴は胸部バンドで骨を固定するとともに痛み止めを打たれ、そのまま医療棟で休むことに決まり、今夜は傍そばについていると言うみやびを残して透流たちは寮への帰路に就く。

　その最中──

「今日みたいに遊びに行くのはしばらく先になっちまうけど、我慢してくれよ」

　一同の内で最も不安を露あらわにしていた少女へ、兄が明るい声で言う。

「お兄ちゃん……」

　しばらく先──

　その言葉が指す意味を悟り、音おと羽はの表情が少しだけ柔らかいものとなる。

「不安だろうけど、俺が護まもってやる。だからお前は心配しなくていいからな」

「僕もいるぞ、音羽」

「私もいます」

「あら、あたしだって居るわよ」

　兄に次いで幼なじみの少年が、銀色の髪シルバーブロンドの少女が、黄金色の髪イエロートパーズの少女も続く。

　皆の心遣いに、少女の心の内に温かいものが生まれた。

「ありがとうございますっ。……だけどこう見えても私、結構強いんですよ？」

　そう口にするなり、音羽は立てた指先に焱ほのおを発した。

　同時に少女の髪が茶色がかった色から、桜色へと変化し──

「音羽!!」

　直後、透流は妹の名を強く呼ぶ。

　突然の叱しつ責せきに、少女の小さな体がびくりと震え、焱が消える。

　と同時に髪色も本来のものへと戻った。

　しんと静まり返り、空気が重くなる。

「お兄ちゃん……？」

「あ……。ダ、ダメだろ……。体に負担が掛かるってユーゴに言われたんだろ……」

「ちょ、ちょっとくらいなら平気だと思うけど……」

　互いの認識の違いが空気を重くする。

　音おと羽はは、《焱ちから》を扱うことが、己の命を削るということを知らないからだ。

　ユーゴがその件を音羽に告げてないと知り、透とお流るも伝えていない。

　日常生活を送る上で焱ほのおを使う必要など無く、不安を助長させるようなことは知らなくていいだろうと。

　ただし、仲間内には伝えた。

　自らの目の届かない範はん囲いで音羽が《焱ちから》を使うようなことがあれば止めて欲しいと、事情を告げた上で。

　そういった背景を知っているからこそ、仲間たちも透流のフォローに入る。

「それでもダメよ、音羽。少しくらいならって思ってると、心配性のお兄ちゃんがまた慌あわてるわよ」

　重くなりかけた空気を変えるため、リーリスはあえて戯おどけた口調で告げ、ユリエも察して黄金の少女に合わせる。

「ヤー。トールはいつも音羽を心配しています。リーリスに射撃の的にされていないか、リーリスに食べられたりしないか、リーリスに──」

「そんな心配してないって！」「あたしをどんな扱いしてるのよっ!?」

　二人の反応に笑いが起こり、場の雰ふん囲い気きは黄金の少女の狙ねらいどおりに明るいものへと変わった。

　その端で、透流はそっと音羽へ話し掛ける。

「さっきは強く言って悪かったな、音羽」

「ううん、気にしないで。私も心配させちゃってごめんね」

　申し訳なさそうに言う兄へ、少女も詫わびる。

「だけど心配なのは確かだから……。もうあの《焱》は使わないでくれ……」

「え……？」

「お前は闘たたかわなくていい。たとえどんなときでも、俺が必ず護まもるから……」

「う、うん……」

「音羽、私も護ります」「もちろんあたしもよ」「及ばずながら私もですよ、音羽さん」

「ふん、僕だけでも十分だがな」

　ひょこっと透流の背後からユリエが顔を出し、次いでリーリス、サラ、トラ、タツと続き、音羽は彼らに感謝の言葉を述べる。

　けれど──

（お兄ちゃんたちは護ってくれるって言うけど──でも、その気持ちに甘えちゃダメだよね。私もみんなを護れるくらい、もっと《焱》を使いこなせるようにしなくちゃ……！）

　たとえ負担が体に掛かろうとも、大好きな人の、人ではない自分を受け入れてくれた大切な人たちの力にならなくてはと、少女は密ひそかに決意する。

　少年は真実を告げるべきだったのか──

　少女は誓う決意を間違ったのか──

　ただ一つわかるのは、正しい道を常に選び取れる世界など、どこにも存在しないということだ。






　■第四章『だけど、それでも──』









　拳こぶしを開き、再び握る──

　ベッドに腰を下ろしたまま、幾いく度どか同じ行為を繰り返す。

　牙として振るってきた拳はしっかりと力が篭こもり、とても硬い。

　こうしている限り、リーリスから聞かされたあの症状が起きているとは思えない。

（《星紋狂衡デイスオーダー》か……）

　ぼんやりと、聞いた話を思い返す。

　心の力、魂──

　体の力、魄はく──

　二つの力が《黎明の星紋ルキフル》の《位階レベル》に見合っていなければ、昇華することは適わない。

　入学以降、教わってきたことだ。

　けれど極稀まれに例外の状況が発生する。

　人の心と体は密接な関係にある。

　心が病やめば体も弱り、体が病めば心も弱る──逆もまた然しかり。

　強い意志──魂心の力は、魄体の力を限界を超えて引き上げることがある。

　本来なら体の力が《位階》に見合っていない以上は昇華が適わない者も、このときばかりは例外的に昇華が可能となる。

　二度、憶おぼえがある。

《Ⅳレベル４》に昇華した際、ユリエやみんなを護まもると強く誓った。

《Ⅴレベル５》に昇華した際、音おと羽はを護りたいと強く願った。

　強い意志が──魂が、条件を満たしていなかった魄はくを引き上げたのだと、今さらながらに俺は知る。

　ただし──

　魄の力が魂の力によって限界を超えるのは一時的であり、永続的なものではないと黄金の少女は続けた。

　通常の状態に戻り、そこで起きるのが《星紋狂衡デイスオーダー》──

　目眩めまいや吐き気、苦痛などがふいに襲い掛かって来る症状とのことだ。

『《Ⅴ》へ昇華した直後、それとこの前の訓練中みやびに吹き飛ばされた件──ねえ、透とお流る。他にも思い当たることはない？』

『……もしかして──』

　ベアトリクスとの闘たたかいの最中、《Ｋ》との闘いを終えた後など、言われて振り返ると確かに思い当たる節がある。

『やっぱりね……。もしかしたらとは思ってたけど、あたしも症例を見るのは初めてだったから……ごめんなさい、透流……』

　疲労や空腹といった状況もあって、確信が持てなかったのだろう。

　申し訳なさそうに謝ると、真剣な眼まな差ざしでこの先に起こり得る可能性を語る。

『今、《昇華の儀》を受けたとして、おそらく透流は《Ⅵレベル６》へ至れると思う。だけどそれは、意志の力で無む理り矢や理り引き上げてるだけ……。ついて来れていない体は《星紋狂衡》の症状が悪化していって──』

　僅わずかに間を置き、リーリスは顔を強こわ張ばらせて告げた。

『いつか、廃人と化すわ』

　黄金の少女の宣告は、憂ゆう慮りよの視線を俺に向けさせるに十分な内容だった。

「トール」

　顔を上げると、《星紋狂衡》の話を聞いてまっさきに思い浮かべた銀色の少女が俺を見ていた。

　そう、聞いた話はユリエの症状に近い。

《醒なる者エル・アウエイク》としての《力》を制御出来ず、ヴァレリア教官と出会わなければ廃人と化していたかもしれない彼女の症状と。

「もしかして《星紋狂衡》のことを……？」

「ああ……。まさかそんなことになってるなんてな、はは……」

「大丈夫です。トールなら三ヶ月できっと大丈夫になります」

　銀色の少女は、決して気休めで言っているわけじゃない。

　要は次回の《昇華の儀》までに、《位階レベル》に見合う魄体の力を手にしたらいいのだ。

　するべきことは単純明快──

　基礎能力を引き上げる。

　ただそれだけだ。

　これから三ヶ月、俺のトレーニングの大半は基礎能力の向上に充あてられる。

　技を新たに習得したり練度を高めたいのはやまやまだが、何よりも《星紋狂衡デイスオーダー》を克服しなければならない。

　発症の状況次第では、俺だけじゃなくみんなの命にも関わる以上、それは最重要課題だ。

　闘たたかいの最中に発症したら次こそ命を落とすかもしれないし、何よりそれが自分の命とは限らない。

　また、状況が状況だけに《修羅會グラデイエイト》まで通常の授業は免除となった。

　免除対象となったのは俺だけじゃなく、ユリエたちもだ。

　それとともに、七月の《昇華の儀》が行われるまで、俺は《位階限定レベルリミツト》を投与することに決まった。

　基礎能力向上のための鍛錬を行いやすいという面もあるが、リミットが掛けられている間は《星紋狂衡》の症状を抑えられるらしい。

「では行きましょう、トール」

　差し出された手を掴つかみ、俺は不安を振り払うように立ち上がった。




《位階限定》の投与は《昇華の儀》と同様に地下の研究施設にて行われたが、僅わずかな時間しか掛からず呆あつ気けないものだった。

「お疲れさま、透とお流るくん。みんなもお疲れさま」

　投与を終えて部屋を出てくると、みやびが出迎えてくれた。

「ははっ、すぐに終わったから疲れたって感じはなかったけどな。……みやびの方はどうだったんだ──って、聞くまでもないことか。おめでとう、みやび」

「ありがとう、透流くん♪」

　みやびは《昇華の儀》を受けてきた上でここに居る。

　つまり《位階昇華レベルアツプ》を果たしたと言うことだ。

　もう一人、《昇華の儀》を受けた人物──タツの姿は無い。

《Ⅳレベル４》に至ることは出来なかったということだ。

（これで条件は五分ってところか……）

　少し複雑な思いを抱えていると、そこへ俺と同様に《位階限定》の投与を終えたトラが戻ってきた。

　トラの《焔牙ブレイズ》の真の《力》──《斬鐵閃コールブランド》の特性を考えるに、七月まで基礎能力向上に努めた方がいいだろうという判断から《位階限定》を投与したのだ。

「なんか妙な感じだなぁ……。自分の体じゃないって言うか、ウェイトを着けているような──いや、水の中にいるような感覚に近いな」

　外に出て軽くジャンプをしてみると、体が重く感じる。

「しばらくは別々のトレーニングですね」

「ま、《業リヴオルト》の特性からして仕方がないわよね」

　ユリエとリーリスは、《位階限定レベルリミツト》を行っていない。

　俺と違って《星紋狂衡デイスオーダー》を発症していないというのもあるが、二人の《業》はそれぞれの戦闘スタイルに深く組み込まれているからだ。

　そのためこれから三ヶ月間、《業》をまったく使わずにトレーニングを行うのは望ましくないという理由で、現状維持の《Ⅴレベル５》のままとなったのだ。

「付き合ってもらったみたいで悪いな、トラ」

「僕の《斬鐵閃コールブランド》は戦闘の中で使いどころを見極めるタイプだからな。別に貴様に付き合ったわけじゃないさ」

　ベアトリクスとの闘たたかいで俺たちの窮地を救うことになったトラの《斬鐵閃》は、時間制限のある意志発動アクテイブ型だ。

　短時間ではあるものの、発動後は恐ろしいまでの切れ味を刃に宿す。

　その威力は物理的なものだけに留とどまらず、霊マ輝ナの宿る非物質すらも斬きり裂さく。

　持続時間の短さが何よりの欠点で、一度使うとしばらく使用は不可能となることもあって、トラは基礎能力を高めるトレーニングを重視することにしたのだ。

「さて、と。それじゃあ早速走り込みをしてくるか」

「あ……。わ、わたしも一緒にいいかな？」

　みやびに頷うなずくと、トラもたまにはどうかと誘ってみる。

「……僕はいい。昨日の疲れもあるから、今日は部屋で体を休めるつもりだ」

「休むって……。《修羅會グラデイエイト》まで三ヶ月しか無いんだぞ？　そりゃ今日は日曜だけど……」

　けれど、鍛錬のスタイルは人それぞれだと返されてしまい、俺はそれ以上強く言えない。

「別にそれでいいんじゃない？　あたしも昨日あんまり眠れなかったから、この後ちょっと寝るつもりだし」

「リーリスもか」

「休むことも大切ってことよ。透とお流るこそ頑張り過ぎて、前みたいにオーバーワークにならないよう注意しなさいよね」

　そう言われてしまうと返す言葉が無いが、初日からなんだかバラバラな感じだ。

「トール。それぞれ自分のスタイルで特訓を行うわけですから」

　俺の心中を察してか、ユリエが二人のフォローに入る。

「……確かにユリエの言うとおりだな。それじゃあ行こうぜ、みやび」

「う、うん。それじゃあみんな、また後でね」

　ユリエはトレーニングルームへ、トラとリーリスは寮へ、そして俺たちは校門へと向かうことにした。

　校門に着くとウェイトを付け、緩ゆるい潮風が流れる中でみやびとともに走り込みを始める。

「透とお流るくん。お昼になったら、巴ともえちゃんの様子を見に行かないかな？」

　走り始めてからしばらくし、そろそろ体が温まってきた頃──

　ペースを上げて行こうと振ると、頷うなずきに続いて先の提案がみやびからされた。

《位階限定レベルリミツト》の投与前に様子を見に行ったものの、まだ休んでいたので今日はまだ橘たちばなとは話していない。

　俺自身、橘には幾いくつか訊きいておきたいこともあるので承しよう諾だくの意を伝えた後、ハイペースで走り込みを始めたのだった。




　校内から響いて来た鐘の音を合図に、その周回で走り込みを終了にする。

　ウェイトの量にかなり差があるとはいえ、ぎりぎりだが俺の姿を見失うことなくみやびはついてきた。

「はぁっ、はぁっ……やっぱり、早いね、透流、くんっ……」

「いや、みやびこそよく付いて来れたな」

　先に校門前へ着いていた俺は、みやびへ水の入ったボトルを渡す。

「ありが、と……。透流くん、驚かせたかった、し……それに、これまでより、もっと、頑張らないとだから、目標、あるから……」

「あー、悪い。とりあえず話は呼吸整えて水分摂とってからにしようぜ」

「う、うんっ……。ごめんね……んくんっ……んっ、んくんっ……」

　みやびは水を二、三口飲むと、残りを一気に頭からぶっかけた。

「は、あ……。気持ちいい……」

　火照った体が水で冷やされ、みやびはとてもいい笑顔を見せる。

「ははっ、本当にたくましくなったって感じだよな」

　たまたまかもしれないし無意識のうちにかもしれないが、以前だったら取らなかっただろう行為に笑って言うと──

「あ……。え、えっと……は、はしたなかったかな……？」

　赤面してみやびは俺の返事を待つ。

「別にそんなことないさ。むしろ俺もやればよかったって思ってるくらいだし」

「ふふっ、それならよかったな♪」

　眩まぶしくなるほどの笑顔を向けられ、こちらとしては何となく照れくさく思い──

　ここでふと視線を動かしたことで俺は一瞬固まり、すぐに彼女へ背を向けることになる。

「あのさ、みやび……。水を頭からかぶるのが気持ちいいってのはわかるけど、人前でやらない方がいいと思うぞ」

「どういうこと？」

「……透すけてる」

　言い辛くはあったものの、確実に、簡潔に、そしてわかりやすく伝えると──

　息を呑のむ音が背後から聞こえてくる。

「み、見た……？」

「ゴメン……」

　頬ほおの熱さを感じつつ、背を向けたまま謝罪する。

　水に濡ぬれた運動着はみやびの体に張り付き、着用していた下着の色も形も丸わかりになるくらい透すけていたのだ。

「あ、謝らなくていいよ。わたしがうっかりしてたんだし……。こ、今後は気を付けるね。……あの、ありがとう」

「ど、どういたしまして……」

　下着を見てしまったのにお礼を言われるという状況は、何だか妙な感じだった。

　とはいえやはり気まずいことには変わりなく、しばらくぎこちない空気のまま服が乾かわくのを待ってから、俺たちは橘たちばなの様子を窺うかがいに医療棟へと向かった。

「巴ともえちゃん、起きてる？」

　みやびは病室のドアを僅わずかに開け、軽くノックをしてから中に声を掛ける。

　すると衝立ついたての向こうから、橘の声が返ってきた。

「みやびか。昨夜は心配を掛けたようだな」

「ううん、気にしないで。入るね」

　軽くやり取りしつつみやびが、その後について俺も室内へ入って行ったのだが──

「調子はどう、巴ちゃ──」

　言葉途中で、何な故ぜかみやびが固まる。

「どうかしたのか、みやび？」「どうしたのだ、みやび？」

　俺と橘が発したほぼ同じ語句が重なる。

「……え？」「ととっ、とおっ、んっ、来ちゃダ──」

　今度は橘とみやびの声が重なる中、俺は衝立の向こうへと顔を出した。

「よう、橘。まだ痛むか──って昨日の今日じゃ……当た、り……前、か……」

　掛けた声が段々と途切れていく。

　それもそのはず、視界に映る橘の姿は──上半身が裸だったからだ。

　そのまま──時が止まる。

「「「……………………」」」

　橘は片腕を上げ、もう片方の手にはタオルがあった。

　どうやら骨折した翌日ともあって入浴は断念し、濡れタオルで体を拭ぬぐっていたようだ。

　ちょうど腋わきを拭っていたところだったようで、膨ふくらみの先端が腕で隠れているのは不幸中の幸いか。

「え、えーっと……」

　硬直したままの橘とみやびに先駆け、僅かに冷静さを取り戻した俺は何か言わなければとフルスロットルで思考を回転させる。

　もっとも、今この瞬間に俺がすべきことは背を向けることだ。

　つまり冷静さなどまったく取り戻していないと、このときの俺は気付いていなかった。

「た、橘たちばなはやっぱり綺き麗れいだよな！　引き締まってて無駄のない体だしさ──って、もちろん出るところはしっかり出てるし、そういうところはすげー柔らかいし!!」

　不可抗力とはいえ、かつてＤＮＬデスニユーランドの天空激流下りスカイリバーライドにてボリュームたっぷりの彼女の胸を思い切り掴つかんでしまったことがある。

　あのときのことを思い出しながら、俺は柔らかさについてもきちんとフォローを入れる。

　無論、選択肢としては大間違いなのだが。

「は、は、は──早く出て行きたまえ、この不ふ埒らち者────っ!!」

「透とお流るくんのえっち────っ!!」




　十分後──

　開け放たれた窓から入って来たそよ風がレースのカーテンを揺らす中、俺たちは先ほどの一件はなかったものとして会話をしていた。

「昨日一晩考えたんだけど、巴ともえちゃんの技を教えて貰もらえないかなって……」

　橘と《絆双刃デユオ》ではあるも、みやびはこれまで格技訓練の中でアドバイスを貰う程度であり、自発的に橘流の教えを請うことはなかった。

「ふむ……。確かに今のキミでは、三ヶ月後のタツとの試合で勝つのは難しいだろうな」












　厳しくも現実を突き付ける橘たちばな。

　みやびは動揺する様子など微み塵じんも見せず、ただ静かに頷うなずく。

　みやびとタツは戦闘スタイルが似ている。

《騎兵槍ランス》と《偃えん月げつ刀とう》という長尺武器を振るい、互いに手数や速さではなく一撃の破壊力を重視した闘たたかい方──となれば筋力や体力等、基礎能力で劣るみやびの不利は否いなめない。

　最近は一撃の重さに頼らない闘い方を身につけようとし始めているが、それでもだ。

　そうして勝つために悩み、出した結論が橘に教えを請うということだった。

「力になろう。キミが強くなることを望むのであれば、《絆双刃デユオ》として力にならないわけにはいかないからな」

「ありがとう、巴ともえちゃん。頑張って強くなって、絶対に勝ってみせるから……！」

　真まっ直すぐな瞳ひとみを《絆双刃》に向け、みやびは力強い言葉を口にする。

「ふふ、楽しみにしているよ。私は見ての通りしばらく動けないから、その間みやびに合う方向性を考えておくとしよう」

　様々な武芸を現代に伝える橘流なら、必ずやみやびに合う技法があるだろう。

　ただ──個人的なことを言うのなら、みやびには《修羅會グラデイエイト》に参加して欲しくない。

《獣ゾア》との闘いを経た今であっても、やはり自ら血なまぐさい世界に踏み込んで来て欲しくはなかったと思っている。

　しかしみやびたちの決意は固く、俺個人の気持ちだけで止められるものじゃない。

　己の意志を殺されて平和な世界で生きて行くよりも、命懸けで己の意志を貫つらぬくことを選んだ道を止められるはずがない。

　人の心の在り方というのは、当たり前のことだが難しいものだ。

　自身の意志と他者の意志が、必ずしも合意するとは限らないのだから。

　俺は小さくため息をつき、気持ちを改める。

「橘、俺からも話がある──と言うより、訊ききたいことがある」

「……晶あきら兄さんのことか」

　問われることはわかっていたのだろう。

　橘の表情が少し硬いものへと変わる。

　布団を握りしめた手にしばし視線を落とし、やがて《６６６ザ・ビースト》の使者──アキラという男について語り始めた。

「彼の名は橘晶──私の元許婚いいなずけだ」

「元なんだ……？」

「うむ。家同士の話し合いで決められ、後に事情があって解消となったのだ。……まあ彼は私より七つも年上であったし、何より武術家として尊敬をしていたので恋れん慕ぼの対象として見るのは難しくてね……」

　苦笑しつつも、橘はどこか懐かしそうな表情を見せる。

「橘は宗家の伝承者とは別に、技が絶えぬよう十八芸それぞれを伝え継ぐ分家があり、彼はその内の一いつ家けの出身なのだ。……そして分家は他の役目も担っていてね」

　橘たちばなの血脈を守ること──

　宗家は嫡ちやく男なんを後継者とし、次男以下や女子は分家に入ることで橘の血脈を途切れさせないようにしている。

　それが分家の役目だと橘は述べた。

　また、宗家に女子しか生まれ出でなかった場合、十八の分家から最も秀でた男子を迎えて支えさせるのだ、とも。

「な、何だかすごいね……」

「……言っちゃ悪いけど、随分と時じ代だい錯さく誤ごに感じなくもないけどな」

「ふふっ、そうかもしれんな。だが技と血を守り継ぐためには、そういったしきたりを定めるのもやむを得ないのではないかと私は思うよ」

「まあ、言ってることはわかるけどな……」

　一般家庭で生まれ育った身としては、正直ピンと来ない。

「っと、悪い。話を続けてくれるか」

　橘は頷うなずき、続きを話し始める。

「数年前まで、今代に生まれたのは女の私だけでな。しきたりの通り、婿むこを分家から迎えることになったのだ」

　白羽の矢が立ったのが、橘晶あきらという話だった。

　分家の中で最も橘に年齢が近く、他の男は二十近く離れていたらしい。

「何より──晶兄さんは誰よりも才に恵まれていたのだ」

　自身の家が受け継ぐ技だけではなく、他の分家にも鍛錬で出向き、まるで砂が水を吸うかのように様々な技を修めていったらしい。

　人格も申し分無く、多くの者に慕したわれる人物だったという。

　数百年もの歴史を持つ橘流を紐ひも解といても、アキラほどに心技体すべてにおいて優れていた人物はほぼ居ないだろう、とも。

「毎年正月に顔を合わせる際、技を見せて貰もらうことを、私も楽しみにしていたものだよ」

「え？　普段から会ってたんじゃないの？」

「宗家が特定の分家と親交を深めるのは禁じられていたのでね。分家の者はみだりに宗家に出入りしてはならぬ、とな」

　それもしきたりとのことで、家柄というのはいろいろ面倒な印象ばかりだ。

「だけど、どうして婚約が解消になったんだ？」

「それは──」

　これまでの流れから当然出てくる疑問を前に、橘は理由を言いあぐねる。

　手元に視線を落とし、しばし無言の刻ときが続く。

「私が、橘の跡取りではなくなったからだ」

「「──っ!?」」

　俺たちは同時に目を見開く。

「ま、待ってくれ、橘たちばな！　跡取りじゃないって──」

「先ほど、数年前までと言っただろう」

　複雑そうに橘が笑う。

「随分と前にキミに実家の話をした際も、あえて過去形で伝えたのだがな。さすがにそちらは憶おぼえてないだろうが……」

「どうして跡取りじゃなくなったのかって、訊きいてもいいかな……？」

　橘は家の後あと継つぎじゃない──

《絆双刃デユオ》であるみやびも、初耳であるその話について深く訊くことを申し訳なさそうに言う。

「二年前に宗家──つまり私の家が男児を授かったのだ」

「弟さんが生まれたってこと？」

　頷うなずき、健康で元気な子だと橘は微笑ほほえむ。

「で、でも、さっき宗家の女子は分家に入るって言ってたでしょ？　それだったら、何も婚約を解消しなくても──あ、ごめん……。巴ともえちゃんの気持ちもあるもんね……」

「いや、キミの言っていることは正しいよ、みやび。だが、そこにも事情があるのだ」

　事情とは、十八の分家の内一家に跡取りとなる子が一人も居なかったことに起因する。

　当初は他の分家から養子を迎え入れる予定だったが、跡取りという立場が無くなった橘が、成人後にそちらへ養子となることに決まったのだと言う。

　また、アキラの一門の子は他に女児しかなく、結果的に二人の婚約は解消となった。

「弟が授かったことは心から嬉うれしく思う。ただ──私も、晶あきら兄さんも、己が進むと思っていた道が閉ざされてしまったことも確かでね」

　揺れるカーテンへ顔を向けながら、橘はぽそりと次の句を口にした。

「私たちは、道に迷ってしまった」

　そよ風に長い髪が揺れる。

「晶兄さんは最後に会った日、私との婚約解消が決まった日に言っていたよ。橘流という箱庭の外へ出て、世界を見て来る、と。いつか新しい道を見出してみせる、と……」

「……橘はなんて答えたんだ？」

「どう声を掛けていいものか、私にはわからなかった……」

　結局、何も言えないままに去って行くアキラを見送り──

　けれど彼が告げた言葉は、ずっと自分の中に残ったと橘は語る。

「どうして晶兄さんが《６６６ザ・ビースト》などに身を寄せたのか、何がきっかけだったのか、私にはわからないが──先日、私の実家から連絡が入った日のことを憶えているか？」

「……ああ、確か家宝の刀剣が──」

「そうだ。代々橘の当主に受け継がれてきた宝刀だ。あのときは壊れたと話をしたが──正しくは、晶兄さんの手で砕くだかれたのだという連絡だった」

「──っ！　どうしてそんなことを……？」

「何かしらの決意の表れではないかと考えられるが──」

　橘たちばなは首を横に振る。

《修羅會グラデイエイト》で、本人から聞き出すしかない、ということだろう。

「晶あきら兄さんについて私から話せることはこんなものだが、一つ頼まれてはくれないか？」

　他のみんなも気になっているだろうから、俺たちから伝えておいて欲しいと告げられる。

「リーリスではないが、二度も話すにはさすがに私も気が進まぬのでな」

　そう言って橘は、申し訳なさそうな表情を浮かべた。

　かつて一時期とはいえ許婚いいなずけであった相手が、再会したときには犯罪結社《６６６ザ・ビースト》の一員と化していた──

　複雑な関係に橘の心中を察し、俺はみやびともども承しよう諾だくすると、この後にみんなへ伝えたのだった。




　やがて二週間が過ぎ、橘が退院してきた。

　橘は約束どおりみやびに技を指導し始め、二人で稽けい古こを行っている姿を何度も見かけることになった。

　そして月日は瞬またたく間に過ぎ──

　運命の夏がやってくる。





　　　　◇






　焱ほのおが揺らめく。

　まるで槍やりの如ごとく細長い焱ほのおが、宙空にて固定されたかのように揺らめいていた。

　学園の南東区画は屋外格技場の裏手に位置するこの場所は訪れる者も無く、少女が己の身に宿った《焱ちから》を誰にも知られず行使するに最適の場所であった。

「行っけぇっ!!」

　叫ぶとともに、少女──九ここの重え音おと羽はは強くイメージをする。

　途端、焱の槍は音羽がイメージしたとおりに凄すさまじい速度で地を穿うがつ。

「は、ぁ……はぁ……やっ、たぁ……」

　音羽は荒い呼吸で肩を上下させつつ、自らの生み出した結果に小さく喜びを口にした。

（でも、もっと数を創つくれるようにしないと……）

　練度を高めようとする理由は、《焱》を扱うには大きな欠点──最小か最大でしか放つことが出来ないという面があるためだ。

　最大の威力は開けた場所、加えて周囲に仲間が居ないという条件下でなければ非常に使い難い。

　最小の威力は場所を選ばずに使える分勝手がいいものの、《修羅會》で相対することとなるであろう相手に通用するようなものではなく、よくて牽けん制せいと言ったところだろう。

　となれば、威力の調整を行えるようにしなければならないというのは自じ明めいの理りで、音おと羽はは己の焱ほのおを意のままに操れるよう、透とお流るたちの目を盗んで日々特訓を続けていた。

（あ、そろそろ行かないと……）

　時刻を確認すると音羽は格技場の裏手を後にし、寮へと戻る。

　シャワーを浴び、隣室へと顔を出すとかぐわしい香りが待っていた。

「お疲れさま、音羽。一休みしたら始めますよ」

　ミルクティーを注いだカップをサラが置く。

　サラは──無論、透流たちもだが、音羽の特訓について知る由よしも無い。

《修羅會グラデイエイト》でどんな状況が待ち構えているかわからない以上、体力トレーニングだけは行っておこうと思うという音羽の発案を信じ切っているからだ。

　嘘をついていることは心苦しくあった。

（だけど、それでも──）

　それでも音羽は《力》を今以上に使いこなすことを望む。

　大切な人たちを護まもりたい──

　ただその一心で。






　■第五章『……もしか、して……』









「牙を断て──《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

「薙なぎ絶て──《斬鐵閃コールブランド》!!」

　俺が結界を発生させた瞬間、トラもまた《力ある言葉》を叫ぶ。

　キン!!　刃が一いつ閃せんした刹せつ那なの後、不可視の楯たてが高い音を立てて砕くだけ散る。

「なっ……!?」

「終わりだ、透流!!」

　僅わずかな動揺を見逃さず、持ち前の速さで間合いを詰めたトラが再び《印短刀カタール》を振るう。

　ギキィンッ!!　刃は俺に届くことなく、構えた《楯たて》によって防がれた──

　が、しかし俺の顔は苦痛に歪ゆがむ。

《斬鐵閃》によって凄すさまじい切れ味と化した《印短刀》が、《楯》に深い斬撃痕を残したのだ。

（何て威力だ……!!）

　相当な硬度を誇る俺の《楯》ですら三撃──いや、保もって二撃ほどか。

　トラが敵じゃなくてよかったと思うと同時に、味方であることの頼もしさを感じつつ、俺は拳こぶしを振るった。




　時が経たつのは早いもので、月日はあっという間に流れて七月を迎えた。

　吹く風は生ぬるく、照りつける日ひ射ざしが日々厳しくなる一方だ。

　招待状が届けられて以来、トレーニング漬けの毎日が続いているという記憶しかない。

　オーバーワーク対策に幾いく度どか休息日も挟んだのだが、毎回丸一日ぶっ倒れ疲労回復に勤いそしんでばかりだったので、結局はトレーニングの記憶しかないのだが。

　そんな毎日が続く中で、唯一と言っていいほどの楽しみは定番だが食事の時間だ。

　メシを食う楽しみもさることながら、みんなと賑にぎやかに過ごす時間は何物にも代えがたいと、当たり前のことを改めて思う。

　ただし、時折肉が精しよう進じん料りよう理りに差し替えられることだけは残念でならなかったが。

　ともあれそういった日々が続く中、《修羅會グラデイエイト》は開催まで二週間を切り──

　俺たちはようやく《位階限定レベルリミツト》を解除し、同時に《昇華の儀》を行った。

　結果、俺とリーリスは《Ⅵレベル６》へ、トラが《Ⅴレベル５》へと《位階昇華レベルアツプ》を果たすことが出来た。

《星紋狂衡デイスオーダー》についてだが、基礎を重視したトレーニングの効果が出ているためか、今のところ症状は現われていない。

　治ったのか、それともまだ現われていないだけなのか──

　どちらにせよ、今後も注意しなければならない事であるのは確かだった。

　そして今日は、先刻までトラと手合わせをしていたのだが──

　今は状況が違った。

「お兄ちゃんもトラちゃんも、子供じゃないんだからいいかげんにしなさいっ」

　十三歳の女の子に説教をされる男子高校生二人──しかも正座。

　これ以上ないくらい情けない光景だ。

「いや、だから俺が一撃入れたってのにトラが負けを認めないから……」

「ふん、クリーンヒットしていないのに勝ったなど片腹痛い話だ」

「い・い・か・げ・ん・に・し・な・さ・い」

「「はい……」」

《星紋狂衡》を克服するため、ここのところ基礎トレーニングがメインとなっていた俺だが、それだけでは実戦感覚が鈍にぶってしまうため模擬戦だけは行っていた。

　今日もさっきまで、どちらかが一撃を入れるまでという形式でトラと手合わせをしていたのだが──白熱し過ぎて、結果は互いに傷だらけだ。

「まったくもう……。二人ともちっとも変わらないんだから……」

　ぷりぷりと怒りながら、音おと羽はは俺の頬ほおに氷ひよう嚢のうを当てる。

　なんだか昔に戻ったかのような錯覚に陥おちいり、思わず頬が緩ゆるんでしまうと──

「何をニヤニヤしているんだ、貴様は……」

　トラに呆あきれられてしまった。

　そう口にするトラも普段よりどこか表情が柔らかく見えるのは、俺と同じ想おもいを感じているからかもしれない。

「よし、休憩終了。走って来る」

　懐かしさに浸りたいのはやまやまだが、それはすべてが終わってからだ。

「ふん、たまには付き合うか」

「別にいいけど容よう赦しやなく置いていくからな？」

「やれるものならやってみるんだな」

「二人とも、いいかげんにしなさ────い!!」

　音おと羽はに怒鳴られるや否いなや、俺たちは脱だつ兎との如ごとく駆け出した。




　音羽の姿が見えなくなるまで駆けた後、足を緩ゆるめたところでトラへと質問を投げる。

「明日、どっちが勝つと思う？」

「……穂ほ高たかには悪いが、筋肉バカだ」

　みやびとタツは先日──七月に入って行われた《昇華の儀》で、ともに《Ⅳレベル４》に至ることが出来なかった。

　それにより《位階レベル》の高い方を七人目とする選択肢は消え、明日手合わせをして勝った方が俺たちに同行することに決まったのだ。

「とはいえ──」

　足を止め、トラは貯水池の傍かたわらに顔を向ける。

　視線の先には、橘たちばながみやびに指導を行う姿が見えた。

「この二ヶ月半でどれだけ穂高が伸びたか次第では、結果は変わると思うがな。……まあ、どちらへ転ぶにしても複雑なところか」

「トラもそう思うか？」

「貴様の気持ちを代弁しただけだ──と言いたいところだが、さすがに穂高を連れて行くのはな……」

　トラが渋い表情で頷うなずいたそのとき、橘がみやびの下腹部に手を触れた。

「──っ!?　なな、何をしてるんだと思う……!?」

「ぼ、僕に訊きくなっ……!!」

　などと大きな声で騒いだため、二人が俺たちに気付く。

「透とお流るくーん、トラくーん」

　みやびが手を振る姿に、俺はトラへどうするかと問う。

「ど、どうするも何も無視するわけにもいかないだろうっ」

　そんなこんなで、俺たちはどことなく気まずいまま二人の下へ向かうことにした。

「九ここの重え、調子はどうだ？」

「い、今のところは大丈夫だな」

「──？　それならいいが、何か変調があったらすぐに言うのだぞ」

　ぎこちない笑顔を作ってしまったため、一瞬怪け訝げんそうな表情をされてしまった。

「と、ところで──」

　コツン、とトラから肘ひじで突かれる。

　質問はきちんと考えて口にしろとのことだろうが、俺だってそこは当然分かっている。

「かなりハードな稽けい古こをしてるみたいだな、みやび」

「え？」

　どうしていきなり、といった顔のみやびに、俺は自分の前腕を軽く叩たたく。

　みやびの前腕、そして膝ひざなどに擦り傷が出来ていたからだ。

　橘たちばなから教わった技を、幾いく度どとなく反復稽古しているためだろう。

「あ……」

　みやびは俺の言葉の意味を理解し、ささっと両腕を背中に隠してしまう。

「き、傷だらけだし、あんまり見ないで欲しいかなって……」

「──？　どれだけ頑張ってるかって証なんだし、隠すことないと思うけどな」

「そう言って貰もらえるのは嬉うれしいんだけど、でも……」

　と困ったような様子を見せるみやび。

　すると何な故ぜかトラから小声で「バカモノ」と叱しつ責せきされた上に、肘打ちが飛んできた。

（何なんだ、いったい……）

「ところで今は何を──」

　気を取り直して質問を途中まで口にしたところで再び肘打ちが飛んできて、俺は話題の選択をミスったことに気付く。

「今？　今は巴ともえちゃんからコツを教わってたところかな」

「「コツ!?」」

　みやびの下腹部に触れる橘という光景を思い出し、動揺する男子高校生がここに二人。

「うむ。橘流の技を刺突進チヤージに応用出来ればとな。丹たん田でんに集めた気を、蹴り足から一気に発することで爆発的な突進力を得る技法で──と、言葉よりも実際に見せた方が早いな」

　そう言って橘は誰も居ない方向へと体を向け──

　ドンッ!!　土煙を上げ、一瞬で五メートルほど先まで移動をした。

　目で追えない速さじゃないが、それでもかなりの速度だ。

「ほう、かなりのものだな」

「ああ。……だけど今の動きって──」

「橘流・天あまつ風かぜノの走そう──他流では縮地法と呼ばれる技法だな。見てのとおり、間合いを詰めるために使うものだ。彼と違い私は未熟故ゆえに、土煙を起こしてしまうのだがな」

　同じ流派であるアキラが見せた動きだと肯定しつつ、自身の未熟を恥じる橘。

　俺としては、橘だって年齢を考えれば相当な使い手だとは思うのだが。

「よかったらキミたちも習得してみる気はないか？　期間的に完全な会得は難しいだろうが、踏み込みの速度を上げる程度には役立つだろうし、何よりキミたちのスタイルに噛かみ合うと思うが……」

「はは、間合いの狭さには定評があるからな」

「特に貴様はな」

　苦笑いで橘たちばなに返すと、手痛い一言が横から聞こえてきた。

「ただ、見た限りで気になったが、天あまつ風かぜとやらは動きが単調すぎはしないか？」

「さすがはトラと言っておくよ。キミの言うとおり、天風は線の動きに特化しているため方向転換はきかず、加えて数メートルの距離が必要となる。それゆえ使いどころは考えなければならないだろうな」

　どういうことなの、と小声で訊きくみやびに、遠間から毎回使っていると攻めが単調になるんだと説明を返す。

「けれどそのために、天風の対になる技法も橘には存在するのだ。……九ここの重え、これからキミの懐に入るから、軽く拳こぶしを突き出してくれるか？」

　俺が承しよう諾だくすると、橘は足を前に踏み出して歩き始め──

「──っ!?」

　突然、その姿が霞かすむ。

　霞み、ゆらゆらと体を揺らすようにして近づいて来る。

「……っく!!」

　間合いに入った瞬間、手加減はしつつも肩口へ掌しよう底ていを突き出す──

　が、俺の放った一撃は、まるで幻を突いたかのように橘の体を貫つらぬき、触れた感覚がまったく無い。

「橘流・朧おぼろ月づきノの歩ほ──天風とは対極の間合いを詰める技法がこれだ」

　攻撃をかいくぐった橘は、俺のみぞおちへ肘ひじ打ちを寸止めで放っていた。

「今の動き、なんか凄すごかったな。どうして今まで使わなかったんだ？」

「私の型は基本的に受けを重視しているからな」

《焔牙ブレイズ》も《鉄鎖チエイン》だから、無理に遠間から攻め入る必要性が無かったと付け加える橘。

「なるほどな。まあそれはともかく、せっかくだから両方とも──」

「いや、《修羅會グラデイエイト》までの期間を考えれば、会得しやすい天風のみに絞しぼった方がいいだろう」

　という橘の意見もあり、俺たち三人は天あまつ風かぜノの走そうとやらの指導を受けることになった。

「まず先ほど言ったように丹たん田でんに気を集める。次に蹴り足──ここは重要な点だが、地を蹴る瞬間に僅わずかに捻ひねりを入れることで、同時に発する丹田の気を螺ら旋せんの──」

「待った」

「ああ、すまない。一気に説明をし過ぎたか。手本を交えて何度か説明をすべき──」

「いや、そうじゃなくて──丹田ってなんだ？」

　俺の質問にため息が漏れる──トラから。

「まあまあ。知らないものは仕方ないではないか。丹田と言うのは──」

　ここで何な故ぜか、俺はふと思い出すことがあった。

（そういえば、みやびの下腹部に触れていたのは結局なんだったんだ……？）

「ここにある」

　俺の思考に合わせるかのように、橘たちばなが下腹部に触れてきた。

　もちろん、俺の下腹部にだ。

「「「──っ!?」」」

「へそより僅わずかに下と思ってくれていい。ここに力を集めると意識するのがわかりやすいかもしれ──」

「とと、巴ともえちゃんっ！」

「どうした、みやび？」

「そ、そ、その手の位置……。さっきわたしも教えてもらったからわかるけど、でも、そこって、あの……と、透とお流るくんの……」

　何とかそこまで言うも、当然その先の単語など口に出来るはずもなく、みやびは真っ赤になって俯うつむく。

　当の橘はと言うと、みやびの発言に自分の手──俺の大事な部分すれすれに触れているところを見て大きく目を見開いた。

「わ、わ、わ、私の不ふ埒らち者────っ!!」

　羞しゆう恥ちからみやびとほぼ同レベルで顔を真っ赤にし、橘は叫びながら駆けて行く。

　……直後、貯水池に派手な水柱が立った。










　翌日──屋外格技場にて、みやびとタツが《焔牙ブレイズ》を手にして向かい合う。

　古代ローマの闘技場を模したこの場所で、現代に甦よみがえった剣闘闘技会グラデイエイトへの出場者を決めるというのは何とも皮肉なものだ。

　結末を見届けるのは《修羅會グラデイエイト》へ参加する俺たちと、この三ヶ月近く特訓に幾いく度ども付き合ってくれた月つき見みだ。

「んじゃぁ──始めやがれ!!」

　運命の一戦、その始まりを告げたのはうさぎ耳の担任だ。

　開始の合図とともに軽く《焔牙》の先端をぶつけ合うと、タツが即座にサイドステップする。

《騎兵槍ランス》の特性上、最初の間合いから即座に攻撃を仕掛けるには突き以外になく、振り回したり叩たたきつけたりするにはワンテンポ遅れると想定しての動きだ。

「あら、一いつ気き呵か成せいに攻め立てると思ったけど……」

「まずはみやびの攻め手を封じに来たか。……タツにしては珍しいな」

「らしくないのは、あの筋肉バカなりに必ず勝たねばという意志があるからだ」

「確かに最初から踏み込めば、出会い頭のカウンターを貰もらう可能性も高いからな」

「ヤー。もしみやびと闘たたかうなら、私も同じように動きます」

　俺たちが戦況を見守る中、タツは円を描くように動きつつ攻撃を仕掛け始める。

　けれどその攻めはコンパクトで手数を重視したもので、俺たちの知っている一撃必殺を旨としたタツの闘い方とは随分と違う。

「トラ。もしやキミがタツに……」

「ふん、あいつはやかましく鬱うつ陶とうしく暑苦しいし、馬などまったく合わん──が、それでも今日の勝負は音おと羽はの力になるためにも絶対に負けられないと頭を下げられて、力を貸さんわけにはいかないだろう。……成り行きとはいえあいつは僕の《絆双刃デユオ》なんだからな」

　音羽が昊こう陵りよう学がく園えんに身を寄せた初日、タツは何かあったら力になると告げた。

　あの言葉がその場の勢いだったわけじゃなかったと、俺たちは知る。

　勝つためにトラに頭を下げ、自分の普段のスタイルを捨てて闘う姿に強い意志と覚悟を感じる。

　そんなタツに相対するみやびは防戦一方で──

　けれどすべての攻撃をしっかりと防いでいた。

　しかと目を開き、長く重い《騎兵槍ランス》を上手く使って襲い来る《偃えん月げつ刀とう》を受け流す。

　受け止めてしまえば、威力を殺しきれずに体勢が崩くずれてしまう可能性があるからだが、それだけじゃない。

　受け流すことで、相タ手ツが次の攻撃を繰り出すまでのテンポを一つ遅らせている。

「《騎兵槍》を上手く使っていますね、みやびは」

「橘たちばな流十八芸には薙刀なぎなた術もあるのでな。トレーニングルームに置いてあった練習用の薙刀を使って、《偃月刀》対策をさせて貰もらったのだよ」

　タツの放つ重い一撃を受け止めたら、膂りよ力りよくで劣るみやびは圧倒的に不利になる。

　そうならないための特訓だったそうで、想定とは違えど成果が出ている様に橘は満足そうに口角を上げた。

「みやび！　そろそろキミも特訓の成果を見せてやるのだ！」

「巴ともえちゃん──うんっ……!!」

《偃月刀》を受け流し、みやびが攻めに転じる。

　刺突進チヤージの構えから、刻むように連続した突きを放つみやび。

（あれは……）

　以前、俺が練習相手になったときの攻撃だ。

　しかも以前のままではなく、斜め上へ繰り出すような突きに変わっている。

　突きともあって回避し辛く、防御もしづらい。

　内何発かはタツの体を捉えるも、《偃月刀》で軌道を逸そらされ僅わずかなダメージを与えるだけに留とどまった。

　普段は攻め一辺倒のタツも、この勝負のためにトラから防御を叩たたき込まれてきているのがよくわかる。

　だが──それでもみやびの意志と覚悟が、努力の量が上回った。

　ガギィンッ!!　タツが防御をしくじり、両腕が跳ね上がり、《偃えん月げつ刀とう》が手から離れて宙に飛ぶ。

「今……!!　てやぁあああああっっ!!」

　大きな隙を見逃さず、みやびが刺突進チヤージを繰り出す。

　体重を乗せ、己自身も槍やりと化した一撃を。

　しかし──それはタツの仕掛けた罠わなだった。

　捉えたかと思った瞬間、刺突進をタツはぎりぎりで躱かわし、カウンターとなる体当たりをみやびに喰くらわせる。

「か……はっ……!!」

　吹き飛ばされたみやびは格技場に敷き詰められた砂の上に倒れ、彼女の手から《騎兵槍ランス》が離れ落ちた。

「ま、だ……。──っ!!」

　即座に体を起こして膝ひざを突いたみやびが見た光景は、熊のような大男が目の前に迫る様だった。

　タツはみやびの襟えり元もとを掴つかみ、力任せに投げに行く。

　背中から叩たたきつけられれば、戦闘不能状態となってみやびの敗北となるのは必定だ。

　そう、投げることが出来たなら。

　襟元を掴まれた瞬間、みやびはタツの腕を捻ひねり上げた。

「よしっ……!!」「なっ……!?」

　脇固めが極まった瞬間、橘たちばなが拳こぶしを握り、トラが驚きに目を見開く。

「完全に極まっています」

「驚いた……。あんなのを仕込んでたのね、巴ともえ」

「うむ。みやびに橘の技を請われていろいろと考えたのだが、練習量が物を言う組み技が性格的にも向いていると思ってな」

　橘の話に、昨日みやびの体に見た擦り傷を思い出す。

　あの傷は組み技──それも関節技や寝技の修練痕だったのだろう。

「確かに練習に熱心ってことを考えれば、これほどみやびに向いたものはないな」

「うむ。確固たる目標を持っている故ゆえに、習得への熱意も相当なものだったぞ」

　襟元を掴んだタツが、投げへ移行するまでの瞬間に見せた流れるような動き──

　そして今、立ったままぎちりと肘ひじの関節を極めた姿から、《修羅會グラデイエイト》に参加すると宣言してから今日まで、とても濃密な時間を過ごしてきたと察することが出来る。

「そこまでだ!!」

　勝敗は決したと月つき見みが決着を宣言する。

　関節を極められた状態を、死に体としたのだろう。

　みやびは勝敗が決すると即座にタツを解放し、大丈夫かと心配する様子を見せていた。

　タツは問題無いと返し、己の敗北を認める旨を伝えた。

「認めるしかない、か」

「……そうだな」

　二人の姿を目に映しながら、俺はトラと短いやり取りを交わす。

《獣ゾア》との闘たたかいを経ても、俺たちはみやびにこちらへ深く踏み込んで来て欲しくないと思っていた。

　だが、もう認めざるを得ない。

　穂ほ高たかみやびはただの女の子ではないと。

　俺たちと肩を並べて闘う意志を持ち、それに見合う《力》をその身に秘めた強い女の子なのだと。

「みやび、見事だったぞ」

「ふふっ、巴ともえちゃんのおかげかなって」

「そんなことはない。熱意がなければ技術は身につかないものだ」

　橘たちばなから差し出されたタオルを受け取り汗を拭ぬぐうみやびは、褒ほめられたことに対してくすぐったそうだ。

《絆双刃デユオ》の勝利がよほど嬉うれしいのか、橘は少しばかり興奮気味に褒め言葉を並べ立てる。

　おかげでみやびはくすぐったさを通り越して、「ちょっと褒め過ぎだよ……」と呟つぶやき小さくなっていく。

　しかし橘はその様子に気付くはずもなく──

「……助けてやれ」

「みやび……！」

　呆あきれたように言うトラに頷うなずき、みやびへと呼び掛ける。

「と、透とお流るくん……。わ、わたし……どうしても一緒に行きたくて、だから……」

　俺は水入りのボトルを放り、みやびはそれをキャッチする。

「お疲れさん。それと──頼りにさせて貰もらうぜ」

「あ……。うんっ……♪」

　こうして、ここに《修羅會グラデイエイト》へ向かう七人目が決まったのだった。




　小一時間ほどし、時計塔の鐘よりも早く腹の虫が昼を伝えた頃──

　ユリエと手合わせをしていると、音おと羽はが昼食の誘いにやってきた。

　今日は団結式も兼かねて外で食べるということで、涼しい水路傍そばの木陰を選んでレジャーシートを敷いて腰を下ろす。

　そこへ数多くの重箱が置かれ、声を掛けて集まったみんなで食べ始める。

　顔ぶれは以前ダディ牧場へ行ったときと同じで、十人という大所帯は平時静かなこの場を一気に賑にぎやかな場へと変える。

「へぇ、音羽が作ったのか、これ」

「うん。サラさんに教えて貰もらったんだよ。サラさんね、すっごく料理が上手なんだぁ」

「ふふっ、あたしの執事だもの♪」

　鼻を高くしたのは主あるじで、従者はこの程度当然ですと言いながら頭を下げる。

　けれども僅わずかに口角を上げているところを見逃さなかった俺は、やっぱり褒ほめられると嬉うれしいんだなと思いながら小さく笑った。

　……見つかって、何を笑っているのかとばかりに睨にらまれたが。

　慌あわてて顔を逸そらしてシュウマイを口に放り込むと、びっくりするほど美う味まい。

「おっ、このシュウマイすげー美味いな。これも音おと羽はが作ったのか？」

「……私です」

　嫌らしく告げたのはサラだった。

「サ、サラは凄すごいんだな、ははは……」

　お前に褒められても嬉しくない──

　凶悪な視線がそう語っていた。

「くはははっ、がっちり胃袋掴つかまれてんぞ？　ポジション奪われちまったなぁ、乳牛」

「うう……。まさか過ぎる伏兵かなって……」

「みやび、私にはサラが胃袋と言うより胸ぐらを掴みそうな様子に見えるのだが……」

　俺が震えていると何やら月つき見みがみやびの肩を叩たたいて話し掛け、そのみやびが頭を垂れ、橘たちばなが苦笑いをしながら話し掛けている。

　その傍そばではトラがため息をつき、タツは大きな笑い声を上げていた。

「どう、透とお流る？　あたしの旦那様になると毎日これを食べられるわよ？」

「お嬢様、私は料理人ではないのですが……」

　英国主従のやり取りを、音羽は口元に手を当ててくすくすと楽しそうに見ている。

「トール」

「なんだ？」

「いいですね」

「ああ、そうだな」

　短い言葉のやり取りではあるも、ユリエの言いたいことをしっかりと受け止める。

　とても平和で、賑にぎやかで、いつまでもこの空間に浸っていたい。

　今日という日が終わっても、またこうやってこの顔ぶれで過ごしたい。

　だからこそ、この先で待つ闘たたかいを乗り越え、みんなで帰って来ようと改めて心に誓う。

　やがて音羽とサラが用意してくれた弁当はすべて空となり、特訓を再開する前に僅かだが食休みを取ることになったわけだが──

「……トール、それとみんなも。まだお腹に余裕があればこちらをどうぞ」

　銀色の少女が、傍かたわらに置いてあった保冷バッグから何かを取り出した。

　赤くぷるぷると揺れるそれは、ゼリーだった。

「今日は暑いですので、さっぱりしたデザートを食後にと思いまして」

「それは嬉うれしい配慮ってやつだな。じゃあありがたく──って、もしかしてユリエが作ったのか？」

「ヤー。トレーニング前に少し時間がありましたので」

　冷えたゼリーの赤は、抜けるような青い空と緑の木々に囲まれた空間に映えて綺き麗れいだ。

「じゃあ頂きます──おっ、甘酸っぱい。……これってトマトか？　にしてはちょっと違う感じが……」

「レモン果汁を入れています」

「なるほどな。だからこういう味なのか」

　トマトベースのゼリーではあるが、レモンの味がアクセントを効かせていていい感じだ。

　砂糖が甘みも加え、シンプルながら癖くせになりそうな味わいに舌した鼓つづみを打つ。

「……お味はどうですか？」

「すげー美う味まい」

「♪　……トマトなので少し不安でした」

「ははっ、俺だって野菜全部がダメなわけじゃないって。それに──」

　先ほど感じたことを伝えると、ユリエはとても嬉しそうな様子を見せる。

「ごちそうさま。本当に美味かったよ。これだったら毎日食べたいくらいだ」

「ヤー♪」

　尚なお、今の一言が原因でこれから毎日同じゼリーが出てくると、このときの俺は知る由よしもなかった。

　そして──

「うう……。わたしのポジションが、わたしのポジションがぁ……」

　何な故ぜかわからないが、みやびががくりと両手をついてショックを受けていた。




　食休み中は技や闘たたかい方について考えたり意見を交わしたりは勿もち論ろん、普通の話をしたり本を読んだり昼寝をしたりと思い思いの時間を過ごす。

　今日もまた、それは同じだ。

　俺もしばらく座ってのんびりしていたのだが、こちらに背を向ける形である一点をじっと見つめるみやびに気づき、その背中をぽんと叩たたく。

「透とお流るくん……」

「……《絆双刃デユオ》として、声を掛けてやった方がいいと思うぜ」

「うん、そうだね……」

　直前まで、みやびの視線が向けられていたのは橘たちばなだった。

　その橘はと言うと、木の根本に座って手元の本へ視線を落としていたのだが──

　沈んだ表情を浮かべたまま、一ページたりとも進んでいない。

　俺とみやびは互いに頷うなずくと、そんな橘へと近付いて行った。

「巴ともえちゃん」「……ぼんやりしてどうしたんだ、橘」

「──っ！　みやび、それに九ここの重えも……。なに、少々考え事をしていてな……」

　橘たちばなが顔を上げて俺たちを見る。

「《昇華の儀》のことか？」

「……うむ」

　橘は目を伏せて頷うなずき、そのまま沈黙が場に訪れた。

　彼女の現在の《位階レベル》は《Ⅲレベル３》──

　そう、先日の《昇華の儀》で橘は《位階昇華レベルアツプ》に至らなかった。

　より正しくは、《昇華の儀》を受けなかったのだが。

（あのときは驚いたよな……）

　俺は沈黙が続く中、《昇華の儀》が行われた前日の夜を振り返る。




　それは、橘の一言から始まった。

「皆に聞いて貰もらいたいことがある」

　今回の件に関わるメンバーが揃そろった場で、橘は全員を真剣な眼まな差ざしで見回す。

「明日の《昇華の儀》だが──私は辞退しようと思う」

「なっ……!?」「巴ともえちゃん……!?」

「……私から特例で《位階昇華》を希望しておきながらすまない。自分がどれほど皆に迷惑となることを口にしているかは重々承知の上だ。だがそれでも、私は……」

　最後は手元に視線を落とし、悔しそうに歯は噛がみする。

　しばし、沈黙が続いた。

　無理もない。

　橘は《Ⅲ》のまま、《修羅會グラデイエイト》へ臨むと言っているのだから。

「理由を教えてくれるか？」

　責めているわけじゃないが、理由は訊きいておくべきだろう。

《Ⅳレベル４》へ至ることで得られる《焔牙ブレイズ》の真の《力》──《業リヴオルト》は、ときとして戦局を大きく変えるほどのものだ。

《修羅會》が命懸けの闘たたかいとなる以上、その《力》を得るために必須となる《昇華の儀》を放棄するとなれば大きな痛手になると、橘自身も理解した上で出した考えだ。

「……昇華に失敗したとき、数日間の反動が来ることは皆も経験して知っているだろう。今は重要な時期だ。一日が惜しい」

　組んだ手に力を込め、橘は酷ひどく言い辛そうに答える。

「今の自分では《位階昇華》を果たせない──そう思ってるってことでいいわけ？」

　そのものずばり、核心を突いたリーリスの一言に、橘は苦渋の表情を浮かべ──頷く。

《Ⅳ》へ至れないのであれば、その分少しでも多く鍛錬を積んで強くなっておきたい、ということらしい。

　黄金の少女は『どうするの？』とばかりに俺を見る。

　俺はため息をつき──

「まあ、それなら仕方ないな」

　納得した旨を告げる。

「なっ……!?　何を言ってるのだ、キミは!!　私を責めぬのか!?　いや、責めるべきところだろう、ここは!!」

「前から思ってたけど、橘たちばなって自分を追い込もうとするところがあるよな。責任を感じているんだろうけど、きちんと考えて出した結論だろ。ちゃんと理由もある。だったら、俺たちは橘の意志を尊重する──そういうことだ」

　俺はみんなを見回し、意志を確認する。

　誰もが頷うなずき、《位階昇華レベルアツプ》を受けないという橘の考えに異論を唱える者は居ない。

「ありがとう、感謝する……」

　橘は礼を告げ、話は終わりを告げた。

　翌日、理事長に話し合いの場を設けてもらい、事情を説明した。

　理事長はあっさりと承しよう諾だくし、「強き意志無き者に《黎明の星紋ルキフル》は応えませんもの」と理由を述べた。

　それだけじゃなく、辞退ではなく保留という扱いにすると告げ、かつて俺が手渡された特殊噴射式注射ジエツトインジエクターを、橘に差し出した。

　当然、橘は受け取ることに迷いを見せるも、可能性を自らゼロにする必要は無いと俺は説く。

　かつて俺はインジェクターを受け取ることを拒否した。

　けれどそのとき受け取っていれば、多くの命を救えたかもしれないという想おもいはいまだにある。

　胸の内を語ると橘は、「キミの言うとおりだな」とインジェクターを手にしたのだった。




「強き意志、か……」

　橘がぽつりと呟つぶやき、俺は我に返る。

　彼女もまた、先日のことを思い返していたようだ。

「私が《Ⅳレベル４》へと至れなかった理由はそこにあったのだな……。強き意志など私には無いのだから……」

「橘……。そんなことは──」

　首を僅わずかに振り、橘は視線を落としたまま呟くように言う。

「少し、話を聞いて貰もらえるか」

　みやびと顔を合わせて頷くと、橘へ承諾の旨を告げる。

　そこからしばし間を置き、橘は遠くを見つめて語り出した。

「私は進むべきはずの道を失ってしまった……」

　以前、橘本人から聞いた話だが、それは始まりに過ぎなかった。

「無論、新たに進むべき道は用意され、そちらへ進んだ先で落ち着くことになる場所もわかっている。分家の門をくぐり、そちらの当主の座に着くのだと。だが──本当にそれでいいのかと、私の中に疑問が生まれたのだ」

　言われたとおりに進めばいいのだと、それが橘たちばな流のためであると理解は出来る──

　けれどもし、その道が先のものと同じように突然失われたら……？

　それまでは疑うことすらなかった自分の進む道に、橘は疑問を覚えた。

「私には芯が無いと気がついたのもそのときだ。己の中に確固たる芯があれば、どのような道を歩むこととなろうが決して見失うはずがないだろうに……。そして思ったのだ。本当の意味で強くなりたい、と。どのようなときでも、決して揺るがぬ芯つよさが欲しい、と……」

　しかしその強さをどうやったら得られるのか、ずっと橘流の教えの中で生きてきた橘にはわからなかった。

　悩み続ける中、ある日ふとアキラのことを──外の世界を見てくるという言葉を思い出したのだそうだ。

「橘の中に居ては見つからない答えも、外の世界でならば見つかるかもしれない、とね。もっとも──いまだ私は私の求める芯つよさが見つからず、道に迷ったままなのだがな」

　寂さびしそうに頭を振る様は、俺たちが知る凜りんとした雰ふん囲い気きを持つ少女とは別人に思えた。

「巴ともえちゃん……」

「すまない、みやび……。いつも偉そうなことを言っておきながら、本当の私などこんなものだ。……だからこそ私は《Ⅳレベル４》へ至ることが出来ないのだろうな。心に迷いを抱えた者が、壁を乗り越えるなど出来るはずがない、ということだ……」

「……そうかもしれない。だけど──それだけじゃない気がする」

「九ここの重え……？」「透とお流るくん……？」

　二人の少女が俺を見る。

　俺が告げる次の句を待つ。

　俺は、これまでのことを──

　あの夏の日から今日までに起きた様々な出来事を思い出しながら、自分の考えを少しずつ口にしていく。

「俺はいつも迷ってばかりだから……」

　誰かを護まもるために──

　あるいは怒りに任せて──

　情けないことだが、感情の揺らぎで《力》の振るい方を変えてしまう。

「……だけどそんな俺でも、壁を乗り越えられた。迷ってばかりで、今だって事あるごとに悩んでる俺がだ」

　二人はただただ俺の言葉に耳を傾け、じっとこちらを見つめ続けていた。

「俺が《Ⅳ》に昇華出来たのは、一つのことを強く願ったからだ。あのとき、《力》が欲しいって──ユリエを護るための《力》が必要だって、な」

「透とお流る、くん……」

「リーリスやトラも同じだと思う。きっと、あいつらも──」

「願いを実とするために《力》を求め、その意志に《黎明の星紋ルキフル》が応えた、と……」

　言おうとしていたことを橘たちばなが引き継ぎ、俺は大きく頷うなずく。

「だから、今すぐとは言えないけど橘ならきっと昇華出来ると思う。今は迷ってる状態でもいつかは、な……」

「そう言って貰もらえると少し気が楽になる。……が、私の願いは芯を得ること──必ずしも《焔牙ブレイズ》の《力》を要するとは思い難くあるというのも確かだ」

「……えーっと、他には何かないのかな？」

「他？」

《絆双刃デユオ》の少女が口にした疑問に、橘はどういうことかと訊たずねた。

「う、うん……。芯を得ることに《力》が必要じゃなくても、《力》が必要になる願望もあるんじゃないかなって」

「ふむ……。《力》を必要とする願い、か……。そうだな、一考の余地ありか……。だがそのような願いが私の中に在るかと問われると……」

「気持ちは分かるけど、焦って考えなくていいんじゃないか？」

　みやびも俺に同意し、そうかもしれないなと橘もここは素す直なおに受け入れる。

「それにしても……はは、励ましてもらってばかりですまないな、二人とも……」

　道に迷った少女は弱々しく笑う。

　悩みや焦り、様々な負の感情が心を不安定にしているのだろう。

「……《狂売会オークシヨン》のとき、お前が俺に言ったことを憶おぼえてるか？」

「私が、キミに……？」

　唐突な質問へ、怪け訝げんそうな様子を見せる橘へと頷く。

「自分一人で抱え込むな。一人じゃ限界があるんだから頼ってくれって感じのことを、言われたんだけどな」

《狂売会》の前夜、みんなの力を借りる以外の方法が思いつかずに悩んでいた俺に、橘が告げたことだ。

「同じ言葉を返すぞ。仲間なんだから、苦しいときは頼ってくれ。俺だけじゃない。みやびも、他のみんなだって居るんだからさ」

「九ここの重え……」

　目を見開き、しばし呆あつ気けに取られた表情を浮かべた後、ふっと橘が笑んだ。

「和は輪なり。輪を紡つむぎ螺ら旋せんと成せ──まさか橘から外に出て、それを教わるとはな」

「……和は──なんだっけか、それ？　聞き覚えはあるんだけど……」

「橘の教えだ。人との繋つながりによって高みを目指せといった意味合いだが、以前キミにも話しただろうに……」

　少しばかり呆あきれるように言われてしまう。

　言われてみると、確かに橘たちばなから稽けい古こを付けて貰もらう初日に心構えとして教わった憶おぼえが。

「……何て言うか、橘はやっぱり橘だな」

「何だそれは……」

「いや、橘の外に出たって言ってるけど、結局橘流は橘の中にしっかりと根付いているんだなって思ってさ」

「……………………」

「あ、悪い意味じゃなくてだからな。変な誤解を──」

　さっきの言葉が皮肉にも取られかねないと気づき、慌あわててフォローを入れようとする。

「は……」

「は？」

「ははっ……そう、か……。はははっ、そういうことか、私の中に……はははははっ!!」

　笑いながら橘は上半身を後方へ寝かせようとし──

　ゴン！　背後の木に後頭部をぶつけた。

「と、巴ともえちゃんっ……!?」

「お、おい、大丈夫か……？」

「っ！」

　なかなかの勢いだったので、頭を押さえながら橘は地面に転がったまま悶もん絶ぜつし──

「はははっ、あははははははっ!!」

　大の字になって空を見上げたまま、再び笑い始めた。

「と、透とお流るくん、いったいどうしたのかな……？」

「いや、俺にも何が何だかさっぱりだ……」

　みやびと顔を見合わせ、揃そろって首を傾かしげる。

　高笑いを続ける橘に、他の面々も何事かとこちらへ集まってきた。

　それでも橘の笑いは止まらない。

　そんな彼女を見て、俺たちは首を傾げたり肩を竦すくめたり眉をひそめたりと反応は様々だ。

　橘が何を思って笑い続けたのか、わからない。

　ただ、その顔はとても晴れやかなものだった。

　やがて──

「よし！」

　橘は体を起こし、俺たちをまっすぐに見つめた。

「皆に頼みがある」

　瞳ひとみに強い意志を湛たたえ、橘は俺たちを驚かせる要望を告げる。

　このときを境にし、長らく影を潜ひそめていた笑顔が橘の顔に戻ったのだった。





　　　　◇






《修羅會グラデイエイト》の開催まで十日余り──

「……こんな、ところ……かな……」

　肩を上下に揺らしながら、桜色の髪の少女は息絶え絶えに呟つぶやく。

　けれども、苦しそうな表情の中に笑みが浮かんだ。

　特訓を始めて三ヶ月──

　音おと羽はは焱ほのおをほぼ意のままに扱うことが出来るようになっていた。

　強弱は勿もち論ろん、数や集束速度なども、三ヶ月前と比べて格段に増している。

　ひとえに努力の成果であり、それは意志の強さでもある。

「は……ぁ……」

　大きく息を吐くと同時に《力》を扱うための集中が途切れ、髪が茶色がかった元の色へと戻った。

「そろそろ……戻らない、と……」

　呟き、少々おぼつかない足取りで音羽は場を離れる。

　途中、どこかから鳥の囀さえずりが聞こえてくるも、音羽には届いていなかった。

　まるで霞かすみがかったかのような意識の中、ふらふらと寮へと歩みを進める。

《焱ちから》は使うほどに、使いこなすほどに少女の体を蝕むしばんでいた。

　それは目に見える何かではなく、疲労という形で現われる。

　だからこそ音羽は、焱を使うと疲れる程度の認識しか持たずにいた。

　時が過ぎるとともに疲労は去り、体調も落ち着いてくるからこそ余計に。

　やがて寮へ辿たどり着く頃には意識もはっきりとし、音羽は顔馴な染じみになった寮監に挨あい拶さつをして部屋に戻った。

「ううーっ、べとべとして気持ち悪いよぅ……」

　夏場の屋外、それも高熱の焱を扱う特訓を行っていたということもあり、音羽は浴室へ向かう。

　ほどなくして、シャワーの音が浴室に響き始めた。

「シャワー最高ぉっ♪」

　夏場ともあってややぬるめのシャワーを浴びる中、音羽はすっかりいつもの調子に戻る。

　やがて火照った体も落ち着き、そろそろ部屋に戻ってサラとの勉強の準備をしようと考えたとき──

「──っ!!」

　突然、鋭するどい痛みが胸を襲う。

　苦しみに表情が歪ゆがみ、胸を押さえながら壁にもたれ掛かるも、足に力が入らずそのまま座り込んでしまう。

（ま、た……。何だろ、これ……）

　まだ動どう悸きが収まらぬ中、音羽は乱れた呼吸を繰り返す。

　以前、サラの部屋でティーカップを落としてしまったときと同じ痛み──

　それはこの三ヶ月で、不定期に音おと羽はを襲っていた。

　十日に一度、あるか無いか──

　多少時間を置けば何事もなくなるとあって、音羽はさして気にも留とめていなかった。

　このときまでは。

「──っ!!」

　先刻のものと同様の痛みが再び──否いな、それ以上のものが少女を襲う。

「はっ、はぁっ……はぁっ……はぁっ……」

（何……？　何なの、いったい……？）

　苦しさの中で、音羽は更なる痛みに気付く。

　胸ではなく、別の部分──手だ。

　動どう悸き収まらぬ中、自身の手のひらを見て、少女の表情は強こわ張ばる。

　ヒビが入っていたのだ。

　陶器にでも入るようなヒビが。

「なに……これ……」

　ヒビから、シュウシュウと音を立てて蒸気のようなものがあがり始めた。

　痛みは少しずつ遠のき、ヒビもまた薄くなっていく。

　やがて手からも、胸からも痛みが消えたとき、ヒビもまた白昼夢であったかのように消えた。












　けれど少女は直前に目にした光景が、己の体に起きた異変が夢などとは思えなかった。

（今の、何……？　私の体、どうしちゃったの……？）

　恐怖に自然と体が震え、少女はそれを止めようと必死で自分自身を抱き締める。

　けれど、止まらない。

　その中で、音おと羽はの脳のう裏りに甦よみがえる言葉があった。

『《焱ちから》を使うと体に負担が掛かるから今後は使うなよ』

　三ヶ月前、司祭衣キヤソツクの若い男が告げたものだ。

「──っ！　……もしか、して……」

　音羽は、気付く。

　ユーゴの忠告と、己の体を襲う異変との因果に。






　■第六章『これは宿題ね』









　七月も半ばを迎えたある日の昼近く──

　学園敷地内の一角ナーフアルに俺たちは集まっていた。

「もうそろそろだな」

　遠目に見える時計台の針は、あと三十分もすれば正午を──《６６６ザ・ビースト》の書状に明記されていた迎えの時刻を迎えようとしている。

　隣に立つ銀色の少女も、緊張した表情を隠し切れていない。

　これから向かう先が命の掛かった危地とあっては、場数を踏んだ彼女であろうとやむを得ないだろう。

「やっぱり不安か？」

「ヤー。途中で船に乗り換えるとのことですので……」

　コケそうになった。

「船酔いのこと心配してたのか……」

　苦笑していると、ユリエは何か妙案を思いついたらしく、ぽんと手を打ち合わせる。

「《天翔颯ヴインドイエールズ》で船とともに移動すれば酔わないかもしれません」

「……船の移動がどれくらいなのか分からないのにか？」

　書状には、《修羅會グラデイエイト》がどこで催されるかまでは記されていなかったのだ。

「別の方法を考えてみます」

　ともあれ船酔い対策をあれこれと思案するユリエはひとまず置いておくことにし、他の面々へと意識を向ける。

「が、頑張ろうね、巴ともえちゃんっ」

「もう少し肩の力を抜いた方がいいぞ、みやび。今から緊張していると始まる前にへばってしまうぞ」

「ふふっ、大丈夫だよ。そんなやわな体力の付け方はしてないかなって。……たぶん」

「ふむ、それは頼もしいことだな」

　みやびと橘たちばなが顔を見合わせ、笑みを向け合う。

　いい意味で緊張を互いに分かち合う姿から、《絆双刃デユオ》として二人が積み重ねきた時間が実りあるものだったのだと伝わってくる。

　そこへ、何やら騒がしい声が聞こえてきたので目を向けると──

「もう一度言ってみろ、この腹黒うさぎ……！」

「だーかーら、うさ耳貸してやっから、アタシの代わりにオメーが学園に残らねーかって聞いてんだよ」

「その後だっ!!」

「ん？　ああ、どーせ身長ほとんど変わんねーしバレねーだろ、か？　それとも、うさ耳付ければ身長も一気にアップすんぞ、の方か？」

「それだ!!　このバカ黒うさぎ。今日という今日は我慢ならん……!!　そこへ直れ!!」

「あ？　バカだ？　おうこらメガネ、言うに事欠いて誰に口利いてやがる。叩たたきのめされて身ぐるみはがされた挙げ句に、このメイド服だけ置いていってもらいてーのか？」

　想像するだけでこの世の地獄──いや、案外似合ってるかもしれない。

　結構似合うかもなとタツが大笑いをし、トラの跳び蹴りが炸さく裂れつした。

　そんな大騒ぎの面々とは違い、普段と変わりない顔ぶれもある。

「お嬢様……。お気を付けください」

「心配しなくても大丈夫よ。すぐに帰ってくるから、美お味いしい茶菓子を用意しておいてくれるかしら」

「はい。ミルクティーに合う最高級の物をご用意しておきます」

「後のことは任せたわ」

　主あるじの言葉に、執事の少女は胸に手を当てて誓った後、続いて音おと羽はへと話し掛ける。

「音羽さんも必ず無事に帰ってくるのですよ。今年の夏中には中学卒業レベルまで終わらせる予定なのですから」

「あはは……。さ、さすがにあと一ヶ月くらいで一年分を進めるのは無理があると思うから、もうちょっとペースを落としてくれてもいいなぁって思うんですけど……」

「なりません。淑女として学ぶことは学業以外にも沢山あるの──ひゃあっ!?」

　話の途中で、サラが悲鳴をあげる。

　背後から彼女の主あるじが胸を揉もみしだいたのだ。

「サラ、そんな根詰めてばかりじゃ息詰まるわよ。帰ってきたらまずはお茶会。それからＤＮＬデスニユーランドに行って羽を伸ばすって決めてあるんだから♪」

「お、お嬢様、お止めください、お嬢様ぁ……！　音おと羽はさん、助け、ひゃぅんっ……!!」

「リ、リーリスさん、それくらいで……」

「あら、代わりに音羽が揉ませてくれるなら構わないけど？」

「お兄ちゃーん、出発の時間はそろそろかなー？」

　見捨てたか……。




　やがて正午まであと十分ほどとなった頃、南の海上から学園へ近づいて来る悪魔の迎え垂直離着陸機が見えた。

　上空から敷地へと降りてくる機体を目にし、音羽が俺の服をぎゅっと掴つかむ。

　不安を隠し切れない姿に、少しでも安心させてやりたくて小さな肩を抱き寄せた。

　ほどなくして理事長と三み國くに先生も姿を現わし、迎えの機体へと俺たちは乗り込んでいく。

「ぜってー帰って来んだぞ、ガキども!!」

「お嬢様、音羽、他の皆さまもご無事で!!　お茶会の用意をしてお待ちしていますから!!」

　学園に正午を報しらせる鐘が鳴り響く中、月つき見みやサラたちに見送られながら俺たちは出立した。




　学園を離れて一時間強が過ぎただろうか。

　洋上に巨大な船が浮かぶ姿が見えてきた。

　世界一周クルーズでもしそうな豪華客船だ。

　まさかと思っていたらそのとおりで、間もなく船上へ着陸するという連絡が入る。

　船は全長三百メートル以上はあるだろうか。

　階層構造の屋上スカイデツキにはウォータースライダー付きのプールが設けてあるばかりか、テニスコートやジョギング用トラックまで見えることから、内部も相応の施設が備わっているのだろうと察することが出来る。

「すごい……」

　隣で音羽がぽかんと口を開けて驚く様子を見せ──

「あれだけ大きければ揺れは少ないでしょうか？」

　反対側の隣では、ユリエが真剣な顔をして船の揺れ具合を今から心配していた。

　そんな二人とは違い、俺は気が張り詰めてきていた。

（まさかとは思うけど、あの船が《修羅會グラデイエイト》の舞台ってことは……？）

　可能性が無いわけじゃないとは思うも、何か違和感があり──

　その理由にすぐに気が付いた。

　船上に見える施設──プールやテニスコートを利用している人の姿が在るからだ。

　どういうことだろうかという疑問は、船に降り立ってすぐに解決する。

　俺たちを出迎えた船内での専属スタッフという男が、開催地には四日後に到着する予定だと告げたのだ。

　今日、船に乗り換えた後、移動してすぐに開始と思っていたため、ちょっと緊張の糸が緩ゆるんでしまう。

　だがすぐに意識を切り替える。

　見た目はどうあれ、この船は《６６６ザ・ビースト》の所有するものであり、つまりは敵の領域テリトリーであるのだと。

　スタッフの男は船内で何か不自由なことがあったら遠慮なく言って欲しいと告げ、俺たちがこれから数日を過ごす部屋に案内すると、船内へ入って行く。

　ここで理事長と三み國くに先生は別のスタッフに連れられて別れることになった。

　賓ひん客きやくと俺たちとでは、宿泊する部屋の階層が違うそうだ。

　部屋へ向かう途中、幾いくつかの注意事項が告げられる。

　曰いわく、俺たち以外のチームや観戦のための賓客も乗船しているけれど、トラブルは起こさないように──

　また、十七時以降はドレスコードの時間帯になるため気を付けて欲しい、とも。

「……リーリス。ドレスコードってなんだ？」

「船内の雰ふん囲い気きを盛り上げるために、夜に部屋から外へ出歩く際に正装をするっていうエチケットのことよ」

　この手のマナーに詳しそうな黄金の少女に小声で訊きくと、即座に答えてくれる。

　意外にも音おと羽はがうんうんと頷うなずいていたのだが、サラに教わったのだと後に教えて貰もらった。

（しかし、エチケットねぇ……）

　血と金、殺意と狂気に満ちた闘とう諍じようの宴うたげ──

　そう聞いていたので、てっきり暴力的な方向ばかりを想像していたが、実のところはそうでもないようだ。

　よくよく考えれば、《狂売会オークシヨン》で見かけたのは上流階級に属する者ばかりだったのだし、今回もそういった連中に合わせた決まりが定められているのだろう。

　ほどなくして、俺たちの姿はこれから数日間を過ごす部屋の中にあった。

　用意されたのは隣り合わせとなった四人用の部屋が二つで、どちらもベッドルームが二つあるというかなりの広さだ。

「至れり尽くせりといったところだな」

「そ、そうだね……。それに船の施設はどれも自由に使っていいみたいだし……」

　船内の施設は、参加闘士であれば食事も含めてすべて無償とのことだった。

　今は女子の部屋に集まって話をしているのだが、あまりの好待たい遇ぐうに困こん惑わく気味だ。

「ふん、最後の晩ばん餐さんでも与えたつもりだろう」

「あら、一足早く夏休みのクルージングを満喫できると思えばいいじゃない♪」

　俺の感想にみやびが頷うなずき、そこへ皮肉そうな物言いで加わったトラへ、リーリスが愉たのしげに言う。

「どんな状況でもお気楽な性格だな、貴様は」

「年中眉み間けんにしわを寄せっぱなしの誰かさんより、よっぽどいいと思うけど？」

「ほう、誰のことか教えて欲しいものだな」

（敵の腹の中だってのに、いつもどおりだなぁ……）

　見慣れたやり取りが交わされる様子に苦笑してしまう。

　もっとも、平常心を保てるくらいの余裕を持っていると思えば、それはそれで頼もしいとも言えるが。

「お兄ちゃん、船の中を見て来ようよ♪」

　部屋の中や風呂などを一通り確認し終えると、音おと羽はが目を輝かせて提案してくる。

　出発前の怯おびえた表情が鳴りを潜ひそめているのは、初めて乗る豪華客船への好奇心が勝ったためだろう。

　みんなも誘い、全員で船内を見て回ろうと部屋を出る。

　スカイデッキは上空から見たということもあり、その下の階層を──と踏み入ったところでいきなり足が止まる。

　目前に広がるその光景──

　左右に建ち並ぶ幾いくつもの煌きらびやかな店、硝子ガラス張りの天井から燦さん々さんと陽光が降り注ぐその様は、まるで高級ショッピングアーケードに訪れたかのようだ。

「こ、ここって船の中だよね……？」

「そのはずですが、この光景を見ていると自信がなくなります……」

　みやびとユリエが呆ほうけながら言葉を交わし、橘たちばなが二人に同意するかのように苦笑する。

「あっ……！」

「どうしたの、音羽ちゃん？」

「こんなことならタブレット持ってくればよかったなぁって……」

　まさか豪華客船に乗るなどといった状況は想定していなかったため、音羽はお気に入りのタブレットを置いてきていた。

「仕方ないさ。いつかまた、今度は普通に乗ったときに持って来るといい」

「いつかまた……。そうですね、そうします♪」

　一方、元からしてこういった世界に縁えんのあるリーリスは、特に動揺した様子もなく周囲を見回して感想を漏らしていた。

「いい感じじゃない。まあ船のクラス的にはこれくらいは頑張ってくれないと格好がつかないし、当然と言えば当然だけど」

「……こういうとき、リーリスが居てくれるとホント頼もしいな」

「ちょっと透とお流る？　こういうときってどういう意味よ？　あたしはどんなときでも頼もしいと思うんだけど？」

「い、いや、今のは言葉のあやといったところで……」

　詰め寄られ、たじたじとなってしまう。

「ふぅん？　まあそれならいいけど……お言葉どおり、今も頼もしさを発揮してあげるわ」

「あ、ああ。頼む……」

　納得はしてない様子だが、引き下がってくれたことでほっと一息つく──

　だがしかし、それも一瞬のことだった。

　リーリスが俺とユリエの間に割り込んで来るなり、腕を絡めてきたからだ。

「こういった世界は慣れてないみたいだし、あたしがエスコートしてあげるわ、旦那様♡」

「いやいやいや、別にいいから……！　……って言うか当たってるし！」

「ず、ずるいよリーリスさんっ、透とお流るくんのエスコートならわたしが……！」

「私も慣れていないので、エスコートはトールではなく私にお願いします、リーリス」

「ふん。多少だが経験があるから僕に任せておけ、透流」

「あら、トラは透流と腕を組みたいわけ？」

「ト、トラ……。キミはそういう嗜し好こうを持っていたのか……？」

「そんなはずがあるか──っ!!」

「みなさん、落ち着いてっ。注目されちゃってますよぉ……!!」

　音おと羽はの言うとおり、アーケードを行き交う整った身なりの人々がこちらの騒ぎに何事かと足を止めて注視し始める。

　何でもないですから、と空笑いをしつつ俺たちは誤ご魔ま化かすも──

「あ、あの、リーリスさん。いつまで透流くんと腕を組んでるのかなって……」

「もちろん、エスコートを終えるまでよ」

　というやり取りから再び騒々しくなった場を諫いさめたのは、仲間内の誰でもなかった。

「……オメーら《修羅會グラデイエイト》がどんなものか理解してんのか？」

　アーケードに建ち並ぶ店の内一つ、中華レストランから出て来た男が呆あきれた口調で言い、そいつの顔を目にした瞬間、俺を含めた数人が身構える。

　かつて《狂売会オークシヨン》で、後に《禍稟檎アツプル》を巡る闘たたかいにて顔を合わせたその男、《６６６ザ・ビースト》の構成員──三み島しまレイジを前にして。

「久しぶりだなぁ、《超えし者イクシード》」

　ニタリと笑みを浮かべつつ、レイジが歩み寄ってくる。

「透流、こいつは──」

「《獣魔ヴイルゾア》だ。それもかなりの《力》を持ってる相手だ」

　視線を外さぬまま、《力ある言葉》を口にしようとしたその直前──

「やり合うのは後の楽しみにしようや」

　警戒を解けとばかりに両手を軽くあげて態度で示し、レイジは口くち端はを上げた。

「どういう──……っ！　そうか、あんたも……」

「ああ、オレもてめぇらと同じく闘士として《修羅會グラデイエイト》に参加するってぇことよ」

　レイジはクククと笑みを漏らし、俺の想像が正解だと告げる。

「では、どのような用件で私たちに声を掛けたのですか」

「《双剣ダブル》のお嬢ちゃんも久しぶりだな。強いて言えば、何となくってところだ。……ま、こんなところで立ち話もなんだから、メシでも食いながら話そうぜ。っつーかオレぁメシの途中なんだよ」

　踵きびすを返し、レイジはレストラン内へ戻って行く。

　無防備に背を晒さらした姿にどうしたものかと迷うも、《修羅會》についての情報をほとんど持ち合わせていないこともあり、何か有益な話を聞けるかもしれないと後を追った。

　店内に入り、俺は迷うことなく円卓を挟んでレイジの前に立った。

「おう来たか。ま、食え食え。ここのメシものすげぇ美う味めぇからよ。……ま、この船の中はどこのメシも美味ぇけどな」

　何種類もの料理が置かれた中華テーブルを指しつつ、レイジは手にした春巻きにがぶりとかぶりつく。

「生憎あいにくだけど昼飯は食ってきたんでね」

　テーブルに着くも、さすがに二度も命懸けの闘たたかいをした相手とともに食事を摂とる気になれず、俺は理由をつけて断る。

　ぐぐー。

「お腹が鳴っています、トール」

「……………………」

　レイジどころか、仲間内からもくすくすと笑う声が聞こえてきて、俺は顔が赤くなった。

「ま、食えや。どうしても食わねぇってんなら、オレぁ何も話さねーぞ。ついてきたってことは、話してぇことがあんだろ？」

「そこまで言われたら食わないと文字通り話が進みそうにないな」

　ぐぐー。

「締まらないよ、お兄ちゃん……」

「……………………」

　俺は無言でエビチリを口に運ぶ──超美う味まかった。

「で、どんな話がいい？　《修羅會》が始まったら、真っ先に闘やり合うって話なら大歓迎だぜ？」

「……《修羅會》はどこでやるんだ？」

　招待状に記されてあったのは開催の報しらせ、迎えの日時、賓ひん客きやくとして理事長の名と、招待闘士として俺たちの名前だけだ。

「忘却の島ゴーストアイランド──ン十年前には黄金の島ゴールドアイランドってな名前でリゾート開発中だったらしいが、結局いろいろあって打ち捨てられたってぇ曰いわく付きの場所らしいぜ」

　この手のことに詳しいリーリスやトラに視線を向けるも、さすがにそこまで細かい情報を求めるのは無理があったようで揃そろって首を振られてしまう。

「ま、オレも聞いた話だけだから、実際にはどんな場所なのやらってなもんよ」

「黄金ゴールドが忘却ゴーストに、か……。随分と皮肉めいた呼び方だな」

　肩を竦すくめるレイジを見て橘たちばなが茶を啜すする。

「では、次は私から質問をさせてもらうとするが──後ろの者たちも、《修羅會グラデイエイト》に参加するチームなのか？」

　振り返ることなく橘が指摘した店内の隅に位置するテーブル──

　そこには、見るからに柄の悪い──俺たちとは別の意味でこの船に乗るには相応ふさわしくないパンク風の服装をした集団が、あからさまな敵意をこちらに放っていた。

「そういうこった。オレと同じ《６６６ザ・ビースト》の──つぅても、やつらはオレの元ボス、《第四圜ジユデツカ》派だから厳密には同じじゃねぇがな」

「派閥……？」

「《圜冥主コキユートス》ってのはわかるな？　……言っちまえば《修羅會》ってのは、内部抗争の場でもあんのさ。今、どの《圜冥主》が力を持っているかを知らしめるためのな」

　裏社会の住人──観覧客が多く見守る中で《修羅會》の勝者となることは、その一団の属する派閥がそのまま結社内で影響力を強く持つことになるらしい。

「ま、他にも単に血が見てぇやつとか、外部から金目的でとか、いろんなやつがいろんな理由で参加してるってなもんよ」

「なるほどな。……ついでに参加チームの情報を、もっと教えて貰もらえると助かるんだがな」

　俺たち以外に外部からの参加があるというのは、正直予想外だった。

　話してくれるはずもないだろうが一応と訊たずねてみると、予想どおりに首は横に振られた。

「話すわけねぇだろ。オレたちぁ仲良しこよしの仲間じゃねぇ──って言いてぇところだが、てめぇらに死なれっと雪せつ辱じよくを果たせなくなっからな。知ってる範はん囲いで教えてやらぁ」

　俺を指し、レイジは参加するチームについて語ってくれた。

　まず背後の連中──先ほど話にあがったように《第四圜》派で、暴力と悪徳を旨とするまさに犯罪組織の一面を表わした《獣魔ヴイルゾア》と《獣ゾア》の混成団。

　能力の実戦テストを行うために投入された《獣》のチームや、命のやり取りを忘れられずに闘たたかいの場を求めて参加してきた外部からの参加となる元軍隊の部隊、そして──

　生身で《獣》を打ち倒す武術家が率いる一団。

　橘が僅わずかに反応する様子を見せるも、特に口を開くことはなかった。

「他にもいろいろヤベェやつらが参加してるってぇ話だが、中でも特にヤベェのがいる。ある意味、注目度ナンバーワンと言ってもいい。オレと同じ《第一圜カイナ》派のやつだ」

（《第一圜》だって……!?）

『《第一圜》──クロヴィスってやつの情報を得たら、どんな些さ細さいなことでも必ず俺に連絡を寄越せ』

　ユーゴに魔術を教えてもらうことと引き替えに結んだ契約──

　その中で出て来た名を口にされ、大きな驚きを憶おぼえる。

（皐さ月つきで会ったときに、ボスが変わったとか言ってたっけか……）

　それがまさか、ユーゴが追い求めている相手だったとは。

　だが、その驚きも次にレイジが告げた言葉によって、吹き飛んでしまう。

「《聖庁ホーリー》の聖騎士」

　ドクンと心臓が跳ね、またしてもユーゴの言葉が脳のう裏りをよぎる。

『《聖庁》には気を付けろ』

　音おと羽はの存在を知れば、学園ごと痕こん跡せきを消しに来てもおかしくないと告げられたことを。

「まあ、破門された聖騎士崩くずれってぇ話だけどな。うちのボスが今回の《修羅會グラデイエイト》のために送り込んで来たとっておきってやつさ」

（破門されてるなら、音羽を狙ねらってくることはない、か……？）

　僅わずかだが安あん堵どするも、すぐに気を引き締める。

　同じ派閥のレイジじゃなく、その聖騎士崩れというのがとっておきだというのなら、それだけでも警戒すべき相手なのだから。

「……なあ、レイジ。あんたのボス──《第一圜カイナ》とか言ったな。いったい何者なんだ？」

「それこそ話す気はねぇよ。オレが言えんのは《修羅會》の参加チームについてだけだ」

　返って来た答えに、さすがにそこまでの情報提供は無理かと思う。

「さぁて、メシも食い終わったしそろそろ部屋で昼寝でもすっか。《修羅會》で闘やり合えっことを楽しみにしてるぜ。そんときぁ──オレの更なる《力》を見せてやんぜ」

　大きな拳こぶしをぎちりと固めて突き付け、レイジはこの場を去ろうとする。

「……最後にもう一つ訊きかせてくれ」

　俺はレイジの足を止め、以前からの疑問を投げる。

「あんたはどうして《６６６ザ・ビースト》なんかに身を置いているんだ？」

　俺の問いに、レイジは無言となった。

　しばし沈黙が続き──

「……《力》が要る」

　やがて普段以上に低めの声で理由を告げた。

「《力》を手に入れて、クソみてぇな世界を破壊する──それが《６６６ここ》に居る理由だ」

　強い怒り──憎にくしみからのものではなく、憤いきどおりのようなものを感じさせる声だった。










　その後、俺たちは改めて船内施設を巡り始めた。

　巨大シアターやピアノバー、カフェラウンジ、カジノ、ショーホール、ナイトクラブ、スパ、ジム、ヘアサロン、果ては図書館まで多種多様の施設が入ってることに改めて驚かされた。

　同時に、《修羅會グラデイエイト》のゲストとして俺たちの顔が知れ渡っているのだろうということも思い知る。

　行く先々で好奇の目を、ときには品定めのような視線を、ときには中華レストランのときと同様に敵意を向けられたためだ。

　ほとんどの施設を巡り終えたところで夕食の時間帯も近づいて来たため、ドレスコードに備えようとドレスアップ用の専門店へと向かうことにした。

　そこで俺は店員の助言で髪を上げ、タキシードに着替える。

　タイが曲がっていないかと鏡で身なりをチェックしていると、紋もん付つき袴はかまに着替えて現われたトラが俺の姿を見てにやりと笑った。

「ふん、馬ま子ごにも衣装というやつか。思ったほど悪くないじゃないか」

「似合わないのは自分が一番わかってるっての」

　トラこそ七五三みたいだぞ──とは思うものの、怒り出すのは火を見るより明らかなので黙っておく。

　そこへドレス姿となった女性陣が姿を見せ──

「わ、トラちゃん七五三みたいで可愛かわいいー♡」

「しち、ご……」

　音おと羽はが躊躇ためらいなくトラを切り捨てた。

　我が妹ながら恐るべしだ。

「そ、そうかな？　わたしは和装のトラくんかっこいいと思うかなって。それに透とお流るくんも──」

　と慌あわててフォローを入れるみやびだったが、俺に視線を向けるなり固まってしまう。

「みやび？」

「か、かっこいいよ……すごく、その……ワイルドっていうのかな？　とにかくそんな感じで……あっ、でもでもいつもの髪を下ろしてる透流くんの優しい感じが一番好きかなって！　もちろんかっこいいし！　えーっとえーっと、何が言いたいかっていうと、どっちもかっこいいかなって……」

「そ、そんなにかっこいいって連呼しなくても……」

「あ……」

　照れくささに思わずツッコむと、みやびは顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。

　そのみやびはというと薄いレモン色のドレス姿で、薄手のストールを羽織っている。

　余計なお節介ではあるが、ギャラクシーメロンの詰まった胸元を支えている肩かた紐ひもが細すぎてちょっと心配だ。

「み、みやびもよく似合ってるぜ。何というか、色っぽいなと……」

「あ、ありがとう……。た、たまにはリーリスさんを見習って、ちょっと大胆にしてみようかなって……」

　視線は伏せたままだったが、みやびは嬉うれしそうに笑みを浮かべた。

　しかし、こちらとしては気を抜くと谷間に意識が向いてしまうので、視線を横に逸そらすと橘たちばなが映る。

《狂売会オークシヨン》とは違い、紫を基調とした生地に牡ぼ丹たんと藤があしらわれた着物姿で、元からして少し大人びた雰ふん囲い気きを持つ橘を、より艶あでやかな雰囲気へと変えていた。

　長い黒髪をうなじが出るようにして纏まとめているというのも、より大人びた印象を与えているのだろう。

「橘は着物にしたのか」

「うむ。どうもドレスは性に合わなくてな。多少着慣れているから着物こちらにしたのだが……」

「よく似合ってると思うぜ。もちろん、前のドレスのときも似合ってたしな。綺き麗れい過ぎて話すのに緊張するって言うか──って、何言ってるんだろうな、ははは……」

「そ、そのようなことを言われると、こちらまで緊張してしまうではないか。緊張するくらいなら最初から言わないでもらいたいものだな、まったく……」

「あら、着飾った女性陣を褒ほめ称して喜ばせるのは、男の楽しみでもあるのよ、巴ともえ」

　むず痒がゆそうに頬ほおを染めて言う橘に、リーリスが悪戯いたずらそうに笑いながら参加してくる。

「そうなのか？」

「ははは……」

　どきどきするのは確かだが、楽しみかと言われると判断の難しいところだ。

　何しろ語ご彙いの貧困さには自信がある。

　苦笑いを浮かべつつ、リーリスの姿に目を向けると──ごくりと喉のどが鳴ってしまう。

　彼女が選んだのはチャイナドレス──思いっきり体のラインが出て、スタイルの良さが一目で見て取れるものだった。

「どう、透とお流る？　結構いい感じだと思わない？」

　リーリスがポーズを取ると、スリットからなかなかに際どいところまで太ももが見え、意識しないとどうしても視線が向いてしまう。

「あ、ああ。リーリスはスタイルもいいし、結構どころかバッチリ似合ってるぜ」

「ふふっ、嬉うれしいことを言ってくれるじゃない。でも──」

　どきりと心臓が跳ねる。

　何か問題のある感想だっただろうか。

「スタイル〝も〟ってことは、他にもいい部分があるのよね？　そっちについても聞かせて欲しいんだけど？」

「今さら言うまでもない気はするけどな。リーリスは美人だ、なんてさ」

「……え？」

「ん？」

「今、何て言ったの？」

「リーリスは美人だって言ったんだって」

「……………………」

　二度も言わされるとさすがに照れが入り、苦笑しながら言うと、リーリスは何な故ぜか目を丸くし──

「もうっ、今さらなんだから♪　わかってるわよ、そんなこと♪」

　俺の頬ほおを何度もつんつんと突く。

　何が何だかわからないが、かなり喜んでいるようだ。

（どうしたんだ……？）

　普段とさして変わらない感想だったはずだがと疑問符を浮かべながら、音おと羽はの姿に視線を移す。

「ところで音羽。さっきから思ってたんだが──」

「うんうん♪」

　音羽が選んだのはビスチェタイプのドレスにドレープ付きコルセットと、優ゆう雅がな雰ふん囲い気きで纏まとめてある。

「肩を出してて大丈夫か？　風邪をひかないように注意するんだぞ」

「もう、お兄ちゃんってばそういうの禁止！　最初に感想を言うときは、褒ほめてくれないと嬉うれしくないんだからね」

「わ、悪い……」

　ぷくりと頬を膨ふくらませて叱られ、俺は小さくならざるを得なかった。

「よろしい。それじゃあ、最後はきちんとするんだよ」

「最後？」

　すぐには意味がわからなかったが音羽がユリエの腕を軽く引き、その姿を俺に見せるようにしたことで理解する。

「……どうですか、トール？」

「……………………」

「トール？」

「あ、ああ……。いつもより大人びた雰囲気で驚いたな。すごくいいと思う……」

「ヤー、ありがとうございます♪　選んでくれたのはリーリスですが」

　そう答えるユリエのドレスは、黒をベースに深い青のフリルで装飾されたものだ。

　暗色系の服がユリエの銀色の髪シルバーブロンドを映えさせていて本当によく似合っている。

「さすがリーリスだな。ユリエの良いところをきちんと見せてるな」

「良さ、ですか？」

「ああ。普段のユリエは可愛かわいいって印象だけど、今は綺き麗れいって部分が前に出てる感じがするな。いつもの感じもいいけど、こういうのもいいと思うぜ、うん」

　最初は少しばかり見み惚とれてしまったが、その後は詰まることなくすらすらと言葉が出てくる。

　ユリエとは一緒に過ごしている時間が長い分、印象の違いがより強く感じられたせいかもしれないが。

「……トール、そこまで言われると少し恥ずかしいです。恥ずかしいですが──」

　深紅の瞳ルビーアイがじっと俺を見つめ、小さな口が僅わずかに口角を上げる。

「とても嬉うれしいです」

　正面から喜びを向けられ、胸の鼓動が早くなる。

　今日は落ち着いたり早くなったりと忙しい日だ。

「そ、そういえば、今さらだけど船酔いは大丈夫なのか、ユリエ？」

　昨夏と違い、ぐったりした様子がないのですっかり忘れていたが、学園出立前は船酔いをどうすべきかと頭を悩ませていたことを思い出す。

「少しだけですが、酔い止めを飲みましたので大丈夫かと」

　船が巨大ともあって、揺れもかなり抑えられているのも大きいらしい。

「それならいいけど、無理だけはするなよ」

「ヤー」

　こくこくと頷うなずくと、ユリエはリーリスに服を選んでくれたことについて改めてお礼を言う、と言い残して傍そばを離れる。

　ユリエに頭を下げられ、まんざらでも無さそうなリーリスという光景は、何だか微笑ほほえましく見えた。

　こうして何とかドレスコードの準備を整え、俺たちはレストランへ向かうことにした。

　そこで意外にも──船内で食事できる場所が限られていることを考えれば、さほど意外でもないが、理事長たちと顔を合わせる。

　せっかくだからと言うリーリスの提案で、理事長と一緒に食事を摂とることになった。

「……随分と見違えましたわね。存じ上げない方が近づいて来たのかと思いましたわ」

「理事長こそ普段と違い過ぎてて、驚きましたよ」

　くすりと笑んだことから理事長の発言は彼女なりの冗談だったのだろうが、こちらとしては本気で言っていた。

　何しろ今の彼女は、蝶ちようをあしらった黒い着物姿だったからだ。

　これまでバリエーションの違う漆黒の衣装ゴシツクドレスを目にしたことはあれど、和装姿を見るのはこれが初めてだ。

「たまの旅路ですもの。気分転換でもと」

「可愛かわいいわよ、朔さく夜や」

「光栄ですわ、リーリス。もっとも貴女あなたは少々羽目を外し気味に見えますけど」

「似合ってるんだからいいじゃない」

　二人のやり取りに、確かに似合ってるよなとは思いつつも理事長の意見にも内心同意する俺だった。

「些さ事じはさておき、今のところ何か気に掛かることはありまして？」

「視線ですね」

　無論、それは今この瞬間もだ。

「十分な環境ということですわね」

　精神的な重圧もまた、《魔女デアボリカ》からすれば俺たちを成長させるための餌という認識なのだろう。

　とはいえそんな思惑など知る由よしも無いみやびは、「うう……。緊張して疲れるのに……」と深いため息をつく。

「それだったら──」

　ピッと指を立て、我に名案ありとばかりにウインクをするリーリス。

「明日、プールに行って気分転換っていうのはどう？」

「いやいやいや、本気でクルージングを満喫する気かって。到着まで出来る範はん囲いででも訓練をするべきだろ」

　俺の意見にリーリスは肩を竦すくめ、気持ちはわかるけど甘い、と言いながら理由を続ける。

「他のチームも乗船してることを忘れたの？」

「あ……」

「ふむ。トレーニングを見られてしまえば、すべてでは無いにせよ手の内を晒さらすようなもの──ということか」

「かと言って体を動かさずに到着を待つなど、精神的に落ち着かんだろうからな。遊ぶフリをしつつ体を動かすという考えか。……ふん、まあ悪くないと言っておこう」

　部屋の中を片付ければ多少は稽けい古こが出来るだろうが、それも限られるだろう。

　となれば、反対する理由も特にないという結論へ至る。

「あ、でも……」

　と音おと羽はがおそるおそる手を上げた。

「水着なんて持ってきてないです……」

「わ、わたしもリーリスさんと違って、さすがに……」

「ちょっと待ちなさいよ、みやび。どうしてあたしが水着を持ってきてることになってるのよ」

　みやびが音羽に同意して苦笑いを浮かべると、名指しをされたリーリスが不服そうな表情を浮かべた。

「え？　持ってきてないの？　リーリスさんなのに？」

「持ってきてるはずがないでしょ。あたしを何だと思ってるのよ、みやび……」

「いや、リーリスなら……」「ヤー。リーリスなら……」「うむ、リーリスなら……」

「ごめんなさい、私も……」「ふん、普段の行動からそう思われるのは当然だ」

「あんたたちね……」

　見事なまでの四し面めん楚そ歌かにリーリスは目眩めまいがしたようだった。

「私わたくしも同意しますわ」「私もそう思います」

　まさかの理事長＆三み國くに先生からの追撃で、リーリスはがくっと頭を垂れた。

「ま、まあいいわ。水着はお店があったからそこで選びましょ。……透とお流る、今年も感想を楽しみにしてるわよ♪」

　昨夏の語ご彙いを振り絞しぼった海水浴を思い出し、今度は俺が目眩めまいを覚える番だった。










　翌日、予定どおりみんなでスカイデッキのプールへ向かう途中のこと──

　エレベーターホールにて、それは起こった。

　ポーン、という音とともにエレベーターのドアが開く。

「──っ！　音おと羽は、人っ……!!」

「えっ？」

　早くプールへ行こうと気が急せいていた音羽が、中から人が出てくるというのにエレベーターへと足を踏み出す。

　通常なら足を止めて軽く謝罪する程度で済むはずが、俺に顔を向けていたため僅わずかに反応が遅れ、中から出て来た長身の女性にぶつかってしまった。

「ひゃふっ!?」

　よろめいた音羽を、転ばないよう抱き止める。

「あ、ありがとう、お兄ちゃん」

「前を向いてないと危ないぞ。……っと、すみません、大丈夫ですか？」

「あっ。ご、ごめんなさいっ！」

「お気に召しませぬよう」

　胸元に拳こぶしを当て小さく頭を下げると、女性は俺たちの顔を見て言った。

「《超えし者イクシード》の皆様ですね」

「……あなたは？」

「《聖庁ホーリー》が聖騎士、ヘレンと申します。貴方あなた方が望まぬ形で《修羅會グラデイエイト》へ臨むことは存じております。私わたくしも闘士として参加致しますので、必要とあれば遠慮なくお頼りください」

「「「──っ!!」」」

　彼女の名乗りに一瞬で場の緊張が高まり、音羽を除く全員が身構える。

　ユーゴから告げられた《聖庁》の件は既すでに伝えてあるため、その反応は至極当然と言えるのだが──

「故あってこの身を《６６６ザ・ビースト》へ置いておりますが、心まで売り渡した憶おぼえはありません」

　警戒して身構えるこちらを毛ほども気にした様子はなく、「それでは失礼致します」と別れの言葉を口にして再び歩を進め始め、そのまま去っていった。

　みやびが安あん堵どの息を吐き、張り詰めた場の空気が僅かに緩ゆるむ。

「ふぅ……。いきなり会うなんてびっくりしたね……」

「ああ、そうだな。しかも敵じゃないなんてな……」

　だがそれ以上に、《聖庁》に属している人間だというのに、音羽のことを特に気にした様子がなかったことに俺は内心安あん堵どしていた。

　想像とはずいぶん違う聖騎士との出会いはここで終わりを告げ、俺たちは気を取り直してスカイデッキへと向かうことにした。




　外に出ると太陽が燦さん々さんと照りつけていて、今日は泳ぐに最高の天候だった。

「《修羅會グラデイエイト》のことが無ければ、もっとバカンス気分なんだろうけどなぁ……」

　プールサイドに立ち、果てなく広がる昊こう天てんを見上げながら苦笑い。

「これ以上バカンス気分になってどうする」

　呆あきれた様子でトラにツッコまれ、苦笑いを増す。

　バナナ型の浮き輪を抱えた音おと羽はが、そんな俺たちを見て首を傾かしげた。

「お兄ちゃん、トラちゃん、泳がないの？」

　他の面々は既すでに水の中で、残るは俺たち三人だけだ。

　尚なお、最大の関門である水着への感想は既にクリア済みである。

「そうだな。先のことは置いといて、今は楽しむとするか」

「ふん、今は同意しておくとするか」

　ふっと笑い、トラは指先でメガネに触れようとする──外していることを忘れて。

「あははっ、トラちゃんメガネ外してるのにー」

「ぶふっ」

「ぐっ、わ、笑うな……！」

「音羽だって笑ったぞ」

「音羽は構わん。僕は貴様に笑われるのが我慢ならないんだっ」

　トラが音羽に甘いのは昔からだが、改めて考えると何だか理不尽な気がする。

（ん……？）

　ふと思い浮かぶことがあり、俺の動きが止まる。

「どうした？　泳がんのか？」

「いや……ちょっと思ったことがあるんだけど──」

　まだ泳がないのかとばかりに疑問符を浮かべる音羽に聞こえないよう、小声で訊たずねる。

「もしかして本当に音羽のことが好きなのか？」

　直後、水柱が派手にあがった。

「蹴るなよ!?」

「蹴られるような妄もう言げんを吐く方が悪いっ」

　ごもっともで。

「いや、何かトラって音羽にめちゃくちゃ甘いだろ。前に違うって言われたけど、本当は好きなんじゃないかって思ってさ」

「音羽のことは妹のように思っていると、前にも言ったはずだがな」

　大きなため息を間に挟み、トラが話し続ける。

「無論、器き量りよう好よしと思っていることも前に言ったとおりだ──が、それと恋愛感情とは別物だ。だいたい音おと羽はに甘いと言うなら、貴様の方が僕の三倍は甘いだろうが」

「そうか？」

「うーん……。甘いって言うより、ちょっと過保護かも？」

「「お、音羽っ!?」」

　会話に入って来た少女に、俺たちは声を重ねて驚く。

「驚くことないでしょ。すぐ傍そばで私の名前を出してるんだもん。なんだろうって聞いちゃうのは当たり前だよ」

「はは、そりゃそうだな……」

　プールへ蹴り落とされた後は声を抑えてなかったから、当然の反応だろう。

「でも、聞いてて正解だったかも」

　音羽はにっこりと笑い、その理由について述べる。

「私もトラちゃんのこと、ずっとお兄ちゃんみたいに思ってたから♪」

「そ、そうか。それは光栄だな」

　トラは照れつつ、再び指先でメガネに触れようとする──もちろん外したままだ。

　そんなトラの様子に俺と音羽は再び笑い声をあげ、直後の会話はさっきとほぼ同じ内容となった。

　だが──このとき俺は無意識の内に考えないようにしていた。

　もう一人の幼なじみの存在を。




　ゆらゆらと揺れる水面に、黄色の物体──バナナ型の浮き輪が浮かぶ。

　音羽はその上に乗り、ときには楽しそうに笑い、ときには悲鳴をあげていた。

　俺はというとバナナを引っ張ったり押したり、はたまた揺らしもすれば回したりもして音羽の反応を見て楽しんでいる。

「やっ、お兄ちゃん……ダメ、そんなに激しくしたらダメだよぉ……！　兄妹きようだいなんだから、もっと優しくしてよぉ……！」

　兄妹だからこそ遠慮がないとも言えるのだが。

　音羽は落ちないよう、ぎゅっとバナナにしがみつく。

　とはいえ、どんなにしっかりと体を密着させようとも、通常のモノと比べて歪いびつな形のバナナが相手では上手くいかず、音羽は途切れ途切れに声を漏らす。

「ダメ、落ちちゃうから、やぁっ……！　ひゃうっ、おにい、ちゃんっ、待って……前後に動かしたら、ダメだってばぁ……！　わた、私っ、頭くらくらして、やっ、んんっ……お兄ちゃん、お兄ちゃぁん、ふぁっ、あぁあああああっっ!!」

　バナナが前方向に傾き、慌あわてて後ろへ体重を移してバランスを取ろうとするも──

　じゅぷんっ、といった感じの水音とともに後方が大きく沈み、そのまま空に向かってバナナが跳ね上がった。

　無論、音おと羽ははしがみついていることなど出来ず、宙空に投げ出され──

「きゃああっ!!」

　直後、水みず飛沫しぶきと悲鳴をあげて──

　俺の腕の中へと収まる。

「ははっ。驚いたか、音羽？」

「い、いきなりすぽーんってなったら驚くに決まってるよ……！　それより、ダメって言ったのにどうして揺らすの？」

　抱っこをされたまま、音羽は頬ほおを膨ふくらませて俺の胸をぽかぽかと叩たたく。

「音羽が喜ぶかなぁと」

「喜ばないよっ。……まあ、ちょっと楽しかったけど」

「それならいいじゃないか」

「よーくーなーいっ。もうっ、お兄ちゃんのばかっ」

　俺の頬を掴つかんで左右に広げる音羽に、ちょっとやり過ぎたかと反省。

「ごめんなさいは？」

「わふふぁっふぁ悪かつた──じゃらふへじやなくて、ごうぇんあはいごめんなさい」

「うん。反省してるならいいよ。それじゃ──」

　音羽は俺の腕から降りると、再びバナナに跨またがった。

「今度は優しくしてね」

　と言ってにっこりと笑う大切な妹へ、俺はわかってると頷うなずいた。




　しばらく音羽と二人で過ごしていると、それまで船上サーフィンを一緒に楽しんでいたユリエとリーリスがやってきた。

「トール、音羽。一緒にあれをしませんか」

　浮き輪を手放せないユリエが指したのは、二種のウォータースライダーだった。

　一つはぐるぐると回転するタイプ、そしてもう一つはなんと船外にまでせり出した透明なパイプ型だ。

「行くか、音羽？」

「うーん、ちょっと疲れちゃったから私はいいかな。行ってきていいよ、お兄ちゃん」

「わかった。じゃあちょっと行ってくるからな」

　手を振って見送る音羽と別れ、俺はユリエたちとスライダーに向かうことにした。

「……悪かったわね、透とお流る」

「何がだ？」

「何だか音羽との時間を邪魔しちゃったみたいだからよ」

「すみません、トール。そういうつもりではなかったのですが……」

「気にするなって。俺が構い過ぎて疲れさせちまったみたいだしさ」

　音羽の瞬発力や反応速度等は《超えし者イクシード》に匹敵するも、体力だけは普通の人間と変わらない。

　だからこそ、こちらに無理に合わせる必要は無いし、こちらが合わせようとするのも逆に気を遣わせてしまうだろう。

　そういった俺の考えを伝え、最後に普段どおりに接してくれればいいからと伝える。

「ヤー。わかりました。ですが──」

　何やら気になる物言いで言葉を止め、ユリエはリーリスと顔を見合わせ揃そろって頷うなずく。

「どうかしたのか？」

「トールの態度が普段どおりかといえば、とても疑問があります」

「同感ね。音おと羽はが来て以来、ものすごく過保護な姿を何度も見せられてるもの」

　二人の指摘に、思わず苦笑いで返すしかない俺だった。

　そんな二人とともに階段を上がり、スライダーのスタート箇所に到着したのだが──

「誰から滑すべるんだ？」

　と俺が二人に訊きいた瞬間、下方から笑い混じりの大きな声と、水に飛び込む派手な音が聞こえてくる。

　見てみれば、先にスライダーで滑った人たちの姿が──

　俺たち同様プールに遊びに来た客のようで、どうやら二人で滑ったらしい。

　そしてその姿を見ていたのは俺だけじゃなかった。

「一緒に滑りましょう、トール」「一緒に滑るわよ、透とお流る」

　異口同音を同時に唱え、二人の瞳ひとみが互いを見る。

「えーっと……」

　経験上、逃げられる術は無さそうに思える──が、俺は解決法へ瞬時に辿たどり着く。

　以前と違い、ユリエとリーリスがとても仲良くなったのは周知の事実。

　つまり俺とではなく、二人で滑って貰もらえばいいのだと。

　しかしその提案を振るよりも早く、深紅の瞳ルビーアイと蒼玉の瞳サフアイアブルーが俺を射る。

「三人で一緒に滑りましょう」

「ま、そこが落としどころよね」

「……はい？」

　俺は耳を疑った。

「ちょ、ちょっと待ってくれ、どうして三人なんだ!?　ユリエとリーリスの二人で一緒に滑ればいいだろ!?」

「……なるほど」「そういう考えもあるわね」

　顔を見合わせ納得する様子の少女たちに、俺は拳こぶしをグッと握って小さくガッツポーズ。

「ですが私はトールと一緒に滑りたいです」「当然、あたしも透流と一緒がいいわ」

　俺の拳から力が抜けた。

「ということで私がトールの前に、リーリスが後ろになります」

「……はい？」

　俺はまたしても耳を疑った。

　つまりサンドイッチ状態で俺を挟むと言ってるわけで。

「いやいやいや、そこは俺が一番後ろじゃないのか!?」

「だってそうしないと三人で滑すべれないじゃない」

　リーリスの返答に、ユリエがこくこくと頷うなずく。

　どうやら二人にとって、俺を挟むサンドイッチ状態以外の結論は無いらしい。

（それだけはまずい!!　ユリエが後ろならともかくリーリスが後ろは非常にまずい!!）

　ユリエに対して大変失礼な考えではあるが、クッションのボリューム的にいろいろ問題がごにょごにょ。

「それではトール」「滑るわよ♪」

「え？」

　考えている間に、気がつけばスライダー前に立たされていた。

　ついでに言えばユリエは既すでにスライダーの入口に腰を下ろして待っていて、背後からはリーリスに肩を掴つかまれている。

　もはや逃げ場は無く、俺は観念したのだった。

「トール、もっとくっついて手を回してください」

　ユリエの後ろに座るも、体が離れすぎていると言われてしまう。

（ええい、もうどうにでもなれっ!!）

　体をユリエの背中に密着させ、折れてしまいそうな細い腰に手を回す。

　当然、すべすべとしたお腹の辺りに手が触れるわけで、非常に緊張してしまう。

　そこにリーリスが同じように、背後からぴとりと体を寄せてきた。

「っっっ!!」

　口に出すには憚はばかられる二つの膨ふくらみが容よう赦しやなく押し付けられ、形が変わる。

　それを意識してしまうと大変なこと（特にユリエの体に当たっている部分が）になってしまうので、俺は全力で心を無にしようとしていると──

「これくらいくっつけば大丈夫かしら、と・お・る♡」

　耳元で囁ささやかれ、最後にかぷりと軽く耳たぶを噛かまれる。

「っ!!」

　ぞわぞわする感覚に、全身が震え身が縮こまってしまう。

「リ、リーリスっ。そういう冗談はやめてくれっ!!」

　慌あわてて振り返ると、リーリスと互いの鼻先が掠かすり合う。

　それは吐息が触れ合う距離であり、彼女の整った顔立ちが視界のほとんどを占める。

　唐突に俺が振り返ったためか、黄金の少女の瞳ひとみが大きく見開かれ──

　すぐに笑みへと変わった。

「キス、したいの？」

「いやいやいや、しないから！」

「あら残念♡」

　慌あわてて前に向き直ると耳元で可お笑かしそうに笑うリーリスの声が聞こえ、俺は小さくため息をついた。

「そ、それじゃあリーリスも準備オッケーみたいだしスタートして大丈夫だぜ、ユリエ」

「……ヤー。ですがその前に──」

　ちなみに先頭のユリエは、左右に手を広げてパイプの縁ふちを掴つかみ、後方の俺たちを支えている状態だ。

「手の位置をもう少し下げて頂いてもいいですか？」

「……はい？」

　言われて違和感に気付く。

　手の内の感触が、さっきまでのすべすべしたお腹ではなく、ささやかで柔らかい何かを包んだ布地の何かであることに。

　おそらく耳たぶを噛かまれて身を縮こまらせた際に、手の位置がずれてしまったのだろう。

　こちらに視線を向けるユリエは、酷ひどく恥ずかしそうだった。

「あぁああああっっ!!　ごごごごめ──」

　慌てて両腕を上にあげてユリエの胸から手を離すも──

　その動きは左右に広げたユリエの手を払う形になり、支えを失った俺たちは意図せずしてスタートを切ることとなってしまった。

「うわぁあああああ────っ!?」「行っけ────っ♪」

「トール……！」

　先に滑すべり出して距離が空いてしまっていたユリエが体を捻ひねり、手でブレーキを掛ける。

　おかげで空いた距離はあっという間に詰まり、俺の腰にしがみつく形でドッキング。

　しかしその体勢は、先ほど触ってしまった小さな膨ふくらみを、俺の下半身に押し付ける形になるわけで。

　さらにはコーナーで体の向きが変わると擦りつけられて──

「ユリエ！　頼むから体勢を変えてくれ──っ!!」

「……ナイ。水着がずれ上がってしまって大変なことになっています」

「っ!!」

　とんでもない状況説明が返ってきた。

　その上、頭はリーリスの胸の谷間に挟まれる形となっていて──

「トール。水着に何か硬い物を入れ──」

「何も言わないでくれ────っ!!」

　絶叫が青空に響き渡った数秒後、派手な飛沫しぶきを上げて俺たちはプールに着水した。

「はぁ……酷い目にあった……」

　もう一度滑ると言うユリエとリーリスと別れ、俺は精神的疲労からため息をつきつつベンチへ向かっていた。












「お兄ちゃーん……」

　すると、近くで俺を呼ぶ音おと羽はの声が聞こえてくる。

　周囲を見回すと、プールサイドに設置された囲いのような場所の中から音羽が弱々しく手を振っていた。

「どうしたんだ、音羽──って、みやびと橘たちばなも一緒だったのか」

「うん。気持ちいいよ、ここ。透とお流るくんも一緒に入らない？」

　どういうことかと思えば、囲いの内側は七、八人が入れる泡風呂──ジャグジーだと気付く。

「ふふっ。ぬるめではあるが、プールで冷えた体を温めるにはなかなかいいぞ。ちょっとした露天風呂気分も味わえることだしな」

　満足げな笑みを浮かべ、夏の深い青空を見上げる橘。

　一方俺は、露天風呂という単語から金かな沢ざわの苦い思い出が甦よみがえるも、水平線を見つめながら記憶の彼方かなたへ封印することにした。

「──っと、どうかしたのか、音羽？」

　さっきの弱々しい声を思い出して訊きくと、音羽は縁ふちにもたれ掛かりながらぽそりと呟つぶやく。

「浮いてるよ……大きすぎるよ……何を食べたらあんな風になれるんだろ……」

　ちらりとみやびたちを見て、ため息をつく音羽。

　何となく予想がつきつつ、俺も一瞬だけ向けられた視線の方向に顔を向ける。

　ジャグジーの泡で水面が揺れ、みやびのギャラクシーバスケットボール（比喩表現）と橘たちばなのダイナミックバレーボール（比喩表現）も揺れていた。

「私もあんな風になりたかったな……」

　妹の心中を察し、俺の心も泣いた。

「──？　どうかしたの、透とお流るくん？」

「イヤ、ナンデモナイ……」

　再び水平線を遠い目で見つめて誤ご魔ま化かした。

「そ、そうだ。気分転換にアイスでも食べに行かないか？」

「行くっ♪」

　遠い目をしていた音おと羽はに提案すると、途端目を輝かせる。

「みやびたちは？　食べるなら人数分持ってくるけど……」

「それならわたしも一緒に行こうかな。……その、お邪魔じゃなければ」

「ぜんぜん構わないって。行こうぜ」

「う、うんっ」

　ざばぁっと水音を立て、みやびが腰を上げる。

　そのとき、たぷんっとＧＢＢ（略称版比喩表現）が大きく揺れる様を目にして、思わず流石さすが──と呟つぶやく俺だった。

　ともあれ橘も、途中で声を掛けたトラも一緒に、俺たちはプールに併設されたバーにアイスや飲み物等を取りに行く。

「うーん、うーん……チョコチップもいいし、ストロベリーチーズケーキもいいし、それにそれに──うう、選べないよぉ……」

　二十種類近くのアイスから、ダブルにするため二種を選ぼうと眉み間けんにしわを寄せる音羽。

　目移りして悩む音羽には申し訳無いが、その姿は見ていて微笑ほほえましい。

「お兄ちゃーん、やっぱりトリプルにさせてよー」

「ダメだ。三つも食べたらお腹壊すだろ。明日と明後日に他のも食べればいいじゃないか」

「でもそれじゃ六種類しか食べらないよ。気になるのがいっぱいあるから、せめて今日だけでもダメ？」

　俺は首を横に振るも、僅わずかに口くち端はを上げて提案する。

「……代わりに俺が頼む分のダブルを、お前の好きな組み合わせにしていいから」

「それって……」

「ふふっ、透流くんの分も食べていいってことだよ。……ね？」

　意味を掴つかめずにいる音羽に、みやびが笑顔で説明しつつ、最後にこちらへ確認を取る。

「ただし一口だけだぞ。あくまで味見ってだけだからな」

「うんうんっ、やったぁ♡」

　俺が頷うなずいたところでようやく理解し、音羽はぴょんぴょんと飛び跳ねて喜びを全身で表わす。

「一口だからな、ひ・と・く・ち」

「うんうんっ♪」

「えっと──それじゃあ、わたしのも好きな組み合わせにしていいよ」

「本当っ!?」

　みやびからも同じ提案をされ、音おと羽はの表情がさらに明るくなる。

「ここは我々も、というのが義というものだな、トラ」

「構わんさ。僕はもとより何でも構わないと思っていたからな」

「……さっきコーヒーアフォガートにするとか言ってなかったか？」

「う、うるさい、空耳だっ！」

　トラの反応に、音羽はもちろんみやびたちも笑う。

　明るい笑い声を響かせる中で、この船の行き先が血なまぐさい《宴うたげ》じゃなければいいのにと、ふと俺は思った。

　やがて音羽が計十種類を選び終えると、俺たちは近くのテーブルを囲んで雑談混じりにアイスを食べ始めた。

　音羽は俺たちと一口分ずつ食べさせ合いをし、今はまさに上機嫌といった様子でみやびたちと味の感想を述べ合っている。

　その姿はとても楽しそうだ。

　だが──

　ふと、あの夏の日が無ければこの光景も無かったのだという考えが浮かび、複雑な思いに駆られてしまう。

「こういう場でその顔はやめておくんだな。皆に心配を掛けるぞ」

「……そうだな、そうする。ありがとな、トラ」

　表情からこちらの思考を読んだのだろう。

　小声で礼をいい、俺はトラと雑談を始めたのだが──

（ん？　何か……）

　しばらくして、どこからか妙な視線を向けられていることに気がついた。

　そこかしこから好奇の視線を向けられているのは昨日と変わりないが、それらとは違う。

　じっとではなく、断続的に見られている。

　トラと話をしつつ、俺はさりげなく周囲に気を配り──視線の正体に気付いた。

　それも相当近くからのものだった。

　みやびだ。

　ちらっ……ちらっ……ちらっ……。

「みやび？」

「──っ!!　なな、何かなっ？」

　びくんっと背筋を伸ばしてみやびが訊きいてくる。だけどむしろその質問は俺がしたい。

「みやびさんっ、アイス溶けてきちゃってますよ！」

「あ、こっ、これはそのっ、食べてないんじゃなくて──」

　音おと羽はに指摘されたように、みやびの手にしたアイス（ミルク味）は夏の日ひ射ざしで溶け始めていて、彼女の指に垂れてきていた。

「と、透とお流るくんにあーんって、じゃなくてっ、音羽ちゃんから透流くんのアイスが美お味いしかったって聞いたから、わ、わたしも一口欲しいかなぁって──ダメ、かな？」

「悪い、もう全部食っちまった」

「え……？　あ、そ、そうなんだ、残念だったなぁ、あははは……」

「そんなに気になるならバーでもう一度貰もらったらどうだ？」

　どうせ飲み食いも自由だ。

　遠慮なんてする必要はない。

「……バカモノ」

　ため息一つ、トラはもうひと泳ぎしてくると言って席を立った。

（なんでいきなりそんなことを言われなくちゃならないんだ……）

　普段からバカモノ呼ばわりされてるとはいえ、今回は言われた理由がわからないので納得がいかない。

　その理由について考えを巡らせているときのこと──

「ひゃあっ!!」

　みやびのあげた小さな悲鳴で、意識が彼女へ向く。

　そして俺は見た。

　みやびの胸の谷間に、すぽんとアイスが挟まる瞬間を。

「ひゃふんっ!!」

　みやびが自身の体を強く抱き締め、谷間に挟まっていたアイスが圧力によってすぽーんと青空に向かって飛んでいった。

　だが濃厚なミルクアイスは随分と溶けていたようで、胸の谷間はもちろん、顔にまでどろりとした液体となって付着している。

「んんっ……。べとべとしてる……」

　どろりとした濃厚な液体が肌の上を垂れ落ちていく感覚に、みやびはいや嫌らしげな表情を浮かべ、あろうことか、自らの手で谷間を広げた。

（こ、これは、何というか……）

　あまりにも無防備な行動に目が釘くぎ付づけになってしまう。

（いやいやいや、そういう目で見てたらみやびに申し訳無いだろ、俺!!）

　だが理性は本能に負けた。

「これ使ってください、みやびさんっ」

「あ、ありがとう、音羽ちゃん……」

　音羽は慌あわてて取ってきたハンドタオルをみやびに手渡す。

　どろどろとなって肌を伝い落ちるミルクを拭ふき取るのは厄介そうで、そんなみやびを見て橘たちばなが苦笑いをする。

「シャワーを浴びてきた方が早いのではないか？　キミもそう思うだろう、九ここの重え？」

「「「え？」」」

　俺、みやび、音おと羽はの声が重なり、視線がこちらに集中した。

　一方、俺の視線はというと、ずっしりと重みのありそうな二つの膨ふくらみの谷間へタオルごと手を突っ込んでいたみやびに釘くぎ付づけのままであり──

「ぴゃ────っ!?」「どどどどこを見ているのだ、九重の不ふ埒らち者────っ!!」「お兄ちゃんのえっち────っ!!」

　直後、三者の上げた叫び声が青空に響き渡り、プールサイドは本日一番の大騒ぎになったのだった。










　嵐の前の静けさとはよく言ったもので、航海は平和そのものだった。

　二日目が過ぎ、三日目も終わりを告げ、迎えた四日目の今日はユリエたちの部屋で過ごしていた。

　今日はスカイデッキでジョギングをし、あとは室内でできる程度の型稽げい古こや組手などを軽く行い、息抜きでトランプをしたりして過ごし──

　やがて夕刻を迎える。

「そろそろ、だな」

　時計を確認して言うと、みんなも頷うなずく。

　夕刻にスカイデッキの展望ラウンジへ集合するようにと、理事長から連絡があったのだ。

　それもドレスコードまでさほど間が無い時間帯でありながら、制服で来るようにとの指定付きで。

　状況的には明日から始まる《修羅會グラデイエイト》についての話以外に考えられないが、妙な指定のおかげで誰もが何かしらの悪い予感を抱きつつ部屋を出る。

　到着すると、ラウンジ内には既すでに黒衣の少女とその従者たる人物の姿が在った。

「用件は何ですか？」

「今夜これから、《修羅會》の主催者様との会見を行い、貴方あなたたちを他のチームともども賓ひん客きやくの皆さまへご紹介するとのことですわ」

「なっ……!?」

　あまりにも唐突な話に驚いたのは俺だけじゃなく、全員が少なからず反応を見せた。

「随分と突然な話ですね……」

「此方こちらも昨晩にお話を伺いましたの」

「だとしても、その時点でこっちに話を振ってくれてもいいんじゃない？」

　黄金の少女が少し不満げに言うも、理事長はくすりと笑みを返す。

「緊張から眠れなくなりはしないかと思いまして」

「ふん、随分と気き遣づかってくれたものだ」

「ト、トラちゃん。理事長さんなんだから、もうちょっと言葉遣いを丁寧にしたほうがいいと思うよ……？」

　当の理事長はというと、特に気にした様子もなく話を振ってくる。

「迎えは三十分ほど後とのことですし、貴方あなたたちも何か注文をして時間までくつろいでお待ちになられては？」

　無茶を言うな、と思う。

　突然、《修羅會グラデイエイト》の主催者──《６６６ザ・ビースト》の統率者と顔を合わせるなどと言われ、くつろげるはずがない。

「ミルクティーをお願い出来る？」

　黒衣の少女の勧めに迷うことなく飲み物を注文したリーリス──

　そのいつもどおりの余裕を感じさせる姿に、俺たちは揃そろって苦笑する。

「……じゃあ俺はアップルティーにするかな」

　口元を緩ゆるませたおかげで、ほんの少しだが気持ちに余裕が出来た。

「では私もアップルティーを」「わ、わたしはミルクを飲もうかな」「ふむ、私は──」

　リーリスに続いて俺が注文すると、他の面々も注文をし始める。

　さほど間を置くことなくそれぞれの手に飲み物が届けられ、俺はこちらに背を向ける形でカウンター席に座った黄金の少女の隣へ向かう。












「ありがとな。リーリスがいつもどおりだから、少し気が楽になった」

「……それならよかったわ」

「──っ！　リーリス、手が……」

　リーリスの手が震えていた。

　心なしか表情も強こわ張ばって見える。

「あら、バレちゃったわね……」

「リーリス……」

「メドラウトとは《狂売会オークシヨン》のときに間近で接してたから……」

　言いながら笑みを浮かべるも、そこにいつもの奔ほん放ぽうさは無い。

「もしこの後の会見とやらで、最悪の状況にでもなったらと思うと──」

　そこまで口にしてから、リーリスは申し訳なさそうに目を伏せた。

「ごめんなさい。不安にさせるようなこと言っちゃって」

「いや、いいさ」

　彼女の笑みが苦いものへと変わるも、俺は首を横に振る。

　けれど心中はリーリスに対する申し訳なさでいっぱいだった。

（リーリスが一番あいつの凄すごさをわかっているのに、みんなのために……）

　俺自身、遠間とはいえメドラウトの凄すさまじい威圧感を肌で感じた経験があったというのに、黄金の少女はいつもどおりだと思い込んでいた自分を恥じる。

「ゴメンな、リーリス」

「透とお流るが謝ることなんてないのに」

　俺はしばし沈黙し、やがてリーリスの瞳ひとみをまっすぐに見つめて言った。

「なあリーリス……。情けない話だけど、俺は自分が頼りないことをわかってる。痛いほどよく知ってる。だけどそれでも、不安を抱えてるなら言って貰もらえると嬉うれしい。頼むから、何もかも一人で背負おうとしないでくれ」

「透流……」

　俺の名を呟つぶやき、蒼玉の瞳サフアイアブルーが僅わずかに揺れ──

　黄金の少女の表情が、直前までとは打って変わって悪戯いたずらそうな笑みへと変わる。

「それってもしかしてプロポーズなのかしら？」

「え？　いや、そ、そうじゃなくて、前に同じことを橘たちばなに言われたから──」

「もう、そういうのは無ぶ粋すいにも程があるから黙っておいて欲しかったわ。でも──」

　不満そうな表情を浮かべたかと思えば、またしても変わる。

　眼を細め、とても嬉しそうなものへと。

「ありがとう、透流。次はそうさせてもらうわ」




　例の専属スタッフが迎えに来たのはそれから十五分ほど後のこと──

　理事長たちをラウンジに残し、俺たちはヘリポートへ移動した。

　つまり会見が行われる場所は、この船じゃないということになる。

　聞けば他の船で島に向かっているチームもいるとのことで、そいつらや俺たちを一箇所に集めたところを巨大シアタールームにて中継するそうだ。

　ヘリに搭乗し、沈みかけの太陽を背にしてしばらく移動し──

　やがて、海の上に小島のような何かが見えてきた。

　航空母艦──

　海に浮かぶ要よう塞さいが会見の場であり、《第四圜ジユデツカ》のメドラウトの拠点だった。

　数十機の戦闘機が並ぶ威圧的な雰ふん囲い気きのデッキに着陸すると、スーツ姿の美女に出迎えられた。

　彼女の先導で艦内へ入り、何かの駆動音が不気味に反響する通路を進み──

　やがて一際大きな扉の前で足を止める。

「奥へお進み頂き、しばしお待ち下さい」

　ここまで案内をしてくれた美女は通路に残り、俺たちは扉の奥へと歩を進める。

　扉の先は大きな広間となっていて、奥には一段高くに壇があり、玉座の如ごとき豪ごう奢しやな椅子が目に映る。

　また、広間には五十を優に超える先客──《修羅會グラデイエイト》の参加チームが既すでに揃そろっていた。

　中国衣の長袍チヤンパオを纏まとう集団、特殊部隊を彷ほう彿ふつとさせるアサルトスーツ姿の連中、腕を組みこちらに視線を向ける黒スーツ──レイジの姿も映る。

　ヘレンと名乗った聖騎士も居て、彼女は見事な細工が施ほどこされた白い鎧よろいを着込んでいた。

　他にも中華レストランで敵意を向けてきた連中、ここ数日の客船内でこちらを遠目から監視していたやつらなども。

　そして──

　最奥の壁際には、橘たちばなの元許婚いいなずけであるアキラという男の姿も在った。

「晶あきら兄さん……」

　顔を強こわ張ばらせ、橘が呟つぶやく。

《６６６ザ・ビースト》に属しているという事実を改めて目の当たりにし、胸の内に複雑な思いが駆け巡っているのだろう。

　するとそこへ、タキシードを着込んだ紳士然とした男が俺たちに近づいて来た。

　パッと見ではどうしてこの場に居るのかが不思議なくらいに整った身なりは、客船に乗っていた観戦客がこの場に紛まぎれ込んでしまったかのようにすら思える。

「やあ、緊張で足でも竦すくんでいるのかね？　もう少しリラックスした方が良いのではないかい？」

「あ、ああ……。えっと、あんた──あなたは？」

　相手の意図も素性も分からないため、一応は言葉遣いを正しておく。

「おっと、これは申し訳無い。私はパトリック──君たちと同様、《修羅會》に参加する闘士ということになるかね」

　やっぱりそうなのかという思いが顔に出たらしい。

　パトリックと名乗った男は明るい笑みを浮かべる。

「ははは、そう警戒をしなくていいよ。私は《６６６ザ・ビースト》に属していない、外部からの参加闘士だからね。何より──私は君達を助けたいと思っているのだから」

「俺たちを──助けたい？」

　敵地で、しかも明日には命懸けで闘たたかう可能性のある相手からの奇妙な発言に、困こん惑わくし眉をひそめる。

「ああ。勝者は敗者の生殺与奪の権を握る──それが《修羅會グラデイエイト》における絶対的なルールだからね。つまり私は君達を殺さずに倒し、命を助けたいと思っている。何しろ──」

　紳士然とした男は口くち端はを大きく広げ、笑う。

「これほど魅惑的な少年少女を手に入れられるなど、なかなか無い機会だからね」

「──っ!?」

「ははは、今から楽しみで溜まらないよ……。君達を私の蒐集コレクシヨンに加えるときが……！」

　パトリックは顔に手を当て、湧き上がる笑いを堪えきれないといった様子を見せ──

　その手を外すと、俺たちを恍こう惚こつの表情で見る。

「手に入れた後は存分に愛してあげることを誓おう、昼も夜もなく甘く淫みだらに鳴かせてあげることを約束しよう……。そして私に汚され、壊れていく様を存分に堪能させて貰もら──」

「いい加減にしろ!!」

　怒鳴ると同時に胸ぐらを掴つかみ、男の不快な言動を無む理り矢や理り止める。

「……何だね、この手は」

「黙れ、お前はもう口を開くな……！」

「今から口の利き方を躾しつけておく必要がありそうだね」

　俺に胸ぐらを掴まれたまま、パトリックが腕を振りかぶる──

「あっぎゃぁあああああ────っっ!!」

　突とつ如じよその腕が輪切りとなって床に落ち、苦痛の叫びがあがった。

「──っ!?」

　驚きに俺の手が胸ぐらから離れ、男は床に転がる。

「わ、わ、私の腕が、腕がぁあああ──っ!!　何が、いったい何が起きたぁああ──っ!?」

　失われた己の前腕に、パトリックは怒りと痛みと困惑が入り乱れた叫きよう喚かんを漏らしながらのたうつ。

　そのパトリックの目の前で、一人の男が肉塊となった前腕を踏みつける。

「あなたは美しくなイ」

　そこには、まるでヒキガエルを思わせるような容姿と体格の男が居た。

　身長はユリエたちとさほど変わらないくらいで、室内に入ってきて最初に目を引いた長袍チヤンパオの集団と同じ衣装を纏まとっているところから、そいつらの仲間だろうと思われる。

「お、まえ……確か、メイ、ズウとか言う連中……ぐくっ……醜いヒキガエルめぇ……！」

　パトリックが呻うめき混じりに苛いら立だちを露あらわにすると、長袍チヤンパオの男は大きく頷うなずく。

「そのとおリ、我輩は醜くイ。だからこそ美しいものを心から愛してるヨ。……だガ、其方そなたも哀かなしいまでに心が醜くク、見ていて耐えられないネ。なによリ──」

　ヒキガエル似の男はユリエと音おと羽はを順に指す。

「これほどに美しク、汚れなき少女たちを汚そうという精神に吐き気をもよおすヨ。彼女たちが迎えるべき未来は死──時を止メ、少女を永遠とすることこそが至上の美ネ」

「……そんなことをさせてたまるか」

　と俺は怯おびえる音羽をかばうように立ち──

「……ナイ。どちらもお断りします」

　普段はほとんど表情が出ない銀色の少女も、さすがに顔をしかめて言う。

「今は殺さないから安心していイ。本番は明日から──」

「私を無視するなぁ!!」

　手負いの獣を思わせる荒い呼吸をしつつ、パトリックが立ち上がる。

「許さんぞ、ヒキガエル……!!　私の腕を……殺してやる……明日を待つまでもない!!　今この場で殺してやるぞぉっ!!　小僧、お前もヒキガエルを殺した後に躾しつけてくれるわ!!」

　歯を軋きしませて殺気を纏まとうパトリックと、仲間と思われる一団が武器を構える。

（っく、まずい……!!　このまま闘たたかいが始まりでもしたら……）

　パトリックの一団だけならまだしも、今は俺たちを取り囲んで様子を見ている他チームを巻き込み、混戦に陥おちいらないとは限らない。

　そうともなれば、音羽はもちろんみんなも非常に危険な状況となってしまう。

　だが、既すでに闘いを避けられるような状況じゃないことは、火を見るより明らかだ。

（やるしかない……!!）

　迅速に終わらせる以外の方法は無いと決断を下したそのとき──

「お下がりください。仲間とともに身を護まもることだけをお考えを」

　俺の前に、白い鎧よろいの騎士が立つ。

「え……？」

「先にお伝えしました。故あって私わたくしは《６６６ザ・ビースト》に居る、と。望まずこの場に立たされた貴方あなた方が、無理に悪魔どもと闘う必要などありません」

　どこから取り出したのか、指先が巨大な刃じん爪そうとなった籠こ手て──《籠手爪クローガントレツト》を手にし、再度こちらへ下がれと告げる白騎士。

　音羽の件もあって複雑な思いを抱えつつも、俺は決断する。

「みんな、音羽を頼む!!」

「トール、私も闘います」

　ユリエが俺に肩を並べ、リーリスたちは音羽を護るようにして下がる。

「貴方達……」

「望んで《修羅會グラデイエイト》に来たわけじゃないのは確かだけど、だからと言って他人に闘たたかわせて自分たちだけは身を護まもるだけなんて出来ないさ」

「……承知しました。ですが、危険だと判断した場合はお下がりください」

「それはあんたもな」

　頷うなずきつつ、俺はパトリックへと構え、闘いの幕が上がる寸前──

　地の底から響いてきたかのような重苦しい声が俺たちを襲った。

「──《跪祈ヒザマズケ》」

　ズンッ……!!　全身が何かに押し潰される感覚に襲われ、言葉どおりに片膝ひざを突く。

　次いで両膝──だけで終わらず、ついには両腕までも突くことになる。

　俺だけじゃない。

　ユリエも、リーリスたちも、鎧よろいの騎士やパトリック、長袍チヤンパオの男──

　今の諍いさかいには関与していなかったレイジたちですら、広間に居る誰もが同じ状態に陥おちいっていた。

「ぐっ、あっ……!!　なん、だ……こ、れは……!?」

「ト、トール……これ、は……」

　立ち上がろうにも、見えない力で押さえつけられて指一本動かすことが出来ない。

「昂たかぶる感情は分からぬでもないが、今はあくまで貴様らの顔を披露するためのもの──故ゆえにこの場は預からせて貰もらうぞ」

　野太く圧力のある声が広間に響き、次いで身動きの取れない俺の脇を二つの足音が通り過ぎていく。

　内一つは、圧倒的且つ暴力的な気配を発しながら。

（この気配は、まさか……!!）

　何とか視線を声の主──足音が向かった先の壇上へと向けると、そこにはかつて《狂売会オークシヨン》で見た巨きよ躯くの男が広間を見渡すように立っていた。

「メド……ラウト……！」

《６６６ザ・ビースト》を統率する《圜冥主コキユートス》の筆頭であり、《第四圜ジユデツカ》と呼ばれる巨躯の男の名を口にし──その隣に立つもう一人の人物に気付く。

（あいつは……!!）

　華やかな軍服を身に纏まとう青年の姿は、ユーゴから聞いていた情報とほぼ一致する。

《第一圜カイナ》の称号を持つクロヴィスという人物に相違ないだろう。

「鬱うつ憤ぷんは溜まるだろうが、それは《修羅會》で発散して貰うとしよう──と言っても皆はそれどころではないようだね、《第四圜》」

「クク、これでも手心を加えたのだがな、《第一圜》よ」

　二人の男が言葉を交わし、動けずに居る俺たちを見て嘲るように肩を揺らす。

「……どうりで温ぬるいと思いました」

　声を発したのは白騎士だ。

　余裕とまではいかないようだが、それでも立ち上がった。

「ケッ、まったくだぜ……！」

　次いでレイジが、多少ふらつきつつも長袍チヤンパオの男やパトリックも立ち上がる。

　そしてアキラもまた、しかと両足で。

「骨のある奴らが多少は居るようだ。これならば皆も十分に楽しめる宴うたげとなるだろう──が、《超えし者イクシード》は少々期待外れだったか」

　俺たちを見据え、メドラウトが卑しむ。

（くっ……!!）

　いまだ収まることのない、不可視の圧力。

　体重が十倍になったとしても、これほどの圧は感じないだろうが──

「見くびるなよ……!!」

　それでも俺は拳こぶしを固め、歯を食いしばる。

「くっ……あ……あぁ、ああ……」

　全身を震わせつつ、ぎしぎしと軋きしむ体を起こす。

　そこで僅わずかに息を吸い、静かに吐き出しながら片膝ひざを突き──

　ゆっくりとだが、確かに立ち上がった。

「ほう……。撤回するぞ、《超えし者》。貴様にも改めて興味が湧いた」

　俺の姿を認め、メドラウトが愉悦の笑みを浮かべた途端、体を押さえつける不可視の力が突然、ふっと消滅する。

　圧力が消えた途端、広間のあちこちから大きく息を吐き出す音が聞こえた。

　その様子を見ながら、メドラウトが広間中に声を響き渡らせる。

「聞け、闘士グラデイエイターどもよ！　明朝より、貴様らは我らが催す宴──《修羅會グラデイエイト》にて、最後の闘とう士しが残るその刻ときまでその命を懸けて闘たたかってもらう!!」

　次いで、軍服の青年が語り始める。

「明日正午──舞台は忘却の島ゴーストアイランドすべてとし、上陸地点をそれぞれ別として踏み入ったその瞬間から始まりとする。六日後の時点で招待闘士ゲストに持たせた証を手にしていたチームを勝者とする。ただし昼夜問わずどのような状況下、どのような相手であっても遭遇した時点で交戦状態に入って構わない」

（まさか島全体とはな……）

　開催地だとレイジから聞いてはいたものの、島そのものが《修羅會》の舞台であり、しかも俺たちは招待闘士ゲストとは名ばかりの標的ターゲツト──つまりは兎うさぎ狩がりの獲物という厄介この上ないルールだ。

　ただし全チームが敵とはいえ、潰し合いが発生する可能性が高い分、ただの兎狩りよりはマシと言えるだろう。

　本当にマシと言った程度だが。

「だが──遭そう遇ぐう戦せんの楽しみは状況を問わないことではあるが、それではせっかくお越し頂いている賓ひん客きやくからすると、いつ闘たたかいが始まるかがわからず退屈な時間を送らせてしまうこととなってしまう。……それは困ったものだと思わないかね？」

　額に手を当て、クロヴィスは演技がかったように首を振った。

　船に乗る観客は、莫ばく大だいな金を賭かけているやつらだけじゃない。

　金を払ってでも命のやり取りをする様を観戦したい──そんな悪趣味なやつらも数多く居る。

　そいつらからすると一回でも多くの闘いを目にしたいが、島での遭そう遇ぐう戦せんともなればいつ交戦状態になるか分からない。

　下手をすれば数日間、何も起きないことすらあるだろう。

　そういった事情を踏まえた上で《第一圜カイナ》──クロヴィスは次の句を述べる。

「そのため招待闘士ゲストの方々には宴の幕開けデビユーデユジユーを飾って頂こうと思う」

「……島に着いた時点で一戦交えろってことか」

「えウえイ、そのとおり」

　逡しゆん巡じゆんして出した答えに、軍服の青年は静かに笑みを浮かべた。

「どいつが相手だ」

　広間を視線だけで見回す。

　レイジか、パトリックか、長袍チヤンパオの男か、はたまた白い鎧よろいの聖騎士か、それとも──

　このとき、広間にメドラウトの含み笑いが響く。

「ククク……。我ら《６６６ザ・ビースト》は寛大だ。故ゆえに貴様らに選択権を与えよう──」

《第四圜ジユデツカ》の称号を持つ巨きよ躯くの男が俺を指し、宣言する。

「《超えし者イクシード》よ、貴様が選べ──己の意志で、己の道を阻む壁をな」

　その言葉が示す趣旨──

　初戦の相手を選べという意味に、俺は隣に立つ少女へ、そして背後に控える仲間たちへと意志を問う。

　俺が決めていいのか、と。

　みんなが頷うなずいた。

「俺が──」

　みんなの表情を見て、誰もが望む同じ選択を俺は告げる。

　大切な仲間が、先に進むために。

「俺たちが闘う相手は──あんただ!!」

　拳こぶしを突き付けた先に立つ男が、冷徹な瞳ひとみで睨ねめ付つけてくる。

　男の名は──アキラ。

　橘たちばなが超えなければならない壁だ。





　　　　◇






　夜が更けていく。

　客船に戻った透とお流るたちは明日に備えて既すでにベッドに入っていた。

　透流は音おと羽はとともに、トラは別のベッドルームにて休んでいたのだが──

「お兄ちゃん、まだ起きてる……？」

　横になってから三十分ほどした頃、音羽は小さく兄へと呼び掛けた。

「……眠れないのか？」

「うん……」

　透流もまだ起きていた。

　明日から始まる《修羅會グラデイエイト》のことを考えていたためだ。

（ここ最近、あまり眠れてなかったみたいだしな……）

　リーリスを通し、サラからの報告によるものだ。

　強制的に闘たたかいへ参加させられるという、恐れや緊張からのものだろうと透流たちは考えていた。

　その実はまったく違う理由からのものであるが、音羽の体に起き始めた異変を知らぬ透流たちが分かるはずもない。

「眠くなるまで話でもするか？」

「するっ」

　妹の緊張を少しでも和らげることが出来ればという思いから出した案に、元気な声とともに音羽が勢いよく上半身を起こす。

　その様子に、これは寝付くまでに時間が掛かりそうだなと思い透流は苦笑する。

　もっとも、よほど寝るのが遅くなければ明日に影響はない。

　舞台となる忘却の島への到着は、明日の昼頃だからだ。

「それじゃあ、どんな話──」

「恋バナっ！」

「ぶ────っ!?」

　間髪入れずどころか皆まで言わせず出されたテーマに、透流は思わず吹き出した。

「何でそんな話を……」

　暗闇の中で音羽が目を輝かせているだろうと想像──事実だ──しつつ、透流は呆あきれ口調で訊たずねる。

「こういうときの定番だよ？」

「いや、何もこんなときにって意味でだな……。だいたい、そういう話は兄妹きようだいでするもんじゃ──」

「お兄ちゃんの本命って結局誰なの？　やっぱり普段一緒に居る人たちの内の誰かなの？」

　またしても透流に皆まで言わせず、興味津々といった口調で音羽が訊きく。

「はぁ……。俺は別に──」

「誰も気にならないの？　女の私から見たって、お兄ちゃんの周りってすごい人いっぱいだよ？」

「……気になるならない以前に、みんな大切な仲間だって」

　兄のぶっきらぼうな一言に、妹は不満そうに反応する。

「ユリエさんと一年以上同居してるのに？　リーリスさんやみやびさんからあんなにアプローチされてるのに？　これっぽっちも気にならないの？」

「それは……」

　ここで巴ともえの名前があがらないところから、透とお流ると仲がいい女子の距離感を音おと羽はがよく把握していると言えよう。

　ともあれ、透流とて周囲の女子を意識していないわけではない。

　だが、これまでは特定の誰かの好意を受け入れてはならないと、自身を戒いましめていた。

　すべてを抛なげうってでもやり遂げねばならないことがあり、それは自身の手を血で汚すことであり──

　だからこそ、真摯な想おもいでぶつかってきた少女にも頭を下げたのだ。

　目的を果たした先で、己を想ってくれている少女を哀かなしませることは分かりきっていたから。

　しかし、今は状況が違う。

　死んだはずの妹が──少年が己の手を血で汚す覚悟を持つ起因となった少女が、生きて傍かたわらに居る。

　常識的にはあり得ない出来事が起こったことで、透流は自身の進む道について悩みを抱えることとなった。

　故ゆえに、逃げた。

　今は考えるな──

　人ではなくなった妹の未来へ意識を向け、透流は核心から目を逸そらす。

　もっともそれは今この場で、大切な妹によって改めて意識させられてしまった。

「お兄ちゃん？」

　透流が押し黙ってしまったことで、音羽は呼び掛ける。

「……別の話にしないか？」

「ダーメ」

「ぐえっ」

　拒否とともに、音羽は透流の上に乗る。

「話を逸らそうとしても、そうはいかないんだから。……あ、逸らそうとするってことは、やっぱり好きな人が居るからなの？」

　きちんと答えるまでは解放してくれそうにないと悟り、透流は小さくため息をつく。

「……よくわからないってのが正直なところだ」

「誤ご魔ま化かそうとしてない？」

「してない」

「本当に？」

「本当だ」

　兄の答えに、音おと羽はは不満そうなため息をつく。

「まあ、みんなと一緒に居るのは楽しいけどな。だけど特定の誰かを好きかって訊きかれると、そういう気持ちがまだよくわからないんだ」

　音羽が信じる信じないは置いておくとしても、それは透とお流るの本音だった。

「うーん、もしかして好きって言葉がよくないのかなぁ……？」

　少女の言葉はある意味で的を射ていた。

「んーっと……。それじゃあ、一番大切に思ってる人は誰？」

　しばし考えた後、音羽は改めて質問をしてくる。

「……質問が変わってないぞ？」

「全然違うよ。好きはお兄ちゃんの気持ちで、今のはお兄ちゃんが幸せになって欲しいって想おもってる人のことだよ」

「……お前だけど？」

「んもうっ、そうじゃないよっ」

　兄の素の反応に、音羽は頬ほおを膨ふくらませ──

　ふっとその表情が落ち着き、穏やかで幸せそうで、少しだけ寂さびしそうなものへと変わる。

「私はもう、幸せだもん」

「音羽……」

　目はだいぶ暗闇に慣れてきてはいても、表情の細かい変化まではわからず──

　けれど声色によって、音羽の様子がこれまでとは違うと透流は気付いた。

「ねえ、お兄ちゃん。きちんと考えて。お兄ちゃんが幸せになって貰もらいたい人のことを。……これは宿題ね」

「宿題って……」

「眠くなって来ちゃったから、続きはまた今度ってこと」

　声に明るさが戻った少女は会話の終わりを告げると、ベッドへ横になった。

「おやすみなさい、お兄ちゃん」

「あ、ああ、おやすみ……」

　音羽は、目を閉じる。

　透流はこっそりとため息をつき、天井を見上げると先刻の話題を思い返す。

（幸せになって貰いたい人、か……）

　宿題とされた話をぼんやりと考えているうちに、やがて隣から寝息が聞こえてくる。

　規則正しい吐息を漏らす妹を見て、少年は優しく微笑ほほえむ。

　ほどなくして透流もまた睡魔に誘われ、目を閉じた。






　■第七章『私が護まもる！』









「もうすぐ到着だが──」

　遠くに見える忘却の島ゴーストアイランドへ視線を送った後、橘たちばなが俺たちへと顔を向ける。

「始まる前に、改めて皆にお礼を言わせて欲しい──ありがとう」

「お礼なんていらないよ、巴ともえちゃん。あの人を選んだのは、わたしたちみんなの総意なんだから」

「みやびの言うとおりだぜ、橘。……とはいえ、どうしてもって言うなら──」

「《修羅會グラデイエイト》が終わった後に焼き肉パーティーでもしよう、と言うのであればお断りだぞ」

　ぴしゃりと言う橘に渋面となる俺──

　直後、ヘリの中は笑い声に満ちた。

　みんなの笑顔を見て、橘も仄ほのかにだが笑む。

（多少なりとも緊張がほぐれたみたいだな。……ん？）

　橘の様子を窺うかがう中で、ふと彼女の手にあるインジェクターに気付く。

「なあ、インジェクターだけど俺が預かっておくか？」

　この後のことを考えるに、橘は持っていない方がいいだろうと考えて提案する。

　使用するという決断に至ったとき、闘たたかいの影響で壊れてしまっていて使い物にならないなんてことにでもなっていたら目も当てられない。

「ふむ、そうだな。では──」

　橘はインジェクターを俺に差し出してくるも、受け渡す寸前にその手を止める。

「いや……。せっかくの申し出ではあるが──みやび、これはキミに預けさせて貰もらえないだろうか」

「えっ、わたし？」

「うむ。《絆双刃デユオ》として、キミに預かっていて貰いたいのだ」

「えっと……」

「俺に遠慮する必要なんてないからな」

　かつてみやびが《装鋼ユニツト》の呪縛から解放された後、もう一度《絆双刃》として歩み直すのだと二人は俺たちに告げた。

　あの日からほぼ一年、二人は肩を並べて歩んできた。

　ともに強くあろうと、悩み、壁にぶつかり、それでもずっと。

　そんな二人が望んだ形に、俺が立ち入るわけにはいかないだろう。

「それじゃあ巴ちゃん……」

「頼む、みやび」

　橘の手からみやびの手へ、インジェクターがしかと手渡される。

「すまないな、九ここの重え。キミからの申し出だと言うのに……」

「いや、いいさ。橘たちばなが預けたい、みやびが預かりたいって思ったんだから、そこに収まるのが一番いいだろ」

「感謝する、九ここの重え」「ありがとう、透とお流るくん」

　笑顔を見せる二人に、無くさないようになと注意をしておく。

「これ、ポケットに入れてても割れないかな……？」

「……前に僕も渡されたことがあったが、かなり丈夫に出来ているから心配しなくていい」

　インジェクターの扱いにみやびが悩んでいると、トラが話に交じって来て──

「そんなに心配なら、あたしを圧倒する立派なものの間にでも挟んでおけばいいじゃない」

　続いてリーリスがインジェクターをひょいと取ると、みやびの胸の谷間──服の上からだが──にずぼっと突っ込んだ。

「ぴゃ────っ!?」

　途端、賑にぎやかを飛び越えて騒がしいに達たつした場の中で、橘は《絆双刃デユオ》の少女が黄金の少女へ苦情を述べる様を見て笑い──

　ふっと視線を落とし、表情を重苦しいものへと変える。

「……橘」

「──っ!?」

　声を掛け、橘が顔をあげたところでぺしっとデコピンを一発。

「な、何を……？」

「放っとくと自分で自分を縛りそうに見えたからな」

　当惑する橘に、俺はいきなりのデコピンの理由を伝える。

「忘れないでくれよ。みやびはもちろん、俺や他のみんなも居る。橘はあいつとは違う道を歩んできたってことをな」

　橘の目が大きく開き、僅わずかに間を置いてその顔に再び笑みが戻る。

「うむ、そうだな」

　そのとき、間もなく島に到着するという報しらせが入った。

　それにより騒ぎは落ち着き、全員の表情が緊張に満ちたものへと変わったところで、橘が口を開いた。

「……皆に聞いて貰もらいたいことが──いや、頼みがある」

　真剣な眼まな差ざしで告げられたその頼み事は、誰もが驚きを隠せないものであった。










　忘却の島ゴーストアイランド──

　かつてリゾート開発中に打ち捨てられた島の海岸に、俺たちは降り立った。

　白い砂浜に青い海という絶好のロケーションのこの場所は、開発が続いていればきっと多くの人が訪れて今もバカンスを楽しんでいただろう。

　建築途中で放棄され、今にも亡霊が出て来そうに思える海の傍そばの朽ちかけたホテルもまた然しかりだ。

　このような場で、道衣を着たアキラが、五人の部下──こちらより合計人数が一人少ないのは悪魔の数字を意味するらしい──を率いて俺たちの前に立つ。

　部下たちはきちんと統率されているようで、襲い掛かってくる様子はない。

「一つ、提案がある」

「……言うがいい、《超えし者イクシード》」

　波の音に掻き消されないよう声を張り、俺はアキラへ提案を述べる。

「代表戦ってわけじゃないが、まずあんたに一対一で闘たたかって欲しい相手がいる」

「いいだろう。……お前たち、俺が指示を出すまで下がっていろ」

　代表者の名を告げるまでもなく承しよう諾だくが返ってきて、部下たちはアキラ一人を残し、距離を空けた。

　同様にこちらも一人を残し、距離を空ける。

　残ったのは言うまでもなく橘たちばなだ。

　対たい峙じした二人は互いを見据えてしばしの刻ときを過ごし──

「……冷静になるための時間を与えたと思ったはずだがな、巴ともえ」

「友を見捨てて一人で生き長らえるなど御免だよ、晶あきら兄さん」

　アキラが問い掛け、橘が答える。

「愚かな選択をしたものだ……。あまつさえ一人で闘おうなどと愚行にも程がある──もっとも、邪魔が入らないとなれば俺には都合がいい話だがな」

　淡たん々たんと、感情を表に出すことなく、アキラは宣告する。

「約定どおり──キミを殺す」

「……少しだけ時間を頂きたい、兄さん。幾いくつか訊ききたいことが──」

「訊きたいことがあるのなら、凌しのぐがいい!!」

「──っ!!」

　一際大きな波音が響いた瞬間、アキラの姿が音もなく消えた。

（天あまつ風かぜ……!!）

　刹せつ那なの後、橘の懐に現われたアキラの右掌しよう底ていが、以前の理事長室のときと同様に橘の脇腹に叩たたき込まれた──かに見えた瞬間、その一撃が空を切る。

　否いな、橘が体を捻ひねり、躱かわしたのだ。

　橘は独こ楽まのように回転し、その勢いでカウンターの肘ひじ打ちを叩き込む。

　入ったかに見えたカウンターは、けれどアキラの左ひだり掌てのひらで止められてしまった。

「よく躱したものだ。その上、蜂ほう舞ぶノの刺しまで放つとはな」

「何な故ぜだ！　何故《６６６ザ・ビースト》などに与くみしたのだ、兄さん!!」

「言ったぞ、凌いでみせろとな」

　直後、互いの放った掌底がぶつかり合い、両者の体が後方へ弾はじけ──

　橘たちばなの表情が変わる。

「わかった。ならば凌しのぐなどと消極的なことは言わぬことにしよう。どのみち、貴方あなたとは拳こぶしを交えるつもりであったのだからな……」

　構えを取り、橘が吼ほえた。

「橘流十八芸・橘巴ともえ──推して参る!!」

　刹せつ那な、先ほどの返礼とばかりに、橘は天あまつ風かぜノの走そうでアキラの懐へ一瞬で潜り込む。

　が、アキラは読んでいたかのように突きを放つ。

　拳は橘の体を貫つらぬいたかのように見え、けれどそこには既すでに橘の姿は無く、彼女はアキラの目前で片膝ひざを着くほど低い姿勢を取っていた。

　そこからまるで居合抜きをするかのように手刀を放つ。

　アキラはその一撃を先刻自分がやられたように身を捻ひねって躱かわし、袈け裟さ斬ぎりのように拳を叩たたきつけにいく。

「巴ちゃんっ……!!」

　まともに喰くらえば鎖骨を叩き折られたであろう一撃は、手首辺りを橘が受けると同時に肘ひじ関節を極めて投げる形で攻防が入れ替わる。

　だが、関節を極めに行った瞬間、アキラは先に跳んだ。

　本来なら砂地に叩きつけ、そのまま関節技へ繋つなぐ流れはここで断たれるも──

「想定済みだ!!」

　跳ばれたと判断するなり橘は一歩踏み込み、いまだ宙に在るアキラの体へと拳を叩き込む──はずだった。

　ゴォッ!!　橘の頭が横に弾はじけ、俺たちは息を呑のむ。

　側頭部を襲った蹴りによって砂浜に転がった橘を、アキラはゆらりと立ち上がって見下ろした。

「こちらも想定済みだ、巴」

「くっ……。さすがに、やる……」

　まだ少し目眩めまいがするのだろう。

　頭部を押さえ、膝を揺らしながら橘が立つ。

「……何な故ぜ、《６６６ザ・ビースト》に与くみしたかを訊きいたな」

　ゆっくりと歩を進め、間合いを詰めたアキラは理由を口にする。

「……キミを愛しているからだ」

「──っ!?」

　心を乱した橘の動きが一瞬止まり、その隙を突いて袖を掴つかむと同時に足を払うアキラ。

　宙に橘の体が浮き、足刀が叩き込まれて吹き飛ぶ。

　まともに喰らえば骨の一本や二本は折られたであろう一撃──

　けれど橘はしかとガードをして防ぐ。

「くっ……。戯言ざれごとを……!!」

　砂浜に叩たたきつけられるもすぐに膝ひざを突き、橘たちばなは怒りを露あらわにする。

「戯言ざれごとなどではない。俺は昔から、そして今でもキミを愛していると言ったはずだ」

　膝立ち状態の橘の目前へ、天あまつ風かぜで瞬またたく間に距離を詰めたアキラが現れて言葉を返しながら貫ぬき手てを放つ。

　喉のど元を狙ねらった一撃は、橘が体を捻ひねったことで首を掠かすめるに留とどまる。

「それが真実として、あの者たちに与くみする理由となるのか!?」

　橘はアキラの着込んだ道衣を掴つかみに動く。

　アキラも易やす々やすと取らせるはずもなく、掴みに来る手をすべて払い、あるいは叩き落とす。

「初めてキミに会ったときから惹ひかれていた。ずっと、何年もだ。キミと会える日をどれほど待ち焦こがれたか、会う度に美しくなるキミと言葉を交わす際に平静を保つことがどれほど苦難であったか、許婚いいなずけの話が舞い込んできたときにどれほど心が躍ったか……」

　攻撃を捌さばき続けながら、アキラは当時を懐かしむように語る。

「けれど、キミと歩む未来を絶たれ、俺は道を見失った。だからこそ、橘を出た。叶かなわぬ想おもいならば、キミの姿を見ることのない外の世界で新たな道を見つけようと」

　そしていつかは胸を焦がす想いも熱を失い、懐旧の念と化すだろうと考え、一所に落ち着くことなく放浪の旅を続け、金が必要になるたびに短期の仕事に就き──

　一年近く前、ひょんなことから《６６６ザ・ビースト》が関わる地下闘技場へ辿たどり着いたそうだ。

「高揚も何も無く俺は闘たたかい、勝ち続け、王者となり──そして出会ったのだ」

《第四圜ジユデツカ》──メドラウトに。

『熱を感じぬ』

　メドラウトはアキラをそう評してせせら笑った。

『因習せかいによって希望みらいを絶たれたのだ。熱など在るはずがない』

　淡たん々たんと告げたアキラに、メドラウトは道しるべを示した。

『ならば世界を破壊すればいいだけのこと』

　名を捨てたつもりだったアキラは、このときに本心から名を捨てたそうだ。

「橘を成り立たせてきた因習せかいが、存続出来なくなる世界に──そのために、俺は《６６６》に身を寄せた。近い将来、今在る世界を混こん沌とんと化す計画へ助勢するために……」

　ここでアキラは歯を軋きしませ、手に爪を食い込ませる。

「だが、キミが闘士ゲストとして招待されることになり、俺の道は再び失われてしまった。俺は許せなかった……！　キミが《超えし者イクシード》となる理由を作った橘が！　奴らが頑なに守り続ける下らぬ因習せかいが！」

　激高し、感情を露わにするアキラへ、橘も感情をぶつける。

「だから砕くだいたというのか！　代々受け継がれてきた象徴とも言うべき宝刀を!!　それではただの腹いせではないか!!」

「そのとおりだ!!　あいつらの顔をキミにも見せてやりたかったよ、巴ともえ。世界が終わったかのような顔をな!!」

「なんてことを……！」

　橘たちばなの掴つかみに行った手がいなされて絡め取られ、そのまま引きつけられた瞬間、腹部へ膝ひざ蹴りが突き刺ささる。

「か、はっ……！」

　動きが止まった橘に、拳こぶしの連撃が襲い掛かる。

　咄とつ嗟さに防御をするも幾いくつかがまともに入り、橘は背中から倒れ──

　追い打ちの跳び足刀を辛くも躱かわす。

　立ち上がったところへ追撃に走るアキラに、橘は退かず、自ら踏み込む。

　しかし繰り出す技はどれ一つとしてアキラに届かず、一瞬の隙を突かれて反撃を喰くらう。

　同門で技を知られているということもあるが、キレ、速さ、力と、すべての点においてアキラの方が橘を上回っている。

「巴ともえちゃん、頑張って……」

　一方的に打ち倒され、それでも立ち上がり続ける橘の姿に、みやびが震える声で呟つぶやく。

　その呟きを耳にしつつ、俺は二人の闘たたかいに皮肉なものを感じていた。

　本来なら、こんな場所で拳を交えることのなかったはずの二人の運命に。

　橘流の歴史を紐ひも解といても、指折りの才の持ち主であるという分家の晶あきら。

　彼ほどではないにせよ、女子でありながら相当な才と認められた宗家の橘。

　本来なら二人は結ばれ、いつかは子を育み、橘流を盛り立てていくはずだった。












　橘たちばなは恋愛感情は無いと言っていたが、ともに過ごす時間が長ければ長いほど、どこかでその想おもいも変化した可能性はあるだろう。

　だが──その道は突とつ如じよ、閉ざされてしまった。

　本家に生まれるも女子であったが故ゆえに、継承の資格を失ってしまった女。

　分家に生まれたが故に、継承者としての資格を与えられなかった男。

　数年の時を経た今、ともに道に迷った者同士の闘たたかいは見ているだけで痛ましい。

　目まぐるしく攻守は変わるも、橘たちばなの拳こぶしはいまだに一度たりとも届いていない。

　だが、アキラの攻撃は届く。

　今も橘は砂地に叩たたきつけられ、関節を極められそうになる寸前にぎりぎりで回避する。

　同門だからこそ仕掛けられた技が分かり、寸前に致命的な負傷だけは避けることができているのだが──それも、いつまで持つか。

　ダメージが蓄積していけば、いつかは知っている技であろうと完全な形で喰くらってしまうのは明白だ。

　それはもう目前のことかもしれない。

「本当に化け物ね、あいつ。生身の人間だっていうのに、《Ⅲレベル３》の《超えし者イクシード》を相手にして互角──ううん、それ以上の強さを見せつけるなんて……」

「そ、それでも巴ともえちゃんは負けないって……。わたしは信じてるから……」

「ヤー。私も信じています、みやび」

「俺も──と言いたいところだけど、旗色が悪いのは確かだ。だから橘には悪いが──ここまでだな」

　俺の発した一言で、みんなの視線が集まる。

「いいな？」

「……ヤー。巴が望んだことですので」

　銀色の少女の返答に、他の面々も頷うなずく。

　頷き返すと俺は一歩前に出たところで──

　その手を、みやびが掴つかんだ。

「わたしに言わせて──巴ちゃんの《絆双刃デユオ》として!!」

　強い意志を宿した眼まな差ざしに、俺はこの役目はみやびにこそ相応ふさわしいのだと確信する。

「ああ、任せた」

「う、うんっ……！」

　緊張した面持ちで、けれどそれでもみやびは頷くと、俺よりもさらに一歩前に出た。

　大きく息を吸い込み、両の手を強く握りしめ──

　激励を飛ばす。

「巴ちゃん！　ここからはわたしも、わたしたちも一緒だよ！　だから──立って!!」

　普段の大人しいみやびからは想像が出来ないほどの声量が浜辺に響き渡る。

　絆きずなが育んできた強い信頼が、そのまま声となったかのように。

「……一対一を申し出ておきながら、自分たちがその約定を破る、か」

「バカなことを……言わないで、くれたまえ……。彼らは手出しなど、しない……。私を支えてくれるだけ、だ……。とはいえ──」

　ふらつきながら橘たちばなが立ち上がる。

「少々、休憩をし過ぎたらしい……。皆に心配を掛けてしまったようだ……」

　貝がらか小石で切ったのだろう、額からは赤い血が垂れ落ちていた。

「何な故ぜ立ち上がる。力の差は歴然としていることくらい理解出来ているだろう……。抵抗を止めれば楽に死なせてやれるんだぞ、巴ともえ」

「死なぬよ……。私は皆とともに、必ず生きて帰ると誓ったのだからな……!!」

「……もしこの《修羅會グラデイエイト》で生き残れたとしよう。その先で、キミは再び因習に縛られて生きていくつもりか」

「違う。私は──」

　橘は静かに首を振り──アキラを見据える。

「私は縛られるのではなく、紡つむぎたいのだ。橘という流派を、未来へ」

「自分を犠牲にしてまでか!!」

「宗家か分家か──私にとっては、それだけの違いにしか過ぎぬと気付いたのだ。技を継ぎ、託す──なすべきことは変わらぬとな」

「何故だ……何故、そこまで橘に……やつらの因習がキミに何を与えてくれた……キミはキミ自身の意志を蔑ないがしろにされ、翻ほん弄ろうされただけではないか……」

　アキラの発した言葉に、橘は眉根を寄せる。

「確かに、晶あきら兄さんの言うとおりかもしれない……。だからこそ、私は分家に入ると決まったとき、道に迷ったのだ……」

　目を伏せ、橘は俺たちへ語った言葉を、同じように道に迷ってしまった相手へと伝える。

「私は芯ちからが欲しかった。決して揺るがぬ芯を己の中に望んだ……。だが──それはずっと私の中に在ったのだ。些さ細さいなことから、私はそのことに気付いた……」

　胸元に手を当て、橘は再びアキラを見据えた。

「橘こそが──私の芯だ」

「なっ……!?」

　橘の告げた言葉に、アキラが驚きよう愕がくを露あらわにする。

「友が教えてくれたのだ。私は橘なのだと──どこに居ようと、変わらず」

　まっすぐに見据えたまま、橘は想おもいを言葉にして紡ぎ続ける。

「そして気付いたのだ──私は橘が好きなのだと。橘の技と教えを誇りに思っているのだと──その想いこそが私の芯なのだと……!!」

　橘は告げる──誇りと想う気持ちに宗家も分家も無いと。

　だからこそいつかは橘に戻り、先人たちが積み重ねてきた想いを紡ぐのだと。

「私は己の道を見つけたよ、晶兄さん。私と同じく道に迷った貴方あなたへそのことを伝えるため、二人で話し合うための場を作って貰もらったのだ」

　みやびが七人目に決定したあの日──

　橘たちばなが自身の内にある橘流という芯に気づき、俺たちへ頼み込んできた内容がそれだ。

　口だけではなく、拳こぶしを交えながらに伝えるという点が、とても橘らしいと思ったものだ。

「……キミを説得するのは無理、ということか」

「貴方あなたは橘を捨てる道を選び、私は橘に戻る道を選んだ──もはや、我らの道が交わることは無い」

「巴ともえ、キミの意志はわかった。……だがこの俺に届かぬ以上、どのような道を見出そうともキミはここで終わると知るがいい」

「いいや、終わらぬよ。私は貴方を超え、先に進む」

「夢想も大概にしろ。今のキミでは俺に勝つことなど敵かなわぬ」

　首を振り、橘は空を見上げた。

　どこまでも続く果てなき蒼を見上げ、言った。

「ここまでは橘で生きる覚悟を伝えるため、あえて橘流として闘たたかわせてもらった」

　忘却の島に上陸寸前、橘の告げた頼み事はそれだった。

　自身が橘で学んだ技のみで、やれる限りやりたい、と。

　俺たちは誰もが驚きはしたものの、止めることはなかった。

　止めてしまえば、橘が先に進むことが出来ないとわかっていたからだ。

『面倒ばかり掛けてすまない』

　橘はそう言った。

『信じてるから止めないんだよ』

　みやびがそう返した。

　もちろん、勝てないことは橘自身も含めて誰もが承知の上での判断だ。

　ただしそれも、途中までだ。

　本来なら橘の気が済むまでが最良なのだろうが、彼女が橘流のみでどこまで闘うかの判断を下す役目は俺に託された。

　意地が己の判断を鈍にぶらせることもある──

　それが橘の意志であったから。

「……残念ながら、まだまだ未熟だと思い知らされたがな」

　橘は視線をアキラへ戻す。

　その声色は明るいものだった。

　受け継いだ技はまだまだ研けん鑽さんすべきものであり、橘として生きる者としてはそこに楽しさを感じているのだろう。

「だが──ここからは、今の私を出し切らせてもらう!!」

　橘が構えを取るとともに叫び、天あまつ風かぜノの走そうを繰り出す。

　けれどアキラの懐にまでは潜り込まず、距離にして二メートルのところから別の技法へと切り替えた。

　天あまつ風かぜノの走そうと対になる、朧おぼろ月づきノの歩ほへと。

　霧の中に浮かぶ月が如ごとく彼女の姿が霞かすみ、緩ゆるやかに間合いを詰めていく。

　一気に間合いを詰めてくると想定していたアキラの気勢は僅わずかだが揺るぎ、橘たちばなは朧おぼろ月づきから流れるように攻撃を放った。

「くっ……！」

　フック気味の左掌しよう底ていに対し、咄とつ嗟さにガードを固めて防ぐアキラ──

　だが、次の瞬間その表情が歪ゆがむ。

　鈍にぶい音を響かせ、橘の左ローキックが腿ももに叩たたき込まれたために。

「おぉおおおおっっ!!」

　一瞬、アキラの動きが止まったところへ橘が吼ほえ、上下に打ち分ける鋭するどい蹴りを矢や継つぎ早ばやに繰り出す。

　アキラが蹴りの合間に反撃を試みるも、橘は腕で防御をすると同時に蹴りを叩き込む。

「トール。あれは……」

「ああ、リーリスのスタイルだ」

　変幻自在の鋭い蹴りと、棒術にも似た《銃ライフル》による防御を組み合わせたリーリスの近接戦用スタイルはひどく厄介だ。

　橘は防御部分を橘流の技法に置き換えてアレンジしつつ、蹴りを放ち続ける。

　加えて、ところどころで橘流の技をフェイントとして挟み込んでいく。

　すべてが知らない技ならまだしも、アキラは橘流の技を知り過ぎている。

　おかげで考えるよりも早く橘流の技に体が反応してしまってフェイントに掛かり、リーリス流の蹴りを叩き込まれる。

「くっ、こんな……！」

　放った蹴りを止め、足を取る──

　そのための動きをアキラが見せた瞬間、橘は踏み込み、腹部へと掌てのひらを重ね──

「橘流──龍りゆう哮こうノの衝しよう!!」

　中国拳法の発勁の如く、発した気はアキラの体を捉えて吹き飛ばし、先に在った朽ちかけのコテージを完全に崩壊させる。

　けれどそこで橘は動きを止めずに駆け、《力ある言葉》を叫ぶ。

「《焔牙ブレイズ》!!」

　彼女の《魂》が、その手に《鉄鎖チエイン》と化して具現する。

「それが話に聞く《焔牙》か……。だが、こうも聞いているぞ。《焔牙》は真の《力》を引き出せぬ限り、ただの武具にしか過ぎないとな」

　元コテージであったその場で立ち上がり、橘の手にした《鉄鎖》を見たアキラが言う。

「つまり、これより見せる技は十八芸が一つ──鉄鎖術。たとえキミが最も得意としていようが、橘の術がこの俺に通用すると思うな!!」

「もとより鉄鎖術が貴方あなたに通じるなどと自惚うぬぼれてはいないさ。だから《鉄こ鎖れ》は──こう使う!!」

　叫ぶや否いなや、橘たちばなは《鉄鎖チエイン》を投げつける。

　雫しずく銅どうではなく、《鉄鎖》そのものを無造作に。

　鎖はまるで投網のように広がり、アキラは回避しきれない。

　ダメージが与えられるような攻撃ではなかったものの、動きを止めることは成功し──

　橘は駆けて行く際に拾い上げた木材と鉄材を両手に、荒々しい攻撃を繰り出す。

　その姿は銀色の少女を彷ほう彿ふつさせ──

　振るった内の一撃がアキラの体を捉え、またしても吹き飛ばす。

「ぐ、うっ……！　まさか、宗家のキミが、こんな闘たたかい方を──これが、橘流だとでも言うのか、キミは……！」

「和は輪なり。輪を紡つむぎ螺ら旋せんと成せ──和から外れることで橘の教えを忘れたか、晶あきら兄さん！　橘は門戸を開くことで、他流と交わり進歩して来たことを！　私も同じだ！　昊こう陵りよう学がく園えんで友と出会い、彼らと競い合うことで学んできた──それが今の私だ!!」

　今度は砂浜へ叩たたきつけたアキラへ、橘は宙空から飛び込んでいき──

　まるで弓を射るかのように掌を引き、力を溜める。

「橘、まさか……!?」

　俺のそれとは違い、拳こぶしを掌てのひらに変えてはいたものの、間違いなくその構えは──

「《雷神の一撃ミヨルニール》です、トール……！」

「そんな大振りの拳が当たるとでも思ったか、巴ともえ！」

「無論、承知！」

　アキラは即座に飛とび退のき、対象を失うも──

　橘は構わず、力を解き放って掌しよう底ていを砂地へと打ち込む。

　途端、叩き込んだ地点を中心に、砂が爆発したかのように舞い上がる。

　だが、その砂の範はん囲いに居たアキラにとってはそんな生易しい表現では済まない。

　たかが砂、されど砂──

　受け流すことは敵かなわず、回避することも敵わない大量・広範囲に広がる衝撃波といっていい一撃に、防御する以外の手は無い。

　刹せつ那な、俺たちは見た。

　砂さ塵じんの中で何事かを呟つぶやく橘の右腕は、だらりと力無く垂れ下がっている。

《雷神の一撃》の威力に、自身の体が耐えきれず脱臼をしたのだろう──

　が、それ以上に注目すべき点は彼女の取った構えだ。

　僅わずかに腰を落とし、見覚えのある独特な前傾姿勢を取る姿にみやびが目を大きく見開く。

「あ、あれってもしかしてわたしの……！」

　その手に《騎兵槍ランス》は無いものの、構えはみやびの刺突進チヤージそのものだったからだ。

「これで終わりとさせて貰もらうぞ、晶兄さん!!」

　橘たちばなが地を蹴る──本来ならば、間合いを詰めるために使う天あまつ風かぜで。

　天あまつ風かぜノの走そうと刺突進チヤージ──

　橘とみやび、《絆双刃デユオ》の少女たちが持つそれぞれの技が一つとなり──

　己自身を《騎兵槍ランス》と化した一撃が、アキラへと炸さく裂れつする。

　それは無骨なぶちかましシヨルダータツクルで、けれど無類の威力を持ち、橘の名を捨てた男との決着をつけるに十分な一撃だった。

　喰くらったアキラのみならず、放った橘自身も勢い余って砂浜に倒れ込む。

「巴ともえちゃん……！」

　みやびが《絆双刃》の少女の名を叫ぶ。

　だが、返事はない。

　橘流の使い手は互いに倒れ伏したまま、動く様子を見せない。

「巴ちゃん……！」

　もう一度橘の名を叫び、みやびは駆け出した。

「み、やび……」

《絆双刃》の少女が駆け寄る中、橘は応答し、ふらつきながら体を起こし──

　けれども、しかと大地を踏み締めるよりも先に彼女の膝ひざが折れる。

　そこへ、駆け寄ってきたみやびが崩くずれ落ちそうになる橘の体を抱き止めた。

「助かったよ、みやび。……とはいえ何とも締まらないものだな、私は」

「くすっ、そうだね」

「「……………………」」

「ま、待ってくれみやび！　ここは『そんなことはない』と否定してくれるところではないのか!?」

「だ、だって巴ちゃんらしいかなって……。でも、ね──」

　複雑な表情を浮かべる橘を支えたまま、《絆双刃》の少女は告げる。

「そういうところも含めて、巴ちゃんはかっこいいよ」

「そ、そうはっきり言われると何だかむず痒がゆいものだな……」

　微笑ほほえむみやびへ、照れくさそうに笑みを返す橘。

　そんな二人の姿に俺たちも笑みを浮かべつつ、近寄っていく中──

「……まさかキミにここまでやられるとはな」

　荒い呼吸で肩を揺らしたアキラが、胸元を押さえながら立ち上がった。

「私一人では届かなかったよ。競い歩んできた友たちが──なにより、強くあろうと誓い合った《絆双刃》が居てくれたからこそだ」

　橘がみやびの肩を強く抱く姿に、アキラの瞳ひとみに言い知れない感情が浮かぶ。

　それはどこか寂さびしそうで、けれど羨うらやましそうにも見えた。

「……諦あきらめるしかない、か」

　アキラの口から、哀かなしそうな声色が発せられる。

「負けを認めるのだな、晶あきら兄さん」

　既すでに勝負はあったと言っていい。

　橘たちばなは脱臼も含めてぼろぼろだが、それ以上のダメージがアキラにあることは明白だ。

　だが──アキラは首を横に振る。

「……いいや、この姿でキミを殺すことを諦めたと言ったのだ、巴ともえ」

「──っ!!　まさか……!?」

　低い声で発した言葉の意味を察し、橘の顔色が変わった。

「俺のままでキミを殺したかったよ、巴」

「そん、な……」

　メキメキと不気味な音を立てアキラが変へん貌ぼうしていく様に、橘の瞳ひとみが見開かれる。

　膨ふくれ上がるように巨きよ躯くと化し、皮膚は硬質化して、額からは角のようなものが突き出し、人の姿が失われいく。

　親しかった者が道を誤った末に得た《力》に、変貌した姿に、やるせない哀かなしみで橘が表情を歪ゆがませる。

「道を外れたか、晶兄さん──っ!!」

　憤いきどおりが、叫びとなって橘の口を突く。

「そうだ。世界を破壊するために、な……。それもすべて無駄となったがな……」

　異い形ぎようと化したアキラは全体的なフォルムから兜虫ビートルがベースにあると察することが出来るも、《獣ゾア》であるか《獣魔ヴイルゾア》であるかまでは判別がつかない。

「巴、キミを殺す」

　アキラが死を宣告し、同時に俺は駆け出した。

「キミを殺した後、橘の血に連なる者をすべて滅し──最後にこの俺の命も絶とう」

　言い終えるやアキラが橘たちに向かって襲い掛かり──

　ほぼ同時、俺は橘たちの前へ飛び込むなり結界を発現させた。

「牙を断て──《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　アキラの掌しよう底ていが結界を揺るがし、けれどその一撃は完全に阻む。

「穿うち砕くだけ──《雷神の一撃ミヨルニール》!!」

　結界を解くと同時、俺の拳こぶしがアキラの体を捉え、胸元を打つ。

　その一撃はアキラを吹き飛ばすまでには至らず、砂浜に長い二本のラインを作り出すに留とどまった。

　それでもダメージは与えられたようで、アキラは片膝ひざを突く。

（けど、一発で仕留められるほど優しい相手じゃない、か……）

《位階昇華レベルアツプ》で威力を増した《雷神の一撃》に耐えきったところから、アキラは《獣》ではなく《獣魔》なのだろうと察する。

「邪魔をするつもりか、《超えし者イクシード》……!!」

「──だとさ、橘。俺も悪いとは思ったけど……」

「いいや、構わぬさ。……ここからはもう、私と晶あきら兄さんの闘たたかいではないからな」

　背中越しに飛んできたのは、哀かなしそうな声色だった。

　橘たちばなはアキラとの闘いを望んだからこそ、俺たちは手出しをせずに見守った。

　だが、もう違う。

　目の前に立つのはアキラであって、アキラじゃない──人非あらざる者だ。

「トール！」「巴ともえ！」

　そこへ、ユリエたちも駆け寄って来ようとし──

「そいつらを殺せ!!」

　ほぼ同時にアキラの命令で部下たちが動く。

　音おと羽はたちをその自重で押し潰さんと、五人の《獣魔ヴイルゾア》が頭上から飛び込んで来る。

「音羽!!」

「させません!!」

　ユリエが音羽を抱えて飛とび退のき、直後に大地が揺れるとともに砂さ塵じんが舞う。

《獣魔》たちは完全に俺たちとユリエたちを分断する位置に立ち、戦局は二面となることは確実だった。

「……音羽はあたしが預かるわ」

　敵から目を逸そらさずに黄金の少女が言い、ユリエは頷うなずいて音羽を預ける。

　ユリエやトラと違い、リーリスの《焔牙ブレイズ》は距離を取って闘えるからこそだ。

「しっかり掴つかまっているのよ、音羽」

「は、はいっ……！」

　黄金の少女は片手で抱き抱え、音羽も彼女の首に腕を回す。

「さあ、始めるわよ！　前衛二人、気合い入れなさい！」

「ヤー、音羽をお願いします！」「ふん、言われるまでもない！」

　数にして三対五──

　音羽を抱えている分リーリスの動きが制限されるから、実質倍の数の敵を相手にするようなものだ。

　だが、任せて信じるしかない。

　何より──こちらも集中して臨まなければ、勝てる相手じゃない。

　そう思わせる圧をアキラは発していた。

「みやび、《騎兵槍ランス》を借りるぞ。……ふんっ!!」

　ゴキンッ……！　浜に突き刺さした《騎兵槍》に脱臼した腕を突き、自力で骨をはめ直す。

「……大丈夫、巴ちゃん？」

「動かすのは厳しいな。……まったく、いつもあれほど負担の掛かる技を使っていたとは、呆あきれたものだな……」

　肩に走る激痛に表情を歪ゆがませつつ、橘が言う。

「これに懲こりて使わないでくれると嬉うれしいんだがな」

「ふふっ、そうしておくよ」

「さて、と……。基本的にあいつの相手は俺がするから、二人はサポートを頼む。……まあ、向こうもそのつもりのようだがな」

　アキラの意識が本来の狙ねらいである橘たちばなよりも、俺へと向けられているのが気配でわかる。

　さっきの《雷神の一撃ミヨルニール》のおかげで、こちら側の三人で誰を警戒すべきか判断をしたのだろう。

「来るぞっ!!」

　橘が警告を発するとほぼ同時、アキラが天あまつ風かぜで地を蹴る。

「消えっ……!?」

　異い形ぎようと化したことで、人の姿のときは捉えることが出来たはずの天風を使った動きがまったく見えず──

　突とつ如じよ、真横にアキラの巨体が現れ、丸太を彷ほう彿ふつさせる腕が振るわれる。

　咄とつ嗟さに《楯たて》を構えて攻撃を受け止め、直撃を回避する──はずだった。

　アキラの狙いが打撃であれば。

《楯》ごと腕を掴つかまれ、あっさりと俺の体は宙を舞って砂上に叩たたきつけられた。

　肺の空気を吐き出して一瞬動きが止まった俺に、アキラは右みぎ掌てのひらを向ける。

「──っ!!」

　このとき、俺の視界に映る。

　アキラの掌しよう底ていに穴が空いている様が。

　その穴から、尖とがった槍やりのような何かが見えた。

「死ね、《超えし者イクシード》」

（ま、ずい……!!）

　これまでの闘たたかいで培った感覚が、俺に危険を報しらせる。

　逃げろ、こいつだけは喰くらってはならないと。

　けれど腕はいまだ掴まれていて、逃げる術はなく──

「透とお流るくんっ!!」

　アキラが攻撃を放つ一瞬前に、みやびが《騎兵槍ランス》を振るう。

　横薙なぎの一撃はアキラにヒットし、俺の腕を掴む力が一瞬弱まり──

　直後、アキラの右腕から、ネジを思わせる螺ら旋せん型の突角パイクが射出された。

　紙一重でガードが間に合い、《楯》で防ぐ。

　ズドムッ!!　まるで杭打ち機のような一撃は、直撃は避けられたものの地面に倒れた状況で衝撃は逃がしようがない。

「が、ふっ……」

　体を襲う凄すさまじい衝撃に、再び肺の中の空気は残さず無む理り矢や理り吐き出された。

「射突角へリツクスパイク……。俺に埋め込まれた一角ナーフアルの《力》を使ったものだが──これで終わりと思ったか、《超えし者》？」

「──っ！　九ここの重え、逃げ──」

　ズドンッ!!　《楯たて》に突角の先端が押し付けられた状態から、再び衝撃が俺を貫つらぬく。

　そう、貫いた。

《楯》から伝わると言うより、何かが直接体内を貫通したような一撃に、俺の視界は白くなる。

「……ぐ、ぁ……これ、は……」

「龍りゆう哮こうノの衝しよう……!!」

　どこか遠くから橘たちばなの声が聞こえた気がし、意識が僅わずかに覚醒する。

（そう、か……。気で、体の内側を……）

　橘流十八芸・龍哮ノ衝──

　発した気で表面を破壊するのではなく、気を通して体内へ直接ダメージを与える一撃。

　今は《楯》を通してアキラの気を叩たたき込まれたのだ。

「次はお前だ、巴ともえ」

「させ、るかよっ……!!」

　倒れた状態から、腕で体を跳ね上げるようにして蹴りを放つ。

「確かに通したはずだがな」

　蹴りは空を切るも、アキラは驚いたような口調で俺を見る。

「……生憎あいにく、タフさだけは自信があるんでね」

　言いながらも、俺の呼吸は大きく乱れたままだ。

「ならば、次は確実に殺せばいいだけのことだ」

「やれるものならな!!」

　虚勢ではあるも、気迫で押されないよう吼ほえる。

　アキラが攻め込んで来て、俺は防戦一方と化す。

「ほう、その動き──お前も橘流を少しはかじっているということか」

　虚実入り乱れた攻めの中、アキラが言う。

「俺は、橘の、弟子だから、なっ……!!」

　整わない呼吸の中で叫び、反撃に転じるも、巨体とは思えない流麗な動きで逆にカウンターを喰くらいそうになる。

（橘が尊敬するだけの使い手だな……!!）

　これまで幾多闘たたかった《獣魔ヴイルゾア》と違い、アキラの動きは洗練されていた。

　異い形ぎようの身でありながらも能力に頼らず橘流の技を使い、そのキレは橘より数段上だ。

（くそっ、技も速さも力も全部向こうが上手か……!!）

　圧倒的な差ではないにしても、その差は大きな壁として立ちはだかる。

　何より単純な防御力──《獣魔》特有の皮膚鎧よろいが、こちらの与えるダメージをかなり軽減させてしまうのは非常に厄介だ。

　俺の攻撃はほとんどが捌さばかれ、喰らっても大したダメージはないと判断したものは皮膚鎧よろいで受けられてしまう。

　橘たちばなたちも上手く攻撃を割り込ませて来るも、牽けん制せい程度のダメージを与えるのがやっとだ。

　みやびの刺突進チヤージならもう少し与えるダメージが高まるだろうが、守りの硬い相手にはハイリスク過ぎる。

　ユリエたちも一進一退の攻防を続けていて、加勢を期待出来るような状況じゃない。

（せめて《纏雷アドベント》を使う隙さえ作れれば……!!）

　俺の最強技──《煌霆の雷撃エルデインガルソール》に至らずとも、基本の攻撃力の底上げさえ出来れば。

　その思考が僅わずかに集中を乱し、そこを見逃さずにアキラが貫ぬき手てを繰り出す。

　ヒュッ!!　バッ!!　紙一重で直撃を避けるも掠かすめた頬ほおから血煙が舞い、背筋が凍る。

「九ここの重え！」「透とお流るくん！」

「大丈夫だ!!」

　一撃でも直撃を喰くらえば、ぎりぎり保てている均きん衡こうが一気に崩くずれ去ってしまう。

　現状ですら、みやびや橘のフォローがあってのものだというのに。

　加えて、右みぎ掌てのひらからいつ射突角へリツクスパイクが放たれるかという重圧が、俺の精神を疲弊させる中──

　ギャリィッ!!　その右掌を、橘の《鉄鎖チエイン》が絡め取る。

「九重、今だ!!」

「おぉおおおおっっ!!」

　橘が作ってくれた好機を逃さず《雷鳴の疾吼ルングニール》を叩たたき込むと、巨体が僅かに揺らぐ。

（もう一発……!!）

　全力の蹴りを叩き込んで距離を稼ぎ、再び距離が詰まる前に《纏雷》を発動させる──

　俺の目論見は、攻撃が空を切ったことで当てが外れる。

　寸前まで存在していた異い形ぎようの巨体が、そこに居なかったために。

　否いな──天あまつ風かぜを使い、真後ろへ超高速のバックステップを行っていたのだ。

「しまった……!!」

　再び天風で間合いを詰められる──

　そう判断した俺は防御を固めるも、半分正解で半分不正解だった。

　アキラの姿が消え──

「透流くん、上!!」

　直後、みやびの警告が飛ぶ。

　後方に控えていたため俺より視界が広く、その分だけ早くアキラの姿に気付いた。

　アキラは正面ではなく、空中へ向かって天風を使ったのだ。

　兜虫ビートル──昆虫の羽を広げ、アキラは滞空したまま俺に向かって左の掌を向けていた。

（射突角へリツクスパイク!?　……いや、違う!!）

　右と同じく、左にも穴が空いていたのだが──

　掌の周囲の空間が歪ゆがんでいた。

　それはまるで砂漠で景色が揺れるような歪み方だった。

「獣呀熱線砲ゾアブラスター!!」

「《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　俺目掛けて放たれたのは、強力な熱線レーザーだった。

　結界が大きく震えるも、その威力は完全に抑えこむことが出来た。

　威力は《Ｋ》の使った赤色光束砲エーテルカノンとほぼ同等くらいだろうか。

　今の《位階レベル》の《絶刃圏》なら破壊されることはないが、まともに喰くらえばただじゃ済まない威力には変わりない。

「まったく、どんな生物がレーザーなんか出すんだっての……」

　とそこに、まだ展開したままの結界へ再び衝撃が走る。

　熱線が防がれたと判断するや、甲虫かぶとむしの角を使って突進を仕掛けてきたのだ。

「坐禅草ドラコンテイウムの持つ発熱エネルギーを獣化することで極限まで高めた──そう聞いている」

「ったく、動物どころか植物もありとは研究熱心なやつらだな……！　もっと他の方向にそのエネルギーを使えって話だぜ……!!」

　皮肉を投げるも返事は無く、アキラは結界に右みぎ掌てのひらで触れた。

「──っ！　離れろ、橘たちばな、みやび──っ!!」

　二人に向かって叫ぶとほぼ同時、螺ら旋せん型の突角が射出されて結界を砕くだく。

　向かって来る射突角へリツクスパイクを《楯たて》で防ぐも、その威力を殺しきれずに弾はじき飛ばされる。

　俺が砂上に叩たたきつけられて倒れ伏したそのとき、みやびの悲鳴が響き渡った。

　顔を上げると、アキラの攻撃を喰らってみやびが砂浜に叩きつけられる様が目に映る。

「う、うう……」

　俺のすぐ近くまで吹き飛んできたみやびは、苦痛の呻うめきを漏らす。

「これで邪魔者は居なくなった」

　俺たちを一いち瞥べつした後、橘の眼前にアキラが立つ。

「終わらせるぞ、巴ともえ……！」

　巨きよ躯くが橘に襲い掛かる。

　先刻の人の姿より速さと力を増したアキラに、橘は防戦一方となる。

　しかもアキラの攻撃は橘の体を幾いく度ども捉え、このままでは長くは持たないことは火を見るより明らかだった。

「ぐ、うう……!!」

　俺は何とか体を起こすも、射突角の衝撃によるダメージで体が痺しびれ、膝ひざに力が入らない。

（動け、動け、動け────っ!!）

　足を叩き、感覚を取り戻そうとする中で、俺を呼ぶ声があった。

「透とお流る、くん……透流くん……！」

「みやび！」

「これを巴ちゃんに……！　今なら、今の巴ちゃんなら、きっと……!!」

　みやびが俺に向かって手を伸ばす。

　その手の内にあったのは──インジェクターだ。

「ああ！　今の橘たちばななら、絶対に……!!」

　深く頷うなずくと、みやびにふらつきながら近づき──

　インジェクターを受け取る。

「橘、使え────っ!!」

　叫びながら、橘へ向かって投げる。

　コースは僅わずかに逸それるも、自身に向かって投げられたものが何であるかを判断した橘は飛びついてキャッチする。

「まだ無駄な抵抗をしようと言うのか」

　見下ろすアキラを、インジェクターを手にした橘が睨ねめ付つける。

「……無駄ではない。これは皆が私を信じてくれた想おもいの《力》だ。貴方あなたを倒し、先に進むための《力》だ!!」

「先は無い！　キミはここで死ぬんだ、巴ともえ──っ!!」

　アキラが右みぎ掌てのひらを構え、橘へ向かって地を蹴った瞬間──

「私は──私の背中を押してくれた輩ともがらと共に歩みたい。この《修羅會グラデイエイト》を勝ち残り、この先もずっと……!!　だからこそ、私は今、《力》を欲する──《魂こころ》から!!」

　橘は吼ほえながら首筋にインジェクターを当て、トリガーを引いた。

　紅の《焔ほのお》が舞い──

　蒼き《焔》へと変わる。

　けれどアキラはそれらを意に介さず、《蒼そう焔えん》の中へと右掌を繰り出した。

　ズンッ!!　鈍にぶい音が響き、《焔》が散り、砂さ塵じんが舞う。

　そして──

　アキラの巨きよ躯くが、宙空まで吹き飛んだ。

　言うまでもなく吹き飛ばしたのは──

「橘!!」「巴ちゃん!!」

　大きく踏み込んで掌を突き出した橘に、俺たちの声が重なった直後、アキラの巨体が地響きを立てて落下する。

「心配させてすまない、二人とも。もう大丈夫だ」

　ゆっくりと構えを解き、橘は俺たちへ顔を向けて言った。

　ここで俺は、彼女の身に起きた変化に気付く。

「その腕は……」

　橘の両腕には、ぼんやりと輝く鎖が巻き付いていたのだ。

　それはまるで、橘を縛り付けているかのように見える。

「……これが私の《業リヴオルト》──《門鎖織インハリツト・リネージユ》だ」

　静かに笑みながら、橘は腕に巻き付く輝こう鎖さに視線を落とす。

「どのような《力》であるかは──」

「ぐぐ……とも、え……。今の、動きは……いったい……」

　顔を上げ、橘たちばなは起き上がったアキラへと視線を移して言った。

「これより先の我が闘たたかいをご覧あれ、といったところだ……!!」

　橘の姿が音もなく消える──

　否いな、天あまつ風かぜノの走そうによって、一瞬でアキラの正面へと間合いを詰めた。

　自らの天あまつ風かぜを未熟と言い、ここまでの闘いの最中も砂煙があがっていたのに、今はまったく無かった。

　それだけじゃない。

「はぁああああっっ!!」

　目にも止まらないという形容が相応ふさわしいほどの速さで、橘が次々とアキラへ攻撃を叩たたき込んでいく。

（速い……！　けど、速いだけじゃなくて──）

「綺き麗れい、だね……」

　隣で体を起こしたみやびが、ぽそりと呟つぶやく。

　そう、みやびの言うとおりに橘の動きは見み惚とれるくらいに綺麗だった。

　アキラの動きを流麗と思っていたが、さらにその上のレベルが俺たちの目に映っていた。

「何だ、キミは、キミがこれほどの……！　そんな、バカな……!?」

　相対するアキラの驚きよう愕がくは俺たち以上だ。

　先刻までと真逆になった状況に焦り、不用意に掴つかみを狙ねらうアキラ。

　けれどその動きはあまりにも不用意で、橘は身を独こ楽まのように回して回避した直後に肘ひじ打ちを叩き込む。

　アキラはよろめきつつも、裏拳を放つことで橘を牽けん制せいして追撃を防ぐ。

（技のキレが尋常じゃないな……。けど、力はそれほどでもない、か……？　それにしても、あの動きの速さはいったい……）

　見ている限り、《Ⅳレベル４》の橘は、《Ⅵレベル６》の俺とほぼ変わらない速さで動いている。

　無駄のない動きというのもあるが、単純に身体能力──敏びん捷しよう性せいが上がっているのだ。

「何な故ぜと問うたな。ならば明かそう──私の《門鎖織インハリツト・リネージユ》は、橘の積み重ねてきた結晶そのものだ。先人たちが各々研けん鑽さんし続けた技を、磨みがき鍛えた力を、私は己の《魂》に宿らせて扱うことが出来るのだ!!」

「先人、だと……!?　バカな、俺が、俺は橘の──」

「確かに、貴方あなたは心技体すべてにおいて、橘の歴史の中で優れ抜きん出ていると言われていた。……だが、個々で見れば話は別だ！　一つの技を極めんと修練を続けた者も居れば、体たいの力を貴方以上に高めた者も居た！」

　総合力で劣ろうとも、特化した者は橘の血脈の中で数多く存在し、橘は《焔牙ブレイズ》を通して彼ら先人の《力》を身に宿す──それが《門鎖織》の能力といったところか。

　アキラの貫ぬき手てを躱かわし、引かれる腕と同時に橘が踏み込み、腹部へと掌てのひらを叩き込む。

　昇華した直後にアキラを吹き飛ばした技だ。

「橘たちばな流──虎こ咆ほうノの衝しよう!!」

　再びアキラが吹き飛び、地響きを立てて砂上に倒れる。

　だがそれも決め手にはならず、アキラはまたしても体を起こし始めた。

「さすがに頑強だな。九ここの重え、みやび！　私に力を貸してくれ!!」

「待ってましたと言いたいところだけど──」

「力を貸してだなんて水くさいかなって……」

　俺もみやびも、力を振り絞しぼって立ち上がり、橘へと笑む。

「ふふっ、そうだな。ならば──ともに闘たたかおう!!」

　橘が、みやびが、そして俺が、アキラへと決着の意志を込めた視線を送る。

「巴ともえちゃん、ついて来て！　わたしが動きを止めるから、さっきのをもう一度！」

　みやびは《騎兵槍ランス》を構え、橘へと目配せを送る。

「承知した！　九重、最後はキミに任せるぞ!!」

「ああ、こっちも任された!!」

　頷うなずき、俺は意識を右手に集中して《纏雷アドベント》を発動させる。

「やぁああああああ────っ!!」

　みやびが全力で突撃し、橘が僅わずかに遅れて駆ける。

「そんなものが当たるとでも思ったか、《超えし者イクシード》!!」

　アキラの叫びが空気を震えさせるも、みやびは構わず刺突進チヤージを繰り出し──

　間合いに入る寸前、《騎兵槍》を後方へ投げ捨てた。

　重量武器を捨てたことでみやびの突進が一気に加速し、アキラの反応が僅かに遅れた。

　みやびは地面すれすれまで体勢を低くし、アキラの足にタックルを仕掛ける。

　本来であれば足を取り、そのまま地に転がせるテイクダウンタックルではあるが、ここはアキラをぐらつかせるのが精一杯だった。

　けれどもみやびの動きはそこで止まらず、足首を脇に抱えるようにして自身の体を天地逆さまにし、両足をアキラの足に絡める。

　この三ヶ月で必死になって身につけた技術が、異い形ぎようの存在の動きを僅かだが止める。

　そこへ──

「見事だ、みやび!!」

　みやびの《騎兵槍》を手にした橘が、《門鎖織インハリツト・リネージユ》で身体能力を大おお幅はばに強化した状態で、天あまつ風かぜの刺突進を繰り出した。

　ほんの一瞬だが、みやびに気を取られたアキラにそれを躱かわす術はなく──

　直後、浜に絶叫が響き渡り──

　異形の瞳ひとみが、拳こぶしに《白びやく雷らい》を纏まとい、陽光をバックにして飛び込んで来た俺を見る。

「牙よ穿うがて──」

　弓を射るかの如ごとく引いた拳を、解き放つ。

「《煌霆の雷撃エルデインガルソール》!!」

　白い雷が豪音を轟かせ、道を外れた男の胸を貫つらぬいた。




　もう一つの闘たたかいも、ほとんど間を置かずに終わった。

　ユリエたちは、今にも倒れ込みそうな俺たちへと歩み寄ってくる。

　その先頭を、音おと羽はが手を振りながら駆ける。

「お兄ちゃーん」

　ユリエとトラ、リーリスの三人は多少の怪け我がを負ったようだが、大きなダメージと言うほどじゃなさそうだ。

　何より三人に感謝しなければと思ったのは、音羽がまったく無傷ということだ。

　そのとき──

「っく……」

　受けたダメージによるものか、足元がふらつく。

「大丈夫、透とお流るくん？」

　心配そうにこちらを窺うかがうみやびに、大丈夫だと頷うなずく。

「俺よりも……」

　異い形ぎようの姿のまま動かなくなったアキラを見つめ、橘たちばなはやるせない表情を浮かべていた。

「巴ともえちゃん……」

　橘は俺たちの視線に気付き、ふっと笑顔を浮かべた。

　とても哀かなしそうな笑顔を。

「……九ここの重え、みやび、行こう」

　異形の姿のまま倒れて動かなくなったアキラを、橘はしばし哀あい愁しゆう漂ただよう表情で見つめるも、僅わずかに首を振ってそう告げた。

「いいのか？」

「うむ。私たちの道はもう、交わることはない……」

　そのときだった。

「み、ち……」

　呻うめくように誰かが──アキラが呟つぶやいた。

「ともえぇえええ────っ!!」

　刹せつ那な、異形の体が跳ね上がる。

「──っ！　離れろ、橘──っ!!」

　今の彼女は既すでに《門鎖織インハリツト・リネージユ》を解除しており、機敏な動きなど不可能に近い。

　アキラが右みぎ掌てのひらを橘へ向けた瞬間、俺は飛び込むようにして橘を突き飛ばす。

　射突角へリツクスパイクが放たれ、俺の体は無惨に貫かれる──

　それは、現実のものとならなかった。

　螺ら旋せん型の突角が射出されるよりも早く、アキラの体が、そして俺の視界が紅に染まる。

　焱ほのおの槍やり──

　一本や二本どころじゃない数が、アキラに突き刺ささっていた。

「おと、は……？」

　動かした視線の先に、髪を桜色に変化させた音おと羽はがこちらへと手を向けていた。

「させない！　お兄ちゃんは私が護まもる！　絶対に護るんだからぁ!!」

「や、めろ……音羽……やめろぉおおおおお────っ!!」

「うぁああああああ────っ!!」

　俺の絶叫と、音羽の絶叫が重なる。

　焱の槍がアキラの体に雨の如ごとく降り注ぎ、獣のような叫びが蒼そう天てんを貫つらぬく。

　力を使い果たした音羽が膝ひざを突き、異い形ぎようの体もよろめく。

　よろめきながらも、アキラは左ひだり掌てのひらを構え──

　そこへ凜りんとした声が響いた。

「継ぎ纏まとえ──《門鎖織インハリツト・リネージユ》!!」

　橘たちばな一門が紡つむいできた力をその身に宿した橘が一陣の風と化して疾駆し──

　腰だめに両の掌を重ね、龍哮と虎咆を同時に叩たたき込む。

「橘流奥義──鳳ほう凰おうノの奏そう!!」

　外と内を同時に破壊する秘技に、異形と化した青年は凄すさまじい咆ほう吼こうを上げ──

　震えながら左ひだり掌てを橘に向け──

　あおむけに倒れながら、虚空へ熱線レーザーを放った。

　これが、紡ぐ道を選んだ者と、捨てる道を選んだ者──

　二人の迷い人を主軸とした闘たたかいの幕を下ろす号砲となったのだった。





　　　　◇






　豪華客船の巨大シアタールームは、透とお流るたちの闘いの結末を目撃した観客たちによって熱狂の渦と化していた。

　ある者は血が舞い肉が裂さける闘いを目にすることが出来た興奮から、またある者は賭かけた莫ばく大だいな金の行く末に。

　そのような群衆を、ＶＩＰルームから蔑んだ目で見つめる人物が居た。

「ああ、今終わったところだよ。こちらは大盛況だ。……まったく、本当に醜いものだね」

《颶の裁者テンペスト・ジヤツジス》クロヴィス──この船に乗る者たちからは《第一圜カイナ》と呼ばれる青年は虚空に向かって一人呟つぶやく。

「そうそう。君に伝えておきたいことがあってね。ああ、今話さなければならない、とても大事な件だ。君に確認をして貰もらいたいことがあるのだよ」

　耳元に手を当てたまま、クロヴィスは話し続ける。

　その手に通信機器のような物は無い。

　代わりに、照明の下では分かりづらいがぼんやりと輝く不可思議な指輪を嵌はめていた。

　指輪は遠方に居る相手に連絡が取れるといった特殊な力を秘めた《聖庁ホーリー》の品で、聖騎士と、それに仕える従騎士に与えられるものだ。

　かつて属した《聖庁》へ背信し、現在は数百年以上にも及ぶ敵対組織《６６６ザ・ビースト》に身を寄せ、あまつさえ支配階級《圜冥主コキユートス》の座に着く青年は、ほどなくして何者かとの会話を終えた。




　同時刻──

　忘却の島にて、祈りを捧ささげるかのように傅かしずく者が居た。

「承知致しました、我が主あるじよ」

　そう口にし、白い鎧よろいを纏まとった女騎士はゆっくりと立ち上がった。

　彼女の内に、主が告げた言葉が幾いく度どとなく甦よみがえり──

「《反魂法リフレイン》──禁忌の呪法を施ほどこされた者が、彼らの中に……」

　呟つぶやきは次の句を以もつて締められる。

「それが真実であれば、我が命に代えてでも必ずや滅して参ります、我が主よ」

　白い騎士は知らない。

　彼女が敬愛する主こそが、禁呪たる《反魂法》を世に甦らせた張本人であることを。






　■エピローグ









「おにい、ちゃん……。大丈夫、だった……？」

　既すでに髪は桜色から元の茶色がかったものに戻っていて、駆け寄ってきた俺を見て音おと羽はは弱々しく笑みを浮かべた。

《焱ちから》を使ったことによる負荷からか、音羽は苦しそうな様子を隠し切れない。

「どうして使ったんだ……!?　もう使わないって言ったじゃないか……!!」

「えへへ……。ごめんね、咄とつ嗟さのことだったから、つい……」

　膝ひざを突いたまま、音羽はごめんなさいと舌を出す。

　その様子に、俺はそれ以上強く言うことは出来なかった。

　もし俺と音羽の立場が逆だったとして、《焱ちから》が自らの体を蝕むしばむと知っていても同じように使っただろうから。

「……ありがとな、音羽。おかげで助かった」

「うんっ……」

　苦しいであろうに音羽は笑顔を崩くずさず、それが余計に俺の胸を痛ませた。

「トール。音羽には無理をさせてしまいますが、この場を離れましょう」

　銀色の少女が、言い辛そうに話し掛けてくる。

　音おと羽はをもうしばらく休ませたいのはやまやまだが、さっきまでの闘たたかいの音が他の地点に上陸した敵を呼び寄せる可能性がある以上、すぐにでも移動した方がいいだろう。

「音羽、立てるか？」

「んっと……ちょっと辛いかも」

「じゃあ、俺が抱えるけどいいな？　急いで移動しなくちゃなんだ」

「うん。……あ、それなら昔みたいにおんぶして欲しいな」

　そんなこともあったなと思いつつ承しよう諾だくし、音羽に背を向けて屈かがむ。

「いいぞ。乗ってくれ」

　けれど返事は無く──

　どさりと言う音が、聞こえた。

　振り返ると、音羽が倒れた姿が目に映る。

　その頬に出来たひび割れもまた。

『《焱あれ》はもう使わせるな。使えば使うほど──命を削る』

　三ヶ月前、ユーゴが告げた言葉が脳のう裏りをよぎり、灼しやく熱ねつの太陽が照りつけているというのに、俺は背筋が凍るような冷たさを感じながら呼び掛ける。

「そんな……音羽……おい、音羽……返事をしてくれ、音羽──」














『音羽ぁ────っ!!』











〈了〉







あとがき







　結論だけ、書く。




　〆切間に合わなかった〆切間に合わなかった〆切間に合わなかった

　〆切間に合わなかった〆切間に合わなかった〆切間に合わなかった

　〆切間に合わなかった〆切間に合わなかった〆切間に合わなかった

　〆切間に合わなかった〆切間に合わなかった〆切間に合わなかった




　僕は間に合わなかった〆切間に合わなかった〆切間に合わなかった

　〆切間に合わなかった〆切間に合わなかった〆切間に合わなかった

　〆切間に合わなかった〆切間に合わなかった僕は〆切




　ども、柊ひいらぎ★ぼしたくみです。

　七月刊行してるのにあとがきの冒頭は何なんだという理由ですが、実は延期した際に使おうとしていたネタです。

　今回も入稿がめちゃくちゃギリギリで、正直延期じゃないかなと最後の方はずっと思っていた次第で……（汗）

　こうしてあとがきを書いている今ですら刊行するんだなぁとしみじみ思っているのですが、すべては巴ともえばりのダイナミックＤＯＧＥＺＡ──否いな、神懸かり的なＨＡＲＡＫＩＲＩをして尽力頂いた担当の神かみ長ながさんのおかげです。ハラショー！

　ここで昨年度からの入稿状況を振り返ってみると──

　Ⅴ→Ⅵ巻四ヶ月刊行、入稿ギリギリ。

　Ⅵ→Ⅶ巻五ヶ月刊行、入稿ギリギリ。

　Ⅶ→Ⅷ巻三ヶ月刊行、入稿ギリギリ。

　Ⅷ→Ⅸ巻四ヶ月刊行、入稿ギリギリ。

　刊行ペースがどう変わってもギリギリになる不思議！

　……もしかして毎月でも──とか冗談でも口にすると、担当さんが『行けるならやりましょう』と本気で言い出しそうなので忘れます。みんなも忘れよう。

　ともあれ、多くの人にご迷惑をお掛けしてしまい申し訳ありませんでした。

　この場を借りて深くお詫わび致します。




　というわけで、これまでで最高の厚さとなったことが延期ぎりぎりの原因となりました『アブソリュート・デュオⅨ ashes to ashes,』をお届けします！　本題に入るの遅いね！

　今回はⅡ巻以来まったく音沙汰無かった二人が登場したり、意外なあの人があの子と仲良くなったり、ついにあのへっぽこ土下座娘の（検閲削除）が覚醒したりと盛り沢山ですよ！　土下座の時点でバレバレだ!!　……そもそも、あらすじでバレバレですけどね。

　Ⅱ巻以来の二人というか片割れ。実はみやび同様に《装鋼ユニツト》に魅入られて敵に回る予定がボツになったという経歴がありましたわけで……。どうにもずーっと喉のどに引っ掛かってたので、今回めでたく供養が出来ました。※死んでない

　意外なあの人はアブソの中で唯一浅葉さん考案のキャラです。まさかこんな役回りが来るとは思っていなかったそうですが──僕も思ってませんでした（笑）

　そして今巻で一つ謝らなければならないことが。




　表　紙　詐　欺　!!




　そう、月つき見みの出番はほぼありません！　ごめんなさい!!

　まあこれまでも、表紙でありながらメイン回でも何でもない土下座娘さん（仮名）のようなヒロインも居たことだしご勘かん弁べんを。




　さて、少し前の話ですがとても若い読者さんからファンレターを頂きました。

　なんと十三歳！　大阪府在住の亮太くん、お手紙ありがとう！

　……女の子だったらもっと嬉うれしかったとか言わないよ!!

　お手紙返さなくてごめんね！　あとがきでネタにしてごめんね!!　とても助かりました！

　尚なお、ファンレターネタは今回限りにしておきます。ソーリー。




　さてさて、謝辞です。

　浅葉さん。今回のカラーページのみやびのπＯ２パイオーツーやべーです。ハラショー！

　サポートの駒こま井いさん。いつも縁えんの下の力持ちになって頂きありがとうございます！

　万ゆる木ぎ編集長。またト●リのお話させてください！　復刊＆白の刊行超嬉しかったです！




　さてさてさて、それでは今回はこんなところで。

　次の第Ⅹ巻では第二部《人に非あらざる者》編がクライマックスを迎えます！

　今回のラストからどうなるのか、楽しみにお待ち頂ければ幸いです!!

　……が、刊行はちょっと間が空いて冬──それも来年初頭になるかなと。

　しばしお待たせしてしまいますが、ご容よう赦しやの程を……。




　それではまた、次の巻にてお会いしましょうということで──のしのし。


柊ひいらぎ★ぼしたくみ











　著者

　柊★たくみ（ひいらぎぼし・たくみ）

　　割と今さらですが、音羽はロリ巨乳の予定でした。

　　なぜ現状のサイズになったのかと言うと──







　　　わ　か　り　ま　せ　ん　







　　初登場の頃は超忙しかったので、何故変更したのか当時の記憶がまったくないという……。

　　もしかしたらリハビリ（Ⅰ巻参照）が無意識の内に効いたのかもしれませんねということで、音羽が加わり平均値は下がってしまいましたが今回も──

　　　おっぱい！おっぱい！




　イラスト

　浅葉ゆう（あさば・ゆう）

　　インスタントコーヒーを毎日飲むイラストレーター。

　　某コーヒーマシンを購入しようか迷う今日この頃。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／浅葉ゆう

　　装丁／ＡＦＴＥＲＧＬＯＷ











アブソリュート・デュオⅨ




─ashes to ashes,─








柊★たくみ
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